
「静岡県の授業づくり指針」の活用に係る研究(24・25年度)まとめ

授業づくり支援課授業支援Ⅰ班

授業づくり支援課授業支援Ⅱ班

東 部 支 援 班

Ⅰ 主題設定の理由

１ 研究の背景

平成 23 年度末、総合教育センターでは、学校における魅力ある授業づくりを支援するため、９教科・10

冊の「静岡県の授業づくり指針」を作成し、各学校に配布した。「静岡県の授業づくり指針」は、平成16年

に作成、配布した「静岡県版カリキュラム」の趣旨を継承しながら、静岡県の子どもの実態を踏まえ、新し

い学習指導要領の趣旨を具体化したものであり、主に次の四つの内容で構成している。

(1) 確実に身に付けさせたい内容

(2) 発展的な内容

(3) 「静岡県ならでは」を生かした内容

(4) 小学校、中学校、高等学校の指導内容を体系的・系統的に捉えた内容

これらの内容に加え、各教科版の作成においては、新しい学習指導要領の趣旨を反映した授業づくりを進

めるため、次のような工夫を行った。

(1) 国語

今、求められている国語の能力を身に付けさせる重要な鍵「言語活動の充実」に焦点を当て、理論及

び全領域の具体的な単元計画を示した。

(2) 社会

「身に付けさせたい力」が明確になるよう、学習指導要領の文章を再構成するとともに、「手立ての

例」を充実させた。

(3) 算数/数学

単元を通して意識したい事柄を「核となることがら」として、「算数的活動」「数学的活動」を具体的

な事例で示した。

(4) 理科

単元の学習内容の構造を図示した「単元構想図（例）」、問題解決的な学習や探求的な学習活動のため

の学習過程などを示した。

(5) 外国語活動/外国語

コミュニケーション能力の育成を目標とした授業づくり、単元構想、言語活動設定の仕方などを段階

的に示した。

(6) 体育/保健体育

多様な学習活動例や単元計画例、小・中・高の系統などを、豊富なイラストや一覧表を用いて分かり

やすく示した。

(7) 技術・家庭（技術分野）

具体的な学習内容や活動例を安全教育に焦点を絞って示した。

(8) 家庭/技術・家庭（家庭分野）

小・中の体系化を柱とした具体的な授業展開例や、授業で活用できる資料などを紹介し、専門外の教

員にも使い易いものとした。

(9) 音楽

設定した指導事項に対応した具体的な学習活動や評価規準等の具体例を示し、目標や学習活動との関

連を明確にした。

(10) 図画工作/美術

静岡県ならではの題材・材料例や授業展開例、美術館との連携情報など、写真・イラスト・図を用い

て分かりやすく示した。
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総合教育センターでは「静岡県の授業づくり指針」をセンター主催の悉皆研修、希望研修における研修資

料として利用することや、学校訪問において指導・助言の根拠として示すことで、学校での活用を進めるこ

とを目指した。しかし、各学校に１セットのみの配布という現状では、全ての教員の授業改善への取組を支

援するには不十分であると考えた。そこで、総合教育センターホームページに掲載したｗｅｂ版を含めた「静

岡県の授業づくり指針」を多くの学校や教員に活用してもらうため、よりよい活用の方法や新たな実践事例

等についての研究を行うこととした。

２ 研究の目的

本研究は、「静岡県の授業づくり指針」が、各学校にとって「確かな学力」の育成に向けた魅力ある授業づ

くりに取り組むための「指針」となるよう、一層の普及を図るとともに、効果的な運用のための啓発を目指

すことを目的とする。併せて、言語活動や評価など新たに国から示された内容について、補足資料を作成し

たり、先進的な事例を提案したりすることを目指す。

Ⅱ 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針」を用いて学習指導要領の主旨、小・中・高の系統性を理解することで、授業

改善や教員の資質向上を図ることができる。

本研究では、上記を教科共通仮説とし、各教科の実態に応じてより具体化したものを教科の仮説としてそ

れぞれ設定する。

Ⅲ 研究の期間及び方法

１ 研究期間

平成24年度・25年度・26年度（３年間）

２ 研究方法

(1) 研究体制

ア 研究委員会

(ｱ) 指導者 国立大学法人静岡大学教育学部 教授 江口 尚純氏（国語）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 塩川 亮氏（社会）（24年度）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 磯山 恭子氏（社会）（25・26年度）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 國宗 進氏（算数/数学）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 丹沢 哲郎氏（理科）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 白畑 知彦氏（外国語活動/外国語）

常 葉 大 学 教 育 学 部 教授 伊藤 宏氏（体育/保健体育）

静岡県立大学食品栄養科学部 教授 新井 映子氏（家庭/技術・家庭）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 紅林 秀治氏（技術・家庭）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 北山 敦康氏（音楽）

国立大学法人静岡大学教育学部 教授 登坂 秀雄氏（図画工作/美術）

(ｲ) 委員長 静岡県総合教育センター学校支援担当参事兼授業づくり支援課長

(ｳ) 委 員 静岡県総合教育センター東部支援担当参事、授業づくり支援課授業支援Ⅰ班長、授業支

援Ⅱ班長、東部支援班長、及び、静岡県総合教育センター指導主事

(2) 研究方法

ア 訪問指導における活用と活用方法の提案

授業支援訪問や要請訪問の際に、「静岡県の授業づくり指針」を用いて授業者や教科担当、学校全体

への指導・助言を行ったり、授業改善に効果的な活用方法を提案したりする。その後、学校における

活用状況等を調査し、その効果を検証する。

イ 悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用及び活用方法の提案

さまざまな研修の際に、「静岡県の授業づくり指針」を用いて講義を行ったり、授業改善に効果的な
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活用方法を提案したりする。その後、学校における活用状況等を調査し、その効果を検証する。

ウ 教科等指導リーダーと共同での効果的な活用事例の開発及び提案

教科等指導リーダーに「静岡県の授業づくり指針」の内容を生かした授業を実践してもらい、その

効果を検証する。また、共同で新たな教材を開発する。

エ 高等学校教育課程研究委員と共同での効果的な活用事例の開発及び提案

高等学校教育課程研究委員に「静岡県の授業づくり指針」の内容を生かした授業を実践してもらい、

その効果を検証する。また、共同で新たな教材を開発する。

オ 大学における活用方法の検討及び活用

教科指導者が所属する大学において、教職を目指す大学生を対象に「静岡県の授業づくり指針」を

用いた授業を行うなど、教員養成の視点での活用の可能性を探る。

本研究では、上記研究の方法から、各教科の実態に応じて適切なものを選択し、実践することとした。

以下にその一覧を示す。
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国 語 ○ ○ ○ ○

社 会 ○ ○ ○ ○

算数／数学 ○ ○

理 科 ○ ○ ○ ○

外国語 ○ ○

音楽 ○ ○ ○

図画工作／美術 ○ ○

体育／保健体育 ○

技術／家庭（技術） ○ ○

技術／家庭（家庭） ○
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Ⅳ 研究の内容

１ 国語科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 国語」（以下、「指針」）を用いて「言語活動を通して指導事項を

指導する」ことの意義を理解することで、授業改善や教員の資質向上を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

(ｱ) 訪問指導における活用

学校の実態に即して「指針」の適切なページを選択して配布し、解説することにより、

理解を図る。

(ｲ) 悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用

集合研修において必携とし、授業づくりに当たり特に重視したい内容について解説する

とともに、「指針」の形式に基づいた指導計画の作成や具体的な言語活動の構想・体験・交

流等の演習を行い、理解を図る。また、補足・追加資料を作成・活用し、その効果を検証

する。

(ｳ) 教科等指導リーダー等との共同による効果的な活用事例の開発

教科等指導リーダーや地区教科指導員等に活用や授業実践を依頼し、その効果を把握す

る。

(ｴ) 大学における活用

静岡大学教育学部３年生に対し、「国語科教科内容指導論Ⅱ」において「指針」を活用し

た講義・演習を行い、国語科授業づくりに関する基礎的な知識の習得について効果を把握

する。

イ 検証の方法

(ｱ) 該当する学校等

研修主任や校長等に聞き取り調査を行い、仮説を検証する。また、訪問報告書や学校等

支援研修アンケートの記述を分析し、仮説を検証する。

(ｲ) ５年経験者

指針活用アンケートを実施し、仮説を検証する。また、抽出した研修員について、学習

指導案等を分析し、仮説を検証する。

(ｳ) 10 年経験者・教科等指導リーダー・希望研修参加者

指針活用アンケートを実施し、仮説を検証する。

(ｴ) 静岡大学教育学部３年生（「国語科教科内容指導論Ⅱ」受講者）

アンケートを実施するとともに大学教員に聞き取り調査を行い、仮説を検証する。

(3) 研究の内容

ア 訪問指導における活用

(ｱ) 訪問指導における活用の実際（取組）

国語科においては、「言語活動を通して指導事項を指導する」ことが求められている。こ

のことについて、学校の理解がどの程度進んでいるのかを訪問前に把握しておく必要があ

る。そこで、事前に届いた学習指導案を分析し、国語科指導における学校の実態を把握す

るようにしている。その上で、学校の実態に応じて「指針」の適切なページを増刷りして

配布、解説する。例えば、国語の授業づくり全般について理解が十分でないと判断した場

合には、「国語科の授業づくりのポイント」（p.14～15）【資料１】を用いて、指導事項を基

に身に付けさせたい力を確定し、単元を組み立てていく手順について解説する。授業づく

りにおけるＰＤＣＡサイクルについて理解を促す場合には、「授業づくり規準（国語科）」

（p.152～153）を用いる。また、単元を貫く言語活動を位置付けた指導過程について具体
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的なイメージが描けていないと判断した場

合には、「指導計画例」（p.36～105）を用い

る。その際、児童生徒が行う言語活動につ

いてもイメージが持てるように、ワークシ

ート等の具体物【資料２】を作成し、「指導

計画例」と併せて解説している。

(ｲ) 学校の実践状況（成果）

訪問後、学校からは研修主任が取りまと

めた「振り返り」（報告書）が送付される。

指導助言をどのように受け止めたのか、そ

の記述を分析した。その結果、全ての「振

り返り」に、身に付けさせたい力を明確に

すること、単元を貫く言語活動を位置付け

ること、実生活に生きる国語を指向してい

くことなど、国語科における授業づくりの

ポイントについての記述が見られた。【資料

３】このことから、指導助言の場面におけ

る「指針」の活用が、各学校の国語科授業

改善に寄与していることが分かる。

また、要請訪問を通して、指導助言に基

づいた単元を構想することの必要性を実感

したＡ小学校では、研修主任がまず、学習

指導案（略案）の形式を変更することに取

り組んだ。「指針」の指導計画のつくりを

参考に必要項目を絞って記載するとともに、

１時間を切り取ったものではなく単元全体

が見えるものにした。また､｢指針」の各指

導計画例で示しているように、単元名の表

し方を｢言語活動～身に付けさせたい力～｣

とし、指導事項を身に付けさせるために具

体的な言語活動を位置付けていることを常

に意識できるようにした。その上で、３か

月後の２度目の訪問指導時には、全学級担

任が新しい学習指導案の形式にのっとって

単元を貫く言語活動を設定した指導計画を

立て、授業を公開した。研修主任は、再び

中心授業を行った。事後の協議会では、身

に付けさせたい力が付いているのか、本時

１時間のみではなく単元全体で検証すると

いう視点で研修ができた。このような取組

について、同校校長は、「今の課題に即し

たものを研修主任が校内に提供し、他の教

員が納得して授業改善に取り組めた。研修

主任は、２回の中心授業で得た手応えによ

って、主任としても自身を持って話ができ

【資料１】指針「授業づくりのポイント」（抜粋）

【資料２】指導計画例に合わせた具体物

・単元構想の考え方や単元を貫く言語活動の考え方

のポイントが分かった。

・単元を貫いた言語活動の展開例や様々な言語活動

例をお話ししていただき、これからの授業実践に

向けて大変参考になった。

・実生活に生きる国語教育とはどういうものか、ど

のような考え方で、どのように手立てを組んでい

ったらよいか、十分とはいえないが理解できた。

・教材を研究するためには、まず単元を通した「付

けたい力」を明確にすることが大切であることが

分かった。

【資料３】「要請訪問振り返り」の記述
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るようになり、周りからの信頼を得ることにつながった。」と述べている。このことから、

「指針」が授業改善の方向性や具体を示す道標となり研修主任の意欲を喚起したこと、ひ

いては校内研修の質の向上にも寄与したことが分かる。

イ 悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用

(ｱ) 各研修における活用の実際（取組）

国語科の授業づくりにおいて特に重視したい

点について「指針」を用いて解説し、まず理論

面の理解を図った。併用する資料には「指針」

の該当ページを示し【資料４】、研修後も確認で

きるようにした。併せて「『静岡県の授業づくり

指針 国語』の活用の仕方（例）」【資料５】を

配布し、「指針」には多様な使い方があることに

ついても紹介した。

続いて、単元の組立て方について、「指針」の

指導計画例を基に解説した。ここでは、とりわ

け、単元目標の設定の仕方について具体的に扱

った。それは、訪問指導等の際に目にする学習

指導案の目標が指導事項に基づくものでなかっ

たり、目標と手立てとの区別が曖昧であったり

する場合が見受けられるためである。

理論と単元の組立て方についておおよその理

解を図った後、演習を行った。最初は、「指針」

の指導計画に設定された言語活動を実際に体験

するというものである。多く用いたものは、「Ｃ

読むこと〔小学校低学年〕」（p.66～67）のペー

プサート劇である。研修員の中には、ペープサ

ート劇がどのようなものなのか理解が曖昧な者

がいる。また、劇をすることはできても、どの

ような学習活動が遂行されれば設定した目標を

実現することになるのか、イメージできていな

い者もいる。そこで、児童になったつもりでワ

ークシートに考えを書き、実際に演じてみたり、

劇を見せ合ったりする演習を行うとともに、ど

のようなところに身に付けさせたい力が表れて

いたのか協議することで、理論と実際の授業と

を結び付け、具体的な理解を図るようにした。

【資料６】

その上で、別教材を用いて指導計画を作成す

る演習を行った。これまでの講義・演習を基に、

グループで協議しながら指導計画を作成してい

くことで、手順や留意すべきことについて理解を深められるようにした。作成後は、グル

ープ同士の交流を行い、指導事項（身に付けさせたい力）と言語活動とのつながりは適切

であるか、児童生徒が取り組めるものであるか等について協議した。【資料７】

10 年経験者研修・希望研修では、グループで作成した指導計画を基に、言語活動の具体

物等を作成する演習まで行った。【資料８】グループ交流も行い、指導上のポイントを把握

【資料４】併用する資料の例

なぜ、言語活動の充実か？

○社会の変化に対応する能力や資質

知識基盤社会・グローバル化

→学習意欲が低い

○PISA調査等の各種の調査から

→「思考力・判断力・表現力等」に課題

指針 ｐ７

付けたいけれど付いていない力

○改正学校教育法「学力の重要な
３つの要素」の規定

【資料５】活用の仕方の紹介資料

【資料６】言語活動を体験する演習
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したり、身に付けさせたい力が具体物に反映されているか等について確認したりするよう

にした。【資料９】実際に作成することによって、身に付けさせたい力が十分に反映されて

いなかったり、難易度が児童生徒の実態に合わなかったりすることが明らかになり、言語

活動として適切でないという判断をせざるを得ない場合もある。したがって、研修員には

「作ってみるからこそ分かる」ことの重要性を説き、単元の開始前に教師が試行すること

を推奨した。

(ｲ) 補足・追加資料の作成・活用（取組）

「Ｃ読むこと」は、授業改善上、最も課

題の多い領域だといわれる。それは、児童

生徒にとって読みの目的や見通しが不明確

なまま、授業が展開されていることも少な

くないためである。そこで、単元を貫く言

語活動を指導過程に位置付け、何のために

読むのか、どのように読むのか、教師と児

童生徒とが共有しながら学習を進めていく

ことが望まれている。一方、教師側からは、

「単元を貫く言語活動の意義は概ね理解で

きるものの、実際にどのような言語活動を

取り入れればよいのか具体が分からない。」

という声を聞く。また、「本時の指導はどの

ように変わるのか。」という声もある。こう

した現状への対応として、補足・追加資料

を作成することとした。

補足・追加資料の第１は、「指針」の指導

計画「Ｃ読むこと〔小学校低学年〕」（p.66

～67）に注釈を加えた「指導計画作成のため

の参考資料」である。言語活動を具体化していく際の留意点や、活動主義にならないため

の評価の在り方等について、解説している。【資料 10】

補足・追加資料の第２は、「Ｃ読むこと〔小学校低学年〕」（p.66～67）の１単位時間の学

習指導案（本時案）である。単元を貫く言語活動を位置付けた指導過程では、文章を読む

ことと言語活動を行うこととを同時進行で行うことが望まれる。「読んでから言語活動」で

はない。本資料では、単元全体と本時とのつながりが明確になるように配慮している。

補足・追加資料の第３は、「指針」の指導計画を学習指導案（細案）の形式に仕立て直し

たものである。小・中学校においては、各校独自の学習指導案の形式があるため、国語科

として盛り込むべき事柄が十分ではない場合もある。そこで、国語科学習指導案に必要な

【資料８】演習で作成した

具体物（本の帯）

【資料９】具体物等の交流【資料７】指導計画の交流

【資料 10】指導計画作成のための

参考資料（抜粋）
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要素を盛り込み、作成の際の留意点も記載し

ている。【資料 11】

補足・追加資料の第４は、言語活動の具体

物等である。学校の実態に即した資料となる

よう、訪問指導の場を活用している。中心授

業の学習指導案から授業者の意図を読み取り、

それに即した形で具体物等を作成したり、よ

り効果的な代案を作成したりする。その他、

「初等教育資料」等で紹介された優れた実践

を基に作成することもある。【資料 12】これ

らの具体物等は、全てが使用に適している訳

ではなく、作成してみた結果、身に付けさせ

たい力が十分に反映されず不適と判断したも

のも多い。このことについても、研修員に伝

えるようにした。

補足・追加資料の第五は、言語活動例の系

統表である。国語科は、言語活動の充実にお

いて基盤となる教科である。国語科の各学年・各領域で経験する言語活動と、児童生徒の

発達の段階に配慮すべき点（文部科学省「言語活動の充実に関する指導事例集」平成 23

年 10 月）について、小学校・中学校・高等学校（国語総合）の系統表を作成した。

これら補足・追加資料は、訪問指導や各研修等において既に活用している。また、研修

員や学校の感想・要望を参考に、改良を重ねているものもある。

(ｳ) 研修員へのアンケート調査等から（成果）

研修後、各研修員に対してアンケー

ト調査を行った。（注：５年経験者は授

業実践Ⅱの後に実施。10年経験者は２

回目の教科別研修終了時に実施。希望

研修は研修終了時に実施。）その結果は、

「活用できた」と「どちらかといえば

活用できた」を合わせて 99％という極

めて高い活用率であった。【資料 13】

また、「特に参考になったところ」とし

ては、「指導計画例」（p.36～105）が突

出して多かった。各研修に共通する感

想として、「『指針』の手順に沿って単

【資料 11】学習指導案の例

【資料 12】作成した言語活動の具体物等の例

【資料 13】研修員の「指針」活用状況

全体
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元を構想していくことで学習指導要領を基に

した学習指導案を作成することができる。」

「具体的な指導計画例が自分の学習指導案作

成に参考になった。」という声が挙げられた。

「指針」が示す国語科の授業づくりのポイン

トや指導計画例が、教員の経験段階によらず

有効であることが分かる。

また、「『指針』に基づく演習により具体的

な指導計画の組立て方を理解することができ

た。」「実際に言語活動の具体物等を作成する

ことで力になった。」「言語活動の具体物が用

意されていたので、イメージが分かってとて

も参考になった。」との声もあった。各演習及

び言語活動の具体物等が手掛かりとなり、研

修員は何をすればよいのかが一層明確になっ

たといえる。これらのことから、演習の効果

や補足・追加資料の有効性についても確認で

きた。【資料 14】

なお、研修受講後、研修員が自校教員にど

のような働き掛けをしたのか、追跡調査（抽出：アンケートまたは聞き取り）を行った。

校内研修における研修内容の伝達が最も多く、その他、「『指針』に沿って指導計画を作成

する演習を行った。」「『指針』の指導計画の形式をアレンジして自校用の学習指導案の形式

にした。」「研修主任として校内研修を推進する際の根拠資料として『指針』を示した。」「各

研修に参加した者同士が自発的に集まり、国語科の授業づくりについて語り合う校内自主

研修が始まった。」などの報告があった。このことからも、「指針」が校内研修の活性化の

一助となったことが分かる。

(ｴ) ５年経験者の授業実践から（成果）

Ｂ研修員は、小学校第６学年の担任である。年間を通して、言語活動を軸にした単元構

想の工夫を自身の研究テーマに据えて取り組んだ。Ｂ研修員は、「Ｃ読むこと〔小学校高学

年〕」（p.70～71）を読み込み、今求められている授業のイメージをつかんだ。そして、授

業実践Ⅰでは、「心に残った場面について本の帯を作って５年生に紹介しよう」という言語

活動を設定した。自身が作成したモデルを単元の導入時に示し、学習の見通しを持たせる

とともに、児童に持参させた本の帯の内容の比較を通して、どのようなことを帯に書くと

よいのかを理解させた。相手意識・目的意識の明確なこの言語活動は、児童の興味・関心

にも合致しており、単元を通して学習意欲を持続させることができた。授業実践Ⅱの前に

は再度「Ｃ読むこと〔小学校高学年〕」（p.70～71）を読み込み、「心に響いた人物をリーフ

レットで紹介しよう」という言語活動を設定し、教科書教材だけでなく複数の伝記を並行

して読むことを単元に位置付けた。単元の導入時にモデルを示し、学習の見通しを持たせ

る工夫を本単元においても実施した。また、Ｂ研修員は、児童個々の思考や学習状況を把

握し、身に付けさせたい力の定着に向けて個に応じた支援を行った。これらのことにより、

児童は紹介したい偉人を積極的に決め、本や文章を読んで抱いた思いを基に意欲的にリー

フレット作りに取り組むことができた。

Ｃ研修員は、中学校第２学年の担任である。目指す授業を「表現することの楽しさを実

感できる授業」として、授業実践に取り組んだ。授業実践Ⅰでは、「メディアとの付き合い

方について考え、『私の提言』をする」という言語活動を設定した。生徒は、教材文の筆者

・今までのやり方では無駄があり、複雑になって

しまうが、「指針」を参考にすると分かりやす

く筋も通っていて、簡潔に指導案を作成するこ

とができた。

・指導計画例を活用しながら実際に指導案を作成

する演習があったので、指導案の書き方がよく

分かった。

・今まで不安に思っていた目標設定のことがよく

分かった。

・言語活動の設定の際、多くの事例の中から考え

ることができた。

・「指針」の読み方についても説明を受けたので、

一層活用できるようになった。

・指導案作りはもちろん、普段の授業のポイント

チェックにも「指針」を使った。

・言語活動の具体物（資料）を見てなるほどと思

い、是非実践してみたいと思った。

【資料 14】研修員の感想
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の主張と実際のテレビ番組、新聞記事、地域のニュース等とを結び付けながら、自分の考

えを持った。その上で、自分とは考えの異なる友達と交流し、そのことを参考にしながら

各自が提言をまとめた。授業実践Ⅱでは、二つの文学作品を読み「『家族のきずな』を語り

合う」という言語活動を設定した。生徒は、作品に共通する家族のきずなについて仮のキ

ーワードを設定し、それに沿って読み深めた。その上で、意図的に編制された、考えが異

なる者同士、または考えは同じだが根拠が異なる者同士のグループで意見を交流した。生

徒は交流により更に考えを深め、自信を持って書きまとめていた。Ｃ研修員はいずれの授

業実践においても、補足・追加資料の第三である「指針」の指導計画を学習指導案（細案）

の形式に仕立て直したものを使用し、「指針」の「国語科の授業づくりのポイント」（p.14

～15）の手順に沿って単元を構想した。このことにより、身に付けさせたい力が明確にな

り、単元を通じてぶれることなく指導がなされた。

他の５年経験者からは、「研修以前は１時間１時間を組み合わせていくように考えていた

ので、その単元でどのような力を付けたいのかが明確ではなかった。単元構想の仕方を学

べたことは、授業改善につながる。」「指導事項を絞ったことで身に付けさせたい力や指導

内容、評価がはっきりした授業を行うことができた。」といった声が挙げられた。「指針」

に基づき単元を構想することが、研修員の授業を変容させることにつながったといえる。

(ｵ) 学校等支援研修から（取組と成果）

国語科が担う学校等支援研修は、年間約 30件である。内容は、授業づくりに関する講義、

公開授業への指導助言等であるが、訪問指導や各研修と同様に、「指針」の「国語科の授業

づくりのポイント」（p.14～15）や指導計画例を活用しながら対応した。

授業づくりに関する講義を実施した学校へ

のアンケート調査からは、「今後の実践に役立

った」と「どちらかといえば役立った」を合

わせて 100％近い評価を得た。身に付けさせ

たい力を明確にすることの重要性や、単元を

貫く言語活動を位置付けた指導過程を構想す

ることの意義等を「指針」の指導計画例等を

基に具体的に捉え、授業改善への意欲を高め

ていることが分かった。補足・追加資料であ

る言語活動の具体物等を提示し解説したこと

も、教員が言語活動の具体像をイメージし、

実践への手掛かりをつかむ上で効果的だった

といえる。【資料 15】また、特別支援学校か

らは、「初年度講義を受け、言語活動を意識し

て取り入れた。成果は見えにくかったが、教

員が意識を持ち継続して実践することで、子

どもたちも学習体制に慣れて定着するのでは

ないかと思った｡｣という声もあった。同校は

３年間にわたり学校等支援研修を活用してい

る。本研修を、単元を貫く言語活動を位置付

けた指導計画の組立て方等、国語科としての

基本的な事柄について教員が共通理解する場

と捉え、児童生徒の実態に合わせた実践につ

なげている。

学校等支援研修を実施した学校（抽出校）

・身に付けさせたい力を押さえる、３点セット

（注：「指針」で示す単元目標設定の際のキー

ワード）で考える、言語活動の試行をするな

ど、９月から の授業に向けてやってみたいと

思った。国語は苦手という意識がずっとあっ

たが、今回の研修で「楽しそう。やってみた

い。」と思った。【小学校】

・教具の実物（注：言語活動の具体物等）を見

せていただけたことで、講義の内容を具体的

に理解することができた。次の単元ではこう

いう方法で構想しようというイメージがわい

た。【小学校】

・最近の通常小学校の国語科の指導について知

ることができ、よかった。国語の授業計画を

立てる上で参考になった。【特別支援学校】

・学校等支援研修後、校内の研究授業が大きく

変わった。教師が単元の導入でゴール（自動

車図鑑作り）を示すことにより、第二次で教

材文を読むときも子ども自身が「このことは

使えそうだ」と意識していた。【小学校教頭】

・指導主事による講義を受け、時間はかかった

が、全教員が言語活動を位置付けた単元を構

想することに前向きになった。指導案や授業

そのものが以前より向上したと感じる。

【小学校研修主任】

【資料 15】学校等支援研修アンケートの感想

【資料 16】学校等支援研修聞き取りの結果
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に、およそ半年後、聞き取り調査を行った。対象は、教頭または研修主任である。その結

果、「教員が単元を貫く言語活動を意識して授業を構想するようになり授業が大きく変わっ

た。」「児童の学習ぶりが受け身ではなくなり授業に手応えを感じるようになった。」といっ

た声をいずれの学校からも聞くことができた。【資料 16】

授業改善が進めば、児童生徒の意識や学

習状況にも変化が生まれる。Ｄ校の「とみ

こさんの技をショーウインドウで紹介しよ

う～心情や場面の様子について優れた叙述

を根拠に自分の考えをまとめる～」教材

「川とノリオ」（小学校第６学年）という単

元について、学習指導案作成段階から関わ

った。「指針」の「国語科の授業づくりのポ

イント」（p.14～15）や指導計画例の説明を

受けた授業者は、身に付けさせたい力を焦

点化し、児童一人一人が確実に読みの目的

を持って読み進められるよう、単元を貫く

言語活動として本のショーウインドウ作り

を設定した。ショーウインドウのモデルの

提示や物語を読む視点の共有化、児童一人

一人の実態に応じた支援の工夫等、多くの

手立てを用意した本実践は、授業改善に富

むものである。学習後の振り返りからは、

授業者の意図を児童が的確に捉え、身に付

ける力を意識しながら学習に向かっていたことが分かる。【資料 17】なお、本実践のおよ

そ５か月後に、授業者に聞き取り調査を行った。引き続き言語活動を位置付けた単元を構

想し実践する中で、「児童の『分からない』『何を書けばいいの』『できない』という声が

なくなった。自分も児童も楽しんで取り組めている。本や文章を読む際の新たな目の付け

どころが児童に身に付いたと感じる。」との回答があった。

これらのことから、「指針」が授業改善への意識を向上させること、そして、「指針」に

基づいた授業づくりの積み上げが児童の変容を生むことが分かる。

ウ 教科等指導リーダー等との共同による効果的な活用事例（取組と成果）

教科等指導リーダーや地域の教科指導員には、「指針」の積極的な活用を依頼している。具

体的な活用の仕方は各人に委ねているが、アンケート調査からは、自身の授業実践及び主と

して若手教員への指導の際に活用したという回答が多い。

教科等指導リーダーのＥ教諭は、「『お話わくわくボックス』を作って、お気に入りの作品

を紹介しよう～想像を広げながら読む～」教材「お手紙」『ふたりはともだち』シリーズ と

いう単元を実践した。単元の導入では、自身が作成した「お話わくわくボックス」【資料 18】

を提示しながらシリーズの作品を紹介し、児童

に教材を読む目的や並行読書の目的を示すこと

によって学習の見通しを持たせている。学習指

導案作成段階から指導主事が関わった本実践は、

地域の研修会で公開され、授業改善の具体像を

示すことにつながった。

地域の教科指導員であるＦ教諭は、地域や校

内の若手教員に「指針」の活用を呼び掛けた。若手教員の「国語でどのような力が付いてい

今回、ショーウインドウで学んだことは、物語を

深く知る、ということです。今までの国語の授業は、

一つの問題に対してみんなで意見を出し合うのが

普通でした。でも、今回は初めから５年生に見せる、

ということを目指してやってきたので、どういうふ

うに書けばよりよく分かってもらえるかな？とか、

この言葉があれば分かりやすいかなとか、深く深

く、自分たちが「川とノリオ」を読解していかなけ

ればいけないので、とても、深く知るという力と読

解力がつきました。技見つけにあたっては、「川と

ノリオ」の中で、どれだけいぬいとみこさんがこの

物語を、登場人物の気持ちを、読者に分かりやすく

伝えようとしているかが分かりました。今までたく

さんの本の中でもきっと同じ技があったのかもし

れないけど、今、その力が身に付いて本当によかっ

たです。また、もしかしたら、他にも技があるかも

しれないので、他にも探したいです。（後略）

【資料 17】学校等支援研修 児童の振り返り

【資料 18】リーダーの実践
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るのか、本当に児童に力が付いているのか分からない。」という悩みに応えるべく、「指針」

を用いて授業づくりのポイントを解説した。指導を受けた若手教員は、「指針」の指導計画「Ｃ

読むこと〔小学校低学年〕」（p.66～67）を参考に、教材「かさこじぞう」において、単元を

貫く言語活動として音読劇を設定した。

本単元のねらいは、場面の様子を想像し

ながら音読として表現していくことであ

り、「指針」の考え方が生かされた授業に

なった。若手教員によれば、今後は本単

元で身に付けた力が次単元で活用できる

のかを調査するという。

これらのことから、「指針」がリーダー

自身の授業改善や他者への指導に機能し

ていることが分かる。【資料 19】

教科等指導リーダーのＧ教諭は、「読む

ことの言語活動例」という資料を自作し、

自校や地域教員への指導の際に使用した。

同資料は、「Ｃ読むこと」の言語活動の具

体が分からないという教員の声に対応し

たものである。平成 24 年度第３回教科等

指導リーダー研修会（１月開催）にて紹

介された同資料の有効性に着目し、事例

及び対応する指導事項等を追加して修正

案を作成した。【資料 20】修正案は、平

成 25年度第１回教科等指導リーダー研

修会（５月開催）や各研修等で既に活用

しているほか、Ｇ教諭だけでなく他のリ

ーダーも、地域等の研修会における助言

時に活用している。修正案は、研修員や

学校から極めて高い評価を得ている。こ

のことから、教科等指導リーダーとセン

ターとが共同で開発したことにより、教

員のニーズに即した質の高い資料を生む

ことができたといえる。なお、修正案は、

研修員の感想や要望を参考に改良を重ね、

現在はＡ３判両面に「Ｃ読むこと」の言

語活動の一覧及び具体物等の写真を配置

したものとなっている。

エ 大学における活用（取組と成果）

静岡大学教育学部３年生を対象に、「国語科教科内容指導論Ⅱ」において「指針」を活用し

た２回の講義・演習を行った。

初回は、言語活動の充実の意義や単元の組立て方等、基本的な事柄について講義をした後、

「指針」の指導計画「Ｃ読むこと〔小学校低学年〕」（p.66～67）を用いて演習を行った。今

求められている、単元を貫く言語活動を位置付けた国語の授業がどのようなものであるのか

を具体的にイメージできるように、児童になったつもりでワークシートに考えを書き、ペー

プサート劇を体験する場を設定した。なお、「指針」の形式による指導計画作成（教材「大造

＜授業づくりに関して＞
・「指針」に沿って授業を作り、よさを感じた。児童も
教師も力が付いたことを感じた。

・授業（学習指導案）を作る際に押さえるべきことや手
順が明確になった。

・形式も取り入れながら学習指導案を作成した。

・自分では思いつかないこともたくさんあり「こんなア
イディアもあるんだ」と参考にした。

・授業を構想する際、困ったり分からなかったりしたら
「指針」を頼りにした。若手教員にも「指針」を薦め
た。

＜若手教員等への指導に関して＞
・市内の研修会の際、「言語活動の充実」や「単元目標・

評価規準」について資料を活用し、共通理解した。

・校種の異なる授業を参観するときも役立った。

・他教科の教員にも国語科の言語活動について説明し、
理解を得るために用いた。

【資料 19】教科等指導リーダーの感想

【資料 20】リーダーと共同で開発した

修正案（抜粋）
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じいさんとガン」）を次回までの課題とした。

第２回は、持ち寄った指導計画の交流・協議を中心的な内容とした。「指針」の形式を用い

て単元を組み立てることは初の機会だった

と思われるが、質のよい指導計画が寄せら

れた。協議では、検討の五つの視点（①身

に付けさせたい力の明確化、②身に付けさ

せたい力と目標との一貫性、③学習の見通

しを持たせる場、④身に付けさせたい力と

学習活動の整合性及び評価、⑤表出する活

動の設定）に沿ってペア同士で指導計画を

検討した。身に付けさせたい力や単元を貫

く言語活動について各自が深く考えてきて

いるため、熱のこもった協議となった。

事後、学生に対してアンケート調査を実

施したところ、「指針」を活用した講義・演

習が、学生の基礎的な知識等の習得に効果

を発揮したことが分かった。【資料 21】ま

た、大学教員に聞き取り調査を行ったとこ

ろ、「理論では分かっていても具体が伴わな

かったことについて、実感として理解でき

たことに学生は喜びを感じている。学校に

おける実践と教員指導の両方の経験がある

指導主事から話を聞くことは、学校現場の

方向性を理解する上でも有意義だった。」な

どの回答を得た。これらのことから、「指針」

を活用した講義・演習は、教員養成課程の

学生にとって国語科の授業づくりの基礎を

理解する上で有効であり、同時に学生の意

欲を喚起するものであったと考えられる。

(4) 研究のまとめ

ア 研究の成果

○ 「指針」を用いた解説及び「指針」の形式に基づいた指導計画等を作成する演習は、「言

語活動を通して指導事項を指導する」ことの理解を図り、教員や学校の授業改善への意識

や意欲の向上に寄与することを確認できた。

○ 「指針」の考え方に基づく補足・追加資料が、国語科における言語活動を具体的に理解

することに寄与することを確認できた。

○ 各研修等で「指針」の有用感を実感した教員が軸となり、校内で伝達講習をしたり演習

を行ったりするなど、校内研修への広まりがみられた。

○ 「指針」が、教員養成課程における国語科の授業づくりに関する基礎的な知識の習得に

も有効であることを確認できた。

イ 今後の課題

アンケート等から、指導計画の組立て方への理解は図られてきていると考える。今後は、

国語科の授業づくりのポイントを押さえた授業を行うことによる児童生徒の変容について、

更に検証していく必要がある。また、評価について不安を感じている教員も多い。実際の指

導計画に基づいた評価に関する具体的な情報を提案していく必要がある。

・大学の講義や実習先で、様々な授業の作り方がある

ことを学んできたが、単元全体の構成については詳

しく扱ったことがなく、今回の「指針」に基づく単

元計画の組立て方はとても勉強になった。

・実習のときには、単元を貫く言語活動の設定ができ

ず、目標の達成も曖昧になってしまった。しかし、

今回の講義で単元計画の立て方や目標と言語活動

の関わり、一貫した言語活動での学習アウトプット

などを理解することができ、指導案を書くのが楽し

くなった。

・ペープサートを用いた言語活動で授業を作ったこと

があったが、今回の演習のような形が理想であると

強く感じた。単に言語活動を単元に付け加えるので

はいけないことがよく分かった。目標を達成するた

めの言語活動という点を強く意識しなければなら

ないと思う。

【資料 21】大学生の「指針」に関する感想

- 13-



２ 社会科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針社会」（以下「指針」）は、学習指導要領の改訂の趣旨や基礎学力定

着状況調査の結果を踏まえ、各小学校・中学校での社会科の学習活動における「確かな学力」の

育成のための授業づくりに役立つよう、次のような趣旨を念頭において編集した。

○学習指導要領及び学習指導要領解説の内容を分かりやすく示し、社会科の学習において確実

に身に付けさせたい内容（付けたい力）を明確にすること。

○小学校・中学校及び高等学校での社会科、地理歴史科、公民科の目標や内容の関連を示し、

社会科の学習で育てたい「生きる力」を明確にすること。

○小学校から高等学校までの学習内容全体の見通しや、各単元の学習内容の、それ以前あるい

はそれ以後の学習内容との関連について示し、小学校から高等学校までの体系的・系統的な

指導に役立つものとすること。

○調べ学習の進め方を踏まえ、社会科の目指したい授業について示すとともに、地図や各種資

料についての指導事例や留意点を示し、問題解決的な学習を基盤とした社会科の授業づくり

に役立つものとすること。

○地域素材などを示し、『静岡県ならでは』の授業づくりに役立つものとすること。

編集された「指針」は、学校の先生方にとって「学習指導要領解説の解説」のような役割とな

ることを願い、平成 24年３月に各小・中学校に１冊ずつ配布し、ダウンロード版も公開した。

「指針」の配布後、各学校や各教師による活用が期待されるが、学校訪問では「授業の実態と

して付けたい力の押さえが不十分であること」が浮き彫りとなった。また、平成 24 年度に社会

科の５年経験者研修対象者に行ったアンケートでは「『指針』に示された８項目の内、50％以上

の研修員が授業づくりで活用したと答えた項目は 1 項目（目標と内容）のみ」であった。

以上のような現状を踏まえ、社会科では以下のように研究仮説を設定し、検証することとした。

＜研究仮説＞

「静岡県の授業づくり指針社会」を用いて付けたい力を押さえ、授業を構想、実践することで、

授業改善や教員の資質向上を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

(ｱ) 訪問指導における活用

学校の実態に即して適切なページを選択し、指導資料として配布し、具体物等も示しなが

ら解説することにより、「指針」への理解と活用を図る。

(ｲ) 悉皆・希望研修における活用

教科研修において必携とし、指導計画の作成や具体的な授業構想等の演習を行って「指針」

への理解を図るとともに、授業改善につなげる。

(ｳ) 大学における活用方法の検討

大学教員が「指針」を活用して指導に当たることによる効果を検証する。特に、教員養成

課程における教材研究に対する効果に重点を置く。

イ 検証方法

(ｱ) ５年経験者研修対象者

活用状況の結果を平成 24 年度と平成 25 年度、平成 25 年度授業実践Ⅰ（５～９月）とⅡ

（10～２月）とで比較し、仮説を検証する。(H24 年度 36 人、H25 37 人)

(ｲ) 初任者研修対象者、10 年経験者研修対象者、教科等指導リーダー研修対象者、研修主任

活用状況の結果から仮説を検証する。(H25 年度 初 13人、10年 27 人、リ 17 人、主 18人)

(ｳ) 大学の教員養成課程における「指針」活用の実践

大学教員に事後の聞取り調査を行い、仮説を検証する。(H25 年度)
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(3) 研究の内容

ア 「指針」の構成

「指針」では、社会科、地理歴史科、公

民科で育てたい「生きる力」を『「この社会

の中で、わたしはどのように生きていくか」

という問いを主体的に追究し、実現する力』

と定め、この生きる力の育成に向けた授業

づくりの「指針」となるよう構造的にまと

めている。前半に学習の系統を踏まえ

資料活用や地図活用、問題解決的な学

習のステップなど、授業づくりの基礎

的な技能を示し、後半に学習指導要領

解説の内容や授業づくりのＰＤＣＡを

「授業づくり規準」として示すなど、

具体的な内容を示している。【資料１】

学習指導要領解説の内容の項は、小

中別に記載し、内容のつながり、主な

学習内容、配慮が必要な事項（下線）、

捉え（考え）させたいこと（◎）、学

習の仕方、学習の手立ての例を併記し

ている。学習の手立ての例では授業場

面を想定し、内容項目を押さえた手立

て例（・）のほかに、発展的な学習例

（★）と静岡県ならではの事例（ ）

を示した。【資料２】

イ 訪問指導における活用

(ｱ) 協議会における活用

学校訪問では、指導資料として「指針」

を活用している。目的は「指針」を授業

者だけでなく研修主任にも事前研修や事

後研修に役立ててもらうことにある。具

体的には、中心授業の内容に関わる内容

の項（例【資料２】）を教員に配布し付

けたい力や配慮が必要な事項を確認した

り、学習の手立てを提案したりしている。

また、１時間の授業だけでなく、確かな

学力の育成に向けて、単元レベルで問題

解決的な学習を仕組み、子どもの主体的

な学習を実現させるために、単元計画例

【資料３】を作成・提示している。単元

計画例では「指針」のどこを参考にすれ

ばよいかを具体的に提示することで、単

元全体を見通してそれぞれの授業を位置

付けたり、「指針」の具体的な活用方法を

提起したりすることにつなげている。

【資料２】 「指針」の内容の項

【資料３】 単元計画例（※は「指針」の項目）

⑥ まとめ

「単元での学習をまとめよう」

⑤ 考察（個人→交流→深化）
「単元課題に対する自分の考えをまとめよう」

④ 追究３
「天皇や将軍でもないのに、北条時宗は、なぜ日本のリーダ
ーとなって元の攻撃を退けることができたか」

③ 追究２
「なぜ、源頼朝は京ではなく鎌倉に幕府を開いたのか」

② 追究１
「なぜ、源氏は平氏を滅ぼしたのか」

① 単元を貫く課題の設定と予想、学習計画
「なぜ、天皇や貴族に代わり武士による政治が始まったのか」

※ ◎捉え（考え）させたいこと

※ 主な学習内容 ◇資料活用 手立ての例

※ 問題解決的な学習のステップ

※ ◎捉え（考え）させたいこと

【資料１】 「指針」の内容構成

１ 趣旨と内容

２ 社会科の学習で育てたい「生きる力」

３ 社会科の学習の系統

４ 資料活用のポイント

５ 地図活用のステップ

６ 問題解決的な学習のステップ

７ 小学校

８ 中学校

９ 授業づくり規準（社会科）
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(ｲ) 研修主任へのアンケート調査から

学校訪問後、研修主任に対してアンケ

ート調査を行った。その結果、役立ち感

については「とても役立った」が 50％で

「役立った」が 44％であった。【資料４】

このことから、研修主任が「指針」の有

効性を実感していることが分かる。

「役立った理由」については、学習指

導案検討時においては、付けたい力や学

習の手立てが分かりやすく具体的である

こと問題解決的な学習の構想に役立った

ことが挙げられた。また、授業後の指導

助言の活用場面で、基本的なことが分か

りやすく使いやすい、学習課題を考えや

すいなどの理由が挙げられた。以上のこ

とから、研修主任にとって「指針」は、

それを活用して付けたい力を押さえたり

具体的な学習方法を考えたりすることに

役立ち、授業者への指導助言を通して、

校内研修の質的な向上に寄与しているこ

とが分かる。

そのほかに「一人１冊あるとよい」と

いった意見があった。「指針」は冊子版

以外に、ダウンロード版を公開している

が、学校現場では活用しにくい現状にあ

ることが分かった。

イ 悉皆・希望研修における活用

(ｱ) 授業づくり演習における活用

平成 25 年度の研修では「指

針」を活用して、単元から本時

までを構想する授業づくりの演

習を行った。目的は「指針」を

授業改善につなげることにある。

研修員には「社会科授業づく

りＰＤＣＡ」を配布する。【資

料５】目的は、授業の計画から

評価までを見通した授業づくり

に役立てること、授業づくり全

体を見通しながら「指針」を幅

広く活用してもらうことにある。

この資料は、社会科の授業づ

くりの手順と規準を示した「授

業づくり規準」に、「指針」な

どの参考となる資料名と項目を

加えるとともに、振り返りにも

【資料４】 「指針」の役立ち感（H25 研修主任）

＜役立った理由と意見＞

①学習指導案検討時の活用

・各学年だけでなく各単元で付けたい力、学習の手立てが分

かりやすく具体的で授業づくりに役立った。

・単元計画を作るときに、どのように問題解決的な学習を進

めていけばよいか具体的に示されており、イメージしやす

かった。

②授業後の指導助言での活用

・授業づくりにおいて、常に基本的なこととして押さえたい

ことを分かりやすくまとめてあるので使いやすい。

・子どもに何を身に付けなければならないかが示されている

ので、単元を貫く学習課題例を考える上で役立った。

③その他

・一人に１冊あるとよい。

5 0 % 4 4 % ６ %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

とても役立った 役立った 役立たなかった 全く役立たなかった 無回答

【資料５】 社会授業づくりＰＤＣＡ（※一部抜粋）

授業の構成

（学習方法・形態の選択・組織）
・目標を達成するために、児童生徒

の実態を踏まえた適切な学習方法
や学習形態を考えている。

・新たな知識・技能・学び方等を発
見したり、習得したりする喜びを実
感でき る授業を行うために、学習
方法を改良・開発している主体的
な探究活動や問題解決を考慮し
て授業を組み立てている。

・児童生徒が学習内容や学習の過
程を振り返るための手だてを考え
ている。

（学習内容の構成）
・単元の指導内容及び単元全体の

構造を理解した上で、学習内容を
構成している。

・思考力・判断力・表現力等を育む
ため、「言語活動の充実」（地図や
統計など各種の資料から必要な
情報を読み取ること、社会的事象
の意味、意義を解釈すること、事
象の特色や事象間の関連を説明
すること、自分の考えを論述する
ことなど）を意識して、学習内容を
構成している。

・一斉、小集団、個で活動する場面
の目的を明確に持ち、場面を設定
している。

（教材の選択・構成・開発）
・学習指導要領の目標及び単元の

目標を達成するのに適し、児童生
徒の実態に合わせた教材を選択
し構成している｡

・教材を児童生徒の実態に合わせ
て改良・開発している。

（板書等の計画）
・授業展開に即し、学習内容が構造

化された板書を計画している。
・本時のねらいを達成するための有

効な働き掛け（説明、資料提示、
発問、指示）や個への支援を計画
している。

□指：各学年の目標及び内容
小Ｐ48～104，中Ｐ105～186

※「学習の手立ての例」に，学習の
進め方や発展的な学習，静岡県
内の事例を示している

□指：問題解決的な学習のステップ
Ｐ43～47

□指：他教科等の学習内容との関連
Ｐ12～16

□指：資料活用のポイント
Ｐ17～Ｐ25

□指：地図活用のステップ
Ｐ２６～Ｐ42

□よ：子どもの学びを支える教師の
役割 Ｐ５～８

□よ：社会科授業実践事例
小P22～24，中P55～57

□デ：社会科指導案事例

や他教科等との関わりを考慮して
い

□評：学習評価の在り方について
小Ｐ３～６，中Ｐ３～６

□評：評価規準の設定等について
小Ｐ７～10，中Ｐ７～10

□評：内容のまとまりごとの評価規準
に盛り込むべき事項及び評価
規準の設定例

小Ｐ23～38，中Ｐ21～51
□評：評価に関する事例

小Ｐ41～Ｐ68，中Ｐ55～Ｐ102
□言：教科等の特質を踏まえた指導

の充実及び留意事項＜社会＞
小Ｐ12，中Ｐ12

□言：指導事例社会
小Ｐ63～90，中49～68

□教：各授業の目標や児童生徒の
実態に即して資料を選択し，
活用方法や活用場面を吟味
する

Ｐ（構想）

学習指導力
（姿勢や指導方法等、各教科等

共通の授業づくりの力）

評
価

教科指導力
（社会科の内容に関わる

授業づくりの力）

評
価

・学習指導要領、教科書記述の □指：社会科の学習で育てたい

その他
評：評価規準の作成，評価方法等の工夫

改善のための参考資料
言：言語活動の充実に関する指導事例集
教：教科書，地図帳，副読本，地域教材等

□評：学習評価の在り方について

児童生徒の
実態把握

・児童生徒の発達の段階を踏まえた
上で、生活体験や学習経験は児童
生徒によって異なることを意識して
いる。

・学習の方法や理解の仕方は児童
生徒によって異なることを意識して
いる。

・児童生徒の性格や学習に対する
意欲等を把握している。

・学習集団の特質や、個と集団の関
わりを把握している。

・個々の児童生徒に対して、指導上
配慮すべき事項を把握している。

□指：社会科学習の系統 Ｐ9～11
□指：各学年の目標及び内容

小Ｐ48～104，中Ｐ105～186
※ とその下に，学習指導要領

解説に示された内容や内容の取
扱い，主な学習内容を示している

□指：他教科等の学習内容との関連
Ｐ12～16

□よ：静岡県が目指す教育
Ｐ２～３

□デ：社会科指導案事例

□評：評価規準に盛り込むべき事項
小Ｐ23～38，中Ｐ21～51

□教：既習内容と単元で扱う内容の
記述を確認する

（教科書，地図帳，副読本，地域
教材等）

※既習事項の理解度調査や単元で
扱う内容の理解度調査等により，
児童生徒の実態を把握する

・児童生徒の既習事項の習得状
況等、学習内容の理解度を把
握している。

・社会科に関する児童生徒の興
味・関心、意欲等を把握してい
る。

授業づくり規準（社会科） ＜静岡県総合教育センター作成資料＞

資料

要素

静岡県教育委員会作成資料
指：静岡県の授業づくり指針 社会

※学習指導要領の内容を具体化した資料
よ：よりよい自分をつくっていくためにⅢ
デ：静岡県総合教育センターＨＰ

「静岡県の授業づくり」データベース
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活用できるよう、自己評価欄を設けた

ものである。研修員は、これに沿って

授業づくりを進めていく。

単元構想の段階では、単元構造化図

を活用する。【資料６】 目的は単元で

付けたい力を押さえることと、単元全

体で捉え（考え）させたいことを踏ま

えて単元を貫く学習課題を設定し、単

元のまとめで期待する子どもの姿を明

らかにすることである。

具体的には、最初に単元で捉え（考

え）させたいこと、次に捉え（考え）

させるための主な学習内容と事例・学

習の仕方を、「指針」で押さえていく。

（【資料６】の網掛け部分） その際、

「指針」では、これらの内容は記号な

どを用いてまとめているので、研修員

には、記号を手掛かりにすると作成し

やすいことを伝える。また、単元を貫

く学習課題は、付けたい力の押さえが

不可欠であることを確認していく。こ

の後は、単元を貫く学習課題とまとめ

を考えていく。単元を貫く学習課題が

付けたい力に迫るためのものになって

いるか、単元のまとめでは、具体的な

子どもの姿がイメージされているかを

確認しながら作業を進めていく。

単元計画は、単元構造化図をもとに

作成していく。【資料７】 目的は単元

の目標達成に向けて、つながりと深ま

りのある問題解決的な学習を仕組むこ

とと、効果的・効率的評価を計画する

ことである。

具体的には、最初に、単元を貫く学

習課題と子どものまとめを、それぞれ

単元計画の始めと終わりに記述する。

次に、主な学習内容や学習の仕方を押

さえつつ、「指針」の問題解決的な学

習のステップを参考にしながら展開を

考えていく。それぞれの授業の学習活

動が決定したら、単元全体を見通す中

で効果的・効率的な評価を考え、それ

ぞれの授業において適切な評価の観点

を決定していく。単元を貫く学習課題

に迫る学習活動となっているか、付け

① 単元で捉え（考え）させたいこと

② 単元を貫く学習課題

③ 主な学習内容

④ 事例・学習の仕方

⑤ 子どものまとめ

平清盛を中心とする平氏が藤原氏にかわって朝廷と結び付き，武士として初めて政治の権力を行うようになった
が，源義経をはじめとする源氏が平氏と戦って勝利した。その後，朝廷から征夷大将軍に任じられた源頼朝が，都
から離れた鎌倉に幕府を開き，東国を中心にご恩と奉公の関係に基づく武士による新しい政治を始めた。頼朝の
死後，朝廷が幕府をたおす命令を出して承久の乱がおこるが，幕府側が勝利し，西国や朝廷への幕府の影響力
を強める結果となった。ついには，元が日本に攻めてきたときに執権であった北条時宗は，日本のリーダーとして全
国の武士を動員し，元の軍隊を退ける活躍をするなど，武士による政治が本格的に始まったことを示すこととなっ
た。

単元名：「武士による政治の始まり」

武士による政治が始まったことが分かるようにする

なぜ，天皇や貴族に代わり，武士による政治が始まったのか。
～４人の武士の活躍を通して考えよう～

平清盛や源義経の
活躍などを取り上げて
調べ，平氏と戦った源
氏が勝利を収めたこと
が分かる ようにする。

朝廷から認められ全
国に守護・地頭を置
いた源頼朝が鎌倉に
幕府を開いたことを取
り上げて調べ，武士に
よる政治が始まったこ
とが分かるようにす
る。

北条時宗が全国の
武士を動員して元の
攻撃を退けたことなど
を取り上げて調べ，幕
府が全国的に力を
もってきたことが分か
るようにする。

源平の戦いにおけ
る源義経の活躍の様
子やエピソードを調
べ，年表や地図にまと
める。

源頼朝の肖像や人
物年表，鎌倉図から，
都を離れて鎌倉に幕
府を開いた業績を考
える。

幕府の勢力が，承
久の乱後に全国に広
がったことを調べる。

元との戦いの様子か
ら武士の戦いぶりを調
べる。

【資料６】 単元構造化図例

【資料７】 単元計画例

単元計画

時

○単元の学習計画を立てる。

思・判・表①

1 （予想・学習計画）

関・意・態①

「なぜ、源氏は平氏を滅ぼしたのか。」 （意欲的調査）

2 ・平清盛，源頼朝，源義経の活躍を調べる。 観察・資料活用の技能②

・源平合戦を調べ，平氏が滅亡するまでの過程を調べる。 （表現）

観察・資料活用の技能①

「なぜ、源頼朝は京ではなく鎌倉に幕府を開いたのか。」 （読み取り）

3 ・鎌倉幕府のしくみを調べる。 知識・理解①

（事象の理解）

4 知識・理解①

・北条時宗が執権となる前後の動きを調べる。 （事象の理解）

・元寇における時宗や御家人の活躍を調べる。

「単元課題に対する自分の考えをまとめよう」

5 ・これまでの学習を振り返り，自分の考えをまとめる。 思・判・表②

・交流を通して考えを深める。 （比較・関連・総合）

○武士による政治が始まった理由をまとめ，単元を振り返る。

6 関・意・態②

（歴史の尊重）

平清盛を中心とする平氏が藤原氏にかわって朝廷と結び付
き，武士として初めて政治を行うようになったが，源義経をは
じめとする源氏が平氏と戦って勝利した。その後，朝廷から征
夷大将軍に任じられた源頼朝が，都から離れた鎌倉に幕府を開
き，東国を中心にご恩と奉公の関係に基づく武士による新しい
政治を始めた。頼朝の死後，朝廷が幕府をたおす命令を出して
承久の乱がおこるが，幕府側が勝利し，西国や朝廷への幕府の
影響力を強める結果となった。ついには，元が日本に攻めてき
たときに執権であった北条時宗は，日本のリーダーとして全国
の武士を動員し，元の軍隊を退ける活躍をするなど，武士によ
る政治が本格的に始まったことを示すこととなった。

武士によって日本の新しい政治が始まり，元寇という危機も
乗り越えることができ，今の日本にもつながった。そんな歴史
を大切にしたい。

学 習 活 動 評価項目

なぜ，天皇や貴族に代わり武士による政治が始まったのか
～４人の武士の活躍を通して考えよう～

「天皇や将軍でもないのに，北条時宗は，なぜ日本の
リーダーとなって元の攻撃を退けることができたか」

・幕府が置かれた鎌倉の位置や地形，武士の勢力から
考える。

本
時
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たい力を適切に評価できる計画となっ

ているかを考えて作業を進めていく。

本時の構想段階では「本時の目標・

学習問題・まとめ図」を活用する。【

資料８】目的は、付けたい力を明確に

して授業を仕組むことと、目標と学習

問題、まとめに一貫性を持たせること

である。

具体的には、最初に「指針」を活用

して学習内容を押さえるとともに、学

習の手立ての例を参考にしながら、学

習問題を設定する。次に、学習問題を

解決するための展開を、「指針」の資

料活用のポイントや地図活用のステッ

プ、問題解決的な学習のステップを参

考にしながら考えていく。まとめには

子どもの具体的な姿を想定し、併せて

評価方法や視点を考え、記述していく。

その際、指導の一貫性を確かめるため

に、目標と学習問題、まとめの関係が

目標の「ために」、学習問題「をやって

てみたら」、まとめ「ということが分か

った」というようにつながるかを確認していく。指導に一貫性がない場合は、どこに問題が

あるのかを突き止め、再構成していく。こうすることで、付けたい力を押さえた学習問題が

より焦点化し、学習の展開もより構造的なものへと深まっていく。

実際の演習では、まず、それぞれの研修員が授業で扱う単元を決定するところから始める。

学習指導案の作成では、子どもの実態を把握することも欠かせないが、何を授業で扱うかを

決めなければ、子どものどのような実態をつかめばよいかは見えてこない。普段の子どもた

ちの様子を思い浮かべながら、学習指導案を作成する前段階として、「指針」を活用し単元

構造化図や単元計画、本時の目標・学習問題・まとめ図を作成していく。

作成作業は、扱う単元が異なるため、基本的には個人作業を主とするが、初任者について

は、校種別・学年別のグループを編成し、協同的な作業を主としている。そのほかの研修員

については、個人での作成が終わった時

点で、グループでの検討へと発展させて

いく。目的は、作成した内容がよりよい

授業につながるように深化させることに

ある。

悉皆・希望研修それぞれの演習場面に

おいては、「指針」のそれぞれの項目を

じっくりと読み込んだり、何度も見返し

たりする研修員が見られた。【資料９】

また、グループでの検討では「付けたい

力は何か」や「何を、どのように指導す

るのか」といったように、視点を明確に

した話合いが行われた。 【資料９】 演習の様子（社会科授業づくり基礎研修）

【資料８】 本時の目標・学習問題・まとめ図例

本時

Ａ 目標

ために

Ｂ 学習問題（主発問）

をやってみたら（考えたら）
Ｄ 目標に迫るための手だて

Ｃ まとめ（子どもの言葉で） Ｅ 評価方法

ということが分かった（できた）

北条時宗は，承久の乱後，全国への支配力を強めた
鎌倉幕府や朝廷，全国の武士を一つにまとめた日本の
リーダーとなり，防衛や祈願，戦いを指示するなど，
元の攻撃に対する様々な対策を行ったため元軍を退け
ることができた。

天皇や将軍でもないのに，北条時宗は，なぜ日本のリーダーとなって元
の攻撃を退けることができたか。

北条時宗が元の攻撃を退けることができた理由を調べることを通して，
承久の乱勝利による幕府勢力の拡大，元の攻撃を防ぐために行った対策の
視点からその理由を説明することができる。（知識・理解）

＜例＞

・学習問題に対する予想を，源頼朝の死後から北条時宗が執権となる
前までと時宗が執権となった後に分け，２つの視点から調べ学習を
行う。

・調べて分かったことは自分のことばでノートにまとめさせ，班や全
体での交流で得た新たな気付きは，見方・考えの深まりが分かるよ
うに朱書きさせる。

・学習問題に対するまとめは，板書のキーワードを参考にさせながら
自分のことばでノートにまとめさせる。その後，全体でまとめる時
に，加筆や修正があったら朱書きさせる。

まとめの記述分析

＜視点＞
① 承久の乱後の

鎌倉幕府勢力
の拡大

② 元の攻撃に防
ぐための対策
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(ｲ) 初任者研修対象者、10 年経験者研修対象者、教科等指導リーダーへのアンケート調査から

授業実践後、各研修員に対してアンケ

ート調査を行った。その結果「指針」の

役立ち感については、全体的に「とても

役立った」と「役立った」の割合が高い

結果となった。【資料 10】「役立った理

由」の共通意見として、付けたい力や学

習の仕方を確認しやすい、具体例がある

ので実践に生かしやすいといったことが

挙げられた。このことから、教員の経験

や役割に関係なく、「指針」は授業づく

りにおいて、実際の指導に生かしやすく

扱いやすいことものであることが分かる。

「役立った理由」については、教員の

経験や役割によって異なる意見もあった。

経験の浅い初任者が、学習の手立て例な

ど、「指針」が授業に直接役立つ点を評

価する一方で、ミドルリーダーとして期

待される 10 年研対象者は、「指針」を活

用すると、異校種との系統性を踏まえな

がら単元構想ができることを評価してい

る。また、指導的な役割の教科リーダー

は、若手教員の指導において「指針」は

様々な視点から指導をしていく上で役立

つことを評価している。このことから、

「指針」は、経験年数が増すほど活用の

幅が広がるなど、教員それぞれの経験や

役割に応じた内容となっており、多くの

教員の社会科授業づくりに寄与している

ことが分かる。

アンケート調査では「指針」の内容項目別評価も４点満点で調査した。【資料 11-1】その

結果、経験や役割を超えて、全項目が平均３点以上であった。３点以上の主な評価理由を見

てみると、授業で活用できる具体例や裏

付けとなる理論、単元構想における利用

価値などが挙げられた。【資料 11-2】こ

のことから「指針」が、授業づくりにお

いて全体として利用価値が高いことが分

かる。

「ア生きる力」や「イ系統」「エ問題

解決的な学習」「クその他（授業づくり

規準）」については、教員としての経験

年数が増したり、指導的な役割へと変化

したりするのに応じて、評価も高いとい

う結果になった。このことは、３点以上

の評価理由例や「指針」の役立ち感の理

【資料 10】 「指針」の役立ち感(H25)

初任研、10 年研対象者、教科リーダーの比較

＜役立った理由＞

●共通する理由

・付けたい力や学習内容、学習の仕方を確認しやすい。

・具体例があるので分かりやすい。

●経験や役割別の異なる意見

・今まで目標や内容を確認できても、それを実際の活動に

生かすのが難しかったが、「指針」に学習の手立て例が書

かれていたので参考にできた。（初任研対象者）

・小学校から高等学校までのつながりが分かりやすく記述

されているので、学習内容が重複することなく単元構想

をすることができた。（10 年研対象者）

・１冊に付けたい力や手立てがまとめられているので、若

手の実践に理論的な裏付けをし、具体的方法を提案する

のに活用しやすい。（教科リーダー）

＜役立たなかった理由＞

・読む時間を十分に確保できなかった。（初任研対象者）

5 9 %

5 6 %

3 8 %

4 1 %

4 4 %

5 4 % 8 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教科リーダー

10年研対象者

初任研対象者

とても役立った 役立った 役立たなかった 全く役立たなかった 無回答

【資料 11-1】 「指針」の内容項目別評価(H25 ４点満点)

初任研、10 年研対象者、教科リーダーの比較

ア イ ウ エ オ カ キ ケ
初任研対象者 3.23 3.46 3.31 3.15 3.08 3.62 3.46 3.23
10年研対象者 3.37 3.67 3.67 3.63 3.41 3.74 3.7 3.37
教科リーダー 3.71 3.76 3.47 3.59 3.71 3.65 3.65 3.41
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由からも明らかなように、教員としての

経験や役割の違いが影響しているものと

考えられる。すなわち、教員としての経

験年数が増し、役割が指導的なものへと

変化していくほど、授業づくりをする際

に対象とする視点が広がり、「指針」が

それに応えていることが評価に違いをも

たらしているものと考えられる。

そのほかとして「個人に１冊あると助

かる」「必需品として手元に置いておきた

い」といった意見が多数あった。このこ

とから、多くの教師が「指針」冊子版の

価値を感じ、より手軽に活用したいとい

う願いを持っていることが分かる。

(ｳ) ５年経験者研修対象者へのアンケート調査から

５年研対象者へのアンケートは、全体研修で単元構造化図等を活用しなかった平成 24 年

度との比較調査を行った。その結果、「とても役立った」の割合が「役立った」を上回る結

果となった。【資料 12】

また、平成 25 年度研修員の授業実践

Ⅰにおける「とても役立った」理由を見

てみると「単元全体を見通すことができ

るようになった」「筋の通った単元構想

となった」「単元のねらいや押さえたい

内容がより明確になった」「問題解決的

な学習となる単元計画を作成できるよう

になってきた」「学習問題やまとめを作

成するのに参考になった」といった意見

があった。

このことから「単元構造化図」や「単

元計画」「目標・学習問題・まとめ図」を

活用した平成 25 年度は、活用しなかった

平成 24年度と比べて、「指針」をより具

体的に活用することが可能となっている

様子が分かる。また「指針」をより具体

的に活用できたことが「役立った」より

も「とても役立った」の占める割合が大

きいことにつながっているものと考えら

れる。「指針」をどのように活用するかを

センターでの研修等で具体的に示してい

くことは「指針」の授業づくりにおける

役立ち感をより実感させ、授業改善にも

寄与していくものと考える。

平成 25 年度の５年研対象者について

は、当センターでの全体研修Ⅰの後、５

月から９月までに行った授業実践Ⅰ（以

＜３点以上の主な評価理由＞

・指導要領をまとめてあり、例もあるので分かりやすい。具体

的なものがあると、色々な思いが出て、よりよい授業にして

いくことができる。（初）

・具体例や理論が並び、確認がしやすいので助かる。この冊子

のありがたさを感じた。（10）

・授業を考える上で、常に身近な所に置いておき、参考にする

ものにしたい。特に、単元構想を考える上では、非常に利用

価値が高いと感じる。（リ）

＜その他＞

・学校ではなく個人に１冊あると助かる。（初・10）

・社会科指導の必需品として、手元に置いておきたい。（リ）

【資料 11-2】「指針」の内容項目別評価(H25 ４点満点)

初任研、10 年研対象者、教科リーダーの比較

【資料 12】 「指針」の役立ち感

平成 24 年度と平成 25 年度との比較（５年研）

＜H25 実践Ⅰにおける「とても役立った」理由＞

・単元構想をする際に、全体の流れの見通しが持ちやすく、

主な学習内容のポイントも一目で分かるようになっていた

ので、単元構造化図を作成しやすく、単元全体を見通すこ

ともできるようになった。

・これまで自分の解釈でつくっていた部分もあったが、指針

を見ることによって付けたい力を押さえ、筋の通った単元

構想になった。

・これまでほとんど考えたことがなかったが、小～高までの

つながりを確認することができ、単元のねらいや押さえた

い内容がより明確になった。

・「指針」を活用しながら、単元構想化図で単元を貫く課題や

ゴールの姿をイメージできたので、問題解決的な学習とな

る単元計画を作成することができるようになってきた。

・授業における生徒への発問のカギとなるものが書かれてお

り、学習問題やまとめの作成に大いに参考になった。

5 4 %

1 4 %

4 6 %

8 6 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ25

Ｈ24

とても役立った 役立った 役立たなかった 全く役立たなかった 無回答
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下「実践Ⅰ」）と、全体研修Ⅱの後、10

月から翌年２月までに行った授業実践Ⅱ

（以下「実践Ⅱ」）におけるアンケート

の比較調査を行った。その結果、実践Ⅰ

に比べて実践Ⅱにおける「とても役立っ

た」の占める割合が上昇した。【資料 13】

実践Ⅱで初めて「とても役立った」と

答えた研修員の理由に「実践Ⅰと同じよ

うに目標や内容に間違いがないかを確認

しながら単元構想をすることができた」

「小学校から高校まで、他単元とのつな

がりも意識して単元構想することができ

た」「資料活用のポイントや地図活用のス

テップ、静岡県ならではの学習の手立て

の例を効果的に役立てることができた」

があった。

このことから「指針」を活用した授業

づくりを繰り返すことが、付けたい力を

確実に押さえるなど、授業づくりの質的

向上につながり、役立ち感や手応えをよ

り強くすることが分かる。また「指針」

は、個々の教師が新たな課題を解決して

いくために必要な情報を提供しているこ

とも見えてきた。「指針」は、社会科の

授業づくりでの活用を重ねることで、よ

り授業改善に寄与し、授業者の役立ち感

も向上していくことが考えられる。

５年研対象者へのアンケートでは「指

針」の内容項目別評価も４点満点で比較

調査を行った。【資料 14-1】 その結果、

実践ⅠとⅡともに、全項目が平均３点以

上であった。実践ⅠとⅡにおける３点以

上の主な評価理由を見てみると「付けた

い力が明確になった」「項目ごとに内容や

手立てが書かれていて見やすく使いやす

かった」などが挙げられた。【資料 14-2】

「指針」を活用することで、付けたい力

を押さえられることに加え「指針」の見

やすさや使いやすさが高評価につながっ

ているものと考えられる。

調査結果全体の傾向として、実践Ⅰに比べて実践Ⅱの平均点がどの項目も向上している。

平成 25 年度の実践Ⅱで評価点が向上した理由を見てみると「学習がどのようにつながって

いるのかを把握するのにとても便利である」「授業後に押さえたい目標や内容を再確認する

ことができた」「もっと生かすことができそうなので、これからも活用したい」などが挙げ

られた。【資料 14-2】このことから、資料 13でも述べたように「指針」が、授業づくりにお

【資料 14-1】「指針」の内容項目別評価（H25 4 点満点）

授業実践Ⅰと授業実践Ⅱとの比較（H25 の５年研 ）

ア イ ウ エ オ カ キ ケ
実践Ⅰ 3.28 3.41 3.41 3.36 3.31 3.64 3.56 3.36
実践Ⅱ 3.58 3.74 3.63 3.58 3.58 3.95 3.84 3.53
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実践Ⅰ 実践Ⅱ

点

＜H25 実践Ⅱで初めて「とても役立った」と答えた理由＞

・単元構想の際に活用できることを実践Ⅰで学び、実践Ⅱで

も目標や内容に間違いがないか、確認しながら単元構想を

することができた。いろいろな場面で活用していきたい。

・実践Ⅰでは余裕がなかったが、実践Ⅱでは、小学校や高校

とのつながりや他単元とのつながりも意識して単元構想

をすることができた。

・実践Ⅱでは、指導方法を考えるときに、資料活用のポイン

トや地図活用のステップ、静岡県ならではの学習の手立て

の例をより効果的に役立てることができた。

7 9 %

5 4 %

2 1 %

4 6 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実践Ⅱ

実践Ⅰ

とても役立った 役立った 役立たなかった 全く役立たなかった 無回答

【資料 13】「指針」の役立ち感

授業実践ⅠとⅡの比較（H25 の５年研）
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ける個々の教師の新たな課題に対応して

いることが内容項目別の評価点の向上に

つながっているものと考えられる。また

授業前だけでなく、授業後まで活用が広

がっていることから「指針」の新たな利

用価値に気付いたことが、評価点の向上

につながっていることも分かる。さらに

実践Ⅱで「指針」の活用の幅が広がった

ことで今後の活用における「指針」活用

の期待感も評価点の向上につながってい

るものと考えられる。「指針」が教師の授

業づくりにおける新たな課題解決や授業

の振り返りに役立ち、授業改善に寄与し

ていることが分かる。

そのほかでは、５年研対象者からも他

のアンケート結果と同様に「冊子版を一

人１冊ずつ欲しい」といった意見が多数

寄せられた。【資料 14-2】 学校１冊では

使いたいときに使えない不便さや、ダウ

ンロード版は一度に一部分しか見えない

といった問題点も指摘された。「指針」を

より多くの教員の授業改善に役立ててい

くための課題が明らかとなった。

ウ 大学における活用方法の検討

(ｱ) 教員養成課程における活用

教育実習を終えた静岡大学教育学部の

４年生を対象とした「教職実践演習」に

おいて「指針」の活用を図った。【資料

15】具体的には、８つの担当領域ごとに

４・５人のグループで学習指導案作成か

ら模擬授業、分析を行った。（【資料 15】

の網掛け部分）学習指導案の作成は、各

グループごとに行い、その際、各グルー

プに 1冊ずつ「指針」を貸与する。【資

料 16】ここでは「主な学習内容」と「学

習の手立ての例」を中心に「指針」の活

用を図り、単元を構想することに対応で

きるかを検証した。学習指導案には、単

元名単元目標、単元観、単元計画、本時

の指導を記述し、模擬授業では、あらか

じめ設定した分析の視点に沿ってデータ

を収集・整理・分析し、その後発表を行

った。

(ｲ) 大学教員への聞き取り調査から

「指針」を活用した初めての取組であ

【資料 14-2】 「指針」の内容項目別評価（H25 4 点満点）

授業実践Ⅰと授業実践Ⅱとの比較（H25 の５年研 ）

＜実践Ⅰ・Ⅱにおける３点以上の主な評価理由＞

・付けたい力を明確にするために参考になった。

・項目ごとに内容や手立てが書かれていて見やすく、使いや

すかった。

＜H25 実践Ⅱで評価点が向上した理由＞

・社会科の学習の系統が、地理的内容と歴史的内容、公民的

内容の３つに分けられ、学習がどのようにつながっている

のかを把握するのにとても便利であることに気付いた。

・授業実践Ⅱでは、授業後に、指針をもう一度読み返すこと

で、押さえたい目標や内容を再確認することができた。

・実践Ⅱでは、資料活用のポイントや地図活用のステップの

内容を参考にして生かすことができた。もっと生かすこと

ができそうなので、これからも活用したい。

＜その他＞

・学校に一冊なので、研修会等があると学校にないこともあ

り、常に手元に置けるとよかった。ダウンロード版は一度

に一部分しか見えないので、冊子の方がよいと思う。

【資料 16】「指針」を活用している様子

【資料 15】 教職実践演習の展開

回 月日 内 容

第1回 10月3日
学習・学生生活のふり返り①
＜オリエンテーション、振り返りシート他＞

第2回 10月10日
学習・学生生活のふり返り②
＜相互評価、発表、教員講評＞

第3回 10月24日
学級経営
＜現職教員講話、経営案（概略）の作成他＞

第4回 10月31日
事例研究
＜安全・健康・危機管理＞

予備回 12月5日 ＜指導案作成他＞

第5回 12月12日
指導技術①
＜指導案・単元構成のふりかえり・模擬授業＞

第6回 12月19日
指導技術②
＜模擬授業＞

学校回 1月下旬
訪問実習
＜附属学校園訪問、アシスタントティーチャー他＞

第7回 2月6日
まとめ
＜実践演習のふりかえり＞
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り、当初はどのような展開になるかが心配されたが、教育実習を終えた４年生を対象とした

こともあり、意識の高さを感じる積極的な取組が見られた。また、単元構想で「指針」を活

用した成果として「学習課題をつかむことには有効であった」ことが挙げられた。「指針」

を活用することで、約 95％の学生が学習課題の意味を理解し、設定することができた。学生

からは「「指針」を何度も見て活用した」「主な学習内容や学習の手立ての例を参考にした」

などの声があった。一方で「『指針』は、単元を構想する力に焦点を当てて作成されたもの

でないため、目的に応じた冊子の使い方を示すことや、手立て等の記述を分かりやすくする

ことが必要である。」といった課題が挙げられた。

以上のことから、教員養成課程において「指針」を活用することは、学習指導案作成時に

おける学習課題の設定には有効であるが、目的に応じた活用方法をより具体的に提案してい

くことで、より確かな効果が期待できることを確認できた。

(4) 研究のまとめ

ア 研究の成果

(ｱ) 「指針」を用いて付けたい力を押さえ、授業を構想、実践するために、単元の構想段階に

おいて「単元構造化図」や「単元計画」「目標・学習問題・まとめ図」を活用することにより、

教師の授業改善につながることを確認できた。

(ｲ) 「指針」は、個々の教師の経験年数や役割に応じた幅広い活用や、単元構想以外での活用

に対応しており、教員の資質向上に資することを確認できた。

(ｳ) 教員養成課程における「指針」の活用は、教育実習を終えた４年生が学習指導案を作成す

る段階では、学習課題の設定に有効であることが確認できた。

イ 今後の研究課題

(ｱ) 個々の教師の経験年数や役割、活用の目的に応じた「指針」の活用方法を開発し、提案し

ていく必要がある。

(ｲ) 各学校１冊配布となっている「指針」の冊子版を、個々の教師がより活用しやすいように

整えていく必要がある。

(ｳ) 教員養成課程における「指針」の活用にあたっては、活用目的を明確にするとともに、そ

の目的に応じた具体的な活用方法を提案していく必要がある。
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３ 算数／数学科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 算数・数学」（以下「指針」）を用いて「付けたい力を明確に

する」ことの意義を理解することで、授業改善を図ることができる。

本研究では、仮説に用いた用語を次のように定義している。

◇「付けたい力」･･･学習指導要領及び同解説の目標や内容

◇「付けたい力を明確にする」･･･付けたい力を押さえた上で、単元や本時の目標を設定すること

◇「授業改善」･･･付けたい力を明確にした上で、付けたい力に沿った授業を展開すること

(2) 研究の方法

本県の授業の特徴として、「子ども主体の授業を行う意識が高い」ことや「関わり合いを大

切にした話合い活動がさかんに行われている」等のよさがある反面、「付けたい力の押さえが

甘い」ことや「関わることや話し合うことが目的化している」等の課題が挙げられている。こ

れは、全国学力・学習状況調査の結果からも明らかになった課題であり、算数・数学科におい

ても改善すべき喫緊の課題であるといえる。（「H24全国学力・学習状況調査分析会議」より）

そうした課題への対応策として、学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を積極的に活

用していくことが効果的ではないかと考えた。それは、「指針」が現場の教員にとって日々の

授業づくりの拠り所となるよう、学習指導要領及び同解説の趣旨や指導上のポイントを具体的

な事例を通して分かりやすく説明したものであることや、「付けたい力」に迫る上で特に大切

にしたい事柄を本県独自に「核となることがら」として設定してある点に起因する。

そこで、「指針」の効果を検証するために､学校訪問やセンターで行う種々の研修の中から、

「５年経験者研修（研修員41人）」に焦点を当てて研究を行っていくことにした。その理由と

して、「５年経験者研修のシステム上、指導主事の手が入りやすく、ＰＤＣＡサイクルに基づ

く研究が行いやすい。」「学校現場における若手教員の増加により、研修の面からも若手教員

の育成が求められている。」「経験年数が浅く､吸収力や柔軟性に富んだ時期に授業づくりの基

礎を学ぶことが、今後の教員生活において重要な意味をもつ。」ことが挙げられる。本研究で

は、５年経験者研修プログラムの中に「指針」の活用を位置付け、研修員の「意識の変容」「学

習指導案の変容」「授業の変容」の３点について検証を行っていくことにした。

【５年経験者研修プログラムに基づく本研究の流れ】

(ア) 課題レポートや意識調査①を基に、これまでの授業実践を振り返る。 【全体研修Ⅰ】

(イ) 講義の中で、「指針」の活用方法について紹介する。 ５月14日

(ア) 学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を基に「付けたい力」を明 【授業実践Ⅰ】

確にして学習指導案を作成する。 ５月～９月

(イ) 指導主事が授業を参観し、事後研修会で指導・助言を行うことで、授業

実践Ⅰの成果と課題を明確にする。

(ア) 講義の中で、授業実践Ⅰの表れを紹介し、成果と課題を共有する。また、 【全体研修Ⅱ】

「指針」を基に「付けたい力」を明確にすることの意義について周知する。 10月１日

(イ) 授業実践Ⅱの授業構想を立てる。

(ア) 学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を基に「付けたい力」を更 【授業実践Ⅱ】

に明確にして学習指導案を作成する。 10月～２月

(イ) 指導主事が授業を参観し、事後研修会で指導・助言を行うことで、授業

実践Ⅱの成果と課題を明確にする。

(ウ) 意識調査②を基に、現在の授業実践を振り返る。
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(3) 研究の内容

ア 全体研修Ⅰ（５月14日）

(ア) 課題レポートや意識調査を基に、これまでの授業実践を振り返る。

自己の授業を見つめ直し、本研修プログラムにおける自己課題を明確にすることを目的と

して、これまでの５年間の授業実践を振り返る場を設けた。事前課題であるレポートを基に、

自身がこれまでの授業で大切にしてきたことや課題として感じていること、悩んでいること

について、グループワーク形式で発表を行った。主な意見として次のことが挙げられた。

＜大切にしてきたこと＞

・子ども主体の授業を行うこと ・興味や関心を引きつける導入（課題提示）の工夫

・算数的活動や数学的活動を取り入れること ・関わり合う場や練り合う場の工夫

・聴き方や話し方の指導 ・基礎的・基本的事項の定着 ・個に応じた指導 etc.

＜課題や悩み＞

・導入（課題提示）がうまくいかない ・子どもの問いが生まれない

・話合い活動がうまくいかない ・個に応じた指導がうまくできない

・習熟度の差にうまく対応できない ・教師が話しすぎてしまう（教え込みの授業に陥る）

・子どもに力が付いていない ・時間配分が難しい etc.

現行学習指導要領で重視されている算数的活動や数学的活動を大切にしていることや、校

内研修と絡めて言語活動の充実に取り組んでいる様子が伝わってきた。また、子ども主体の

授業を目指そうとしているものの、教師の目指す授業像と実際の子どもの表れにかい離が見

られたり、習熟度の差への対応に苦慮したりしている声がたくさん聞かれた。一方、学習指

導要領に則って「付けたい力」を大切にしようとする意識や、そこに課題や悩みを感じてい

る声はほとんど聞かれなかった。つまり、本質的な部分よりも指導技術的な部分への意識が

高いことが研修員の実態として明らかになった。

また、意識調査①（センター指導主事作成）を実施し、意識の面からも授業実践の振り返

りを行った。（調査人数41人）

【４ よくあてはまる ３ 概ねあてはまる ２ あまりあてはまらない １ 全くあてはまらない】

段 内 容 ４ ３ ２ １ ４・３

階 割合（％） 割合（％）

Ｐ ①子ども一人一人の既習事項の習得状況や学習内容の理解度を把握している。 12 68 22 0 ○80

②単元で「付けたい力」を押さえて、単元の指導計画を立てている。 5 24 61 10 △29

③学習指導要領の「付けたい力」を押さえた上で、本時の目標を設定している。 7 17 71 5 △24

④教科書の細部まで分析して教材研究を行っている。 2 44 42 12 46

⑤指針の「内容」「核となることがら」「主な学習内容」を押さえている。 0 10 56 34 △10

⑥板書計画を立てて、授業に臨んでいる。 15 41 32 12 56

Ｄ ⑦「目的意識をもった主体的な活動」になるよう課題提示を工夫している。 0 54 39 7 54

⑧思考力や表現力の育成を目指して、「かく」活動を大切にしている。 10 56 34 0 66

⑨思考力や表現力の育成を目指して、「話す」活動を大切にしている。 10 58 32 0 68

⑩数、式、図などを思考や説明の道具として用いることを大切にしている。 17 37 39 7 54

⑪子どもに任せるところと教師が教えるところのバランスを意識している。 5 46 49 0 51

⑫全体の前で発表させる際には、他者を意識した説明を大切にさせている。 7 42 49 2 49

⑬「できる」「身に付く」状態まで定着を図ることを大切にしている。 20 48 32 0 68

⑭「振り返りの場」を設定し、個に返すことを大切にしている。 20 24 39 17 44

⑮子どもの頑張りや努力を認め、励ますことを大切にしている。 39 56 5 0 ◎95

Ｃ ⑯子どもの姿を適切に見取り、指導と評価の一体化を図っている。 5 46 49 0 51

・ ⑰「目標・学習活動・まとめ・評価」に一貫性があるように努めている。 5 24 61 10 △29

Ａ ⑱授業後には自らの授業を振り返り、改善点を明確にしている。 5 59 34 2 64
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「①子ども一人一人の既習事項の習得状況や学習内容の理解度を把握している。」「⑮子どもの頑

張りや努力を認め、励ますことを大切にしている。」については、肯定的な割合がそれぞれ80％、95

％と良好な結果が得られた。子ども理解を大切にしながら、子どもと共に授業をつくり上げようと

する意識が高いことがうかがえた。

一方、「②単元で『付けたい力』を押さえて、単元の指導計画を立てている。」「③学習指導要領

の『付けたい力』を押さえた上で、本時の目標を設定している。」「⑤指針の『内容』『核となるこ

とがら』『主な学習内容』を押さえている。」については、肯定的な割合が30％に満たず、意識の低

さが顕著であった。また、「⑰『目標・学習活動・まとめ・評価』に一貫性があるように努めてい

る。」についても同様の結果であったことから、付けたい力の押さえの甘さが授業の道筋をぼやけ

たものにしているといえる。

以上、課題レポートや意識調査の結果から、研修員41人の実態として、子どもに寄り添った

指導を大切にしようとするよさがある反面、学習指導要領の重要性に対する認識が低く、付けたい

力からずれた授業に陥っている危険性があることが明らかとなった。

(イ) 講義の中で、「指針」の活用方法について紹介する。

「指針」の積極的な活用を促すためには、研修員に「指

針」の特長や活用の仕方を理解してもらうことが不可欠で

あるため、講義の中で次のことを伝えた。

・「指針」は、学習指導要領及び同解説を更に分かりやす

く具体にしたものであり、現場の先生方にとって授業づ

くりの拠り所になるものである。日々の教材研究におい

て、「指針」の活用を習慣化する。

・１ページごとの構成は、学年別に単元（小単元）ごと「内

容」「核となることがら」「主な学習内容」等から整理

されていて、「付けたい力」「付けたい力に迫るための

ポイント」「確実に押さえたい内容」等が記載されてい

る。中でも、「核となることがら」は、必ず押さえるよ

うにする。

・巻末のページには､算数的活動や数学的活動の具体的な

事例が学習指導案形式で掲載されている。また、小・中

・高の系統表が領域別に細かく掲載されていて、教材の

縦のつながりを把握する上でも役立つ。

・各校に配付された「指針」の冊子の構成は学年ごとのまとまりになっているが、WEB上で

は、それに加えて領域ごとのまとまりにしたものや学習内容ごと（例 分数）のまとま

りにしたものも閲覧したりダウンロードしたりすることが可能である。

イ 授業実践Ⅰ（５月～９月）

(ア) 学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を基に「付けたい力」を明確にして学習指

導案を作成する。

授業実践Ⅰに臨むに当たって、授業を行う１週間前に学習指導案を担当指導主事に提出させ

た。下表は、研修員41人の内、指導主事が訪問を行わない３市（富士・富士宮・沼津）の12人を除

く29人の学習指導案を指導主事が評価（評価項目：センター指導主事作成）したものである。

【◎：十分満足できる ○：概ね満足できる △：改善したい】 （単位％）

【学習指導案から判断する】 ◎ ○ △

①十分な教材研究がなされ、「付けたい力」が明確である。 34 38 28

②単元（題材）における子どもの実態把握が適切に行われている。 28 52 20

③本時の目標と学習活動がつながっている。 24 48 28

算数・数学で
付けたい力は？

教職経験５年を過ぎると･･･

よい授業 自己流の授業経験

一つの区切りとして、基本に立ち返ってみましょう。

今、どんな授業が求め
られているのでしょう？

「指針」の特長 例 P29

・内容 「付けたい力」
・核となることがら

「付けたい力に迫るためのポイント」
・主な学習内容

「確実に押さえたい内容」 ◎、○
「黒い静岡県」「白い静岡県」「矢印」

・その他
「算数的活動 例」
「発展的な学習の内容 例」
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全体研修Ⅰを行ったことにより、「付けたい力」に対する意識は高まっているものの、十

分に満足できるものは半数に満たなかった。また、前述の意識調査では、子ども一人一人の既

習事項の習得状況や学習内容の理解度を把握しようとする意識は比較的良好であったものの、「単元」

という大きな枠組みの中で子どもの実態を的確に捉えて学習指導案に記述することには物足りなさ

があった。更に、本時の目標と学習活動や評価に一貫性のないものも少なからず見られ、「付けたい

力」に沿って授業を構想することには大きな課題を残した。

(イ) 指導主事が授業を参観し、事後研修会で指導・助言を行うことで、授業実践Ⅰの成果と

課題を明確にする。

下表は、29人の授業を参観した指導主事の評価（評価項目：センター指導主事作成）である。

【◎：十分満足できる ○：概ね満足できる △：改善したい】 （単位％)

【授業の様子から判断する】 ◎ ○ △

①本時の目標に迫るための課題を設定し、問いをもたせている。 31 52 17

②どの子も本時の目標に迫るための学習活動を行っている。 17 48 35

③本時の目標を達成するための振り返りや定着を図る工夫を行っている。 14 69 17

④子どもの学びに対する共感的な見取り・価値付け・支援ができている。 55 38 7

⑤即時的対応や指導の修正等、子どもの学びに適切に対応している。 7 76 17

「付けたい力」を明確にした上で、更に課題提示や

授業展開に工夫のある学習指導案の基で行われる授業

では、子どもの知的好奇心を喚起し、「なぜだろう？」

「考えてみたい！」といった問いや思いが生まれ､子

どもが生き生きと授業に取り組んでいた。算数的活動

や数学的活動の重要性が叫ばれているが、その定義が

「児童・生徒が目的意識をもって主体的に取り組む算

数・数学にかかわりのある様々な活動（営み）」であ

ることから、子どもの問いや思いを大切にして授業を

展開することは非常に重要である。また、「④子どもの 小１「繰り下がりのあるひき算」

学びに対する共感的な見取り・価値付け・支援ができている。」の評価が高いことからも、

子どもに寄り添った子ども目線での授業が行われていることがうかがえた。

しかし、「付けたい力」の押さえが甘いためか、課題が子どもにとっての真の問いになら

ない授業や、本時の目標と学習活動やまとめが一体でない授業も少なからずあった。また、

学習指導案通りに授業を展開しようとする意識が強すぎて、子どもの発言や反応に即時的な

対応ができず、教師主導の授業に陥ってしまう授業もあった。

授業後には、研修員個々のよさや改善点を伝え、授業実践Ⅰの成果と課題を明確にした。

そして、授業実践Ⅱに向けた自己課題を明確にするとともに､日々の授業実践への更なる意

欲化を図ることを大切にした。

【授業実践Ⅰ終了後の研修員の感想】

・子どもの予想外の発言や反応にうまく対応できず、本時の目標につながらない授業になっ

てしまった。45分間の時間の使い方もうまくいかず、多様な考えを十分に生かしきれなか

ったし、予定していた振り返りや練習問題を扱うことができなかった。「付けたい力」の

押さえがまだまだ甘いんだと実感した。２回目は、今回の反省を生かして授業を行えるよ

うに、明日からの授業を頑張っていきたい。（小学校教員）

・全体研修Ⅰで学んだ「付けたい力」を解説や指針で押さえることを大切にした。これまで

は、教科書や指導書を頼りに授業を行ってきたが、それだけでは「付けたい力」に迫る上

で不十分であると感じた。自分は、解説を読んでもその趣旨が十分に理解できないことも

あったので、指針の「核となることがら」を押さえることが役に立った。（中学校教員）
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ウ 全体研修Ⅱ（10月１日）

(ア) 講義の中で、授業実践Ⅰの表れを紹介し、成果と課題を共有する。また、「指針」を基

に「付けたい力」を明確にすることの意義について周知する。

授業実践Ⅰにおける最重要課題である「付けたい力を明確にすること」「本時の目標に沿

った学習活動を行うこと」に焦点を当てて講義を行った。「指針」の「核となることがら」

について具体例を交えて解説することで､「付けたい力」の捉え方がより鮮明になったと思

われる。（下は講義の一部）

(イ) 授業実践Ⅱの授業構想を立てる。

授業実践Ⅰでは、学習指導案の作成は所属校に戻ってから行ったが、今回は事前に素案を

作成し、全体研修Ⅱに持参した。全体研修Ⅱの中で、持ち寄った学習指導案をグループワー

ク形式で検討する時間を取り、指導主事も積極的に介入して、アドバイスを送るようにした。

詳細部分の作成は所属校に戻って行うことになったが、本研修の中で、単元で付けたい力、

単元の構想、本時で付けたい力等、学習指導案の核となる部分を押さえることができ、授業

実践Ⅰよりも質の高い学習指導案が完成する手応えを感じることができた。

エ 授業実践Ⅱ（10月～２月）

(ア) 学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を基に「付けたい力」を更に明確にして学

習指導案を作成する。

下表は、29人の学習指導案を指導主事が評価したものである。

【◎：十分満足できる ○：概ね満足できる △：改善したい】 （単位％）

【学習指導案から判断する】 ◎ ○ △

①十分な教材研究がなされ、「付けたい力」が明確である。 実践Ⅰ 34 38 28

実践Ⅱ 62 35 3

②単元（題材）における子どもの実態把握が適切に行われてい 実践Ⅰ 28 52 20

る。 実践Ⅱ 39 54 7

③本時の目標と学習活動がつながっている。 実践Ⅰ 20 52 28

実践Ⅱ 58 39 3

【例】 小１ 「たしざん・ひきざん」

付けたい力に
違いがありますね！

(2) 前略

イ 1位数と1位数との加法及びその逆の減法の計算の
仕方を考え、それらの計算が確実にできること。

ウ 簡単な場合について、２位数などの加法及び減法の

計算の仕方を考えること。

解説 算数編 p58

９＋４、12－７のような計算は、

☆計算の仕方を考える力
☆正しく計算できる力
が求められている。

イ 1位数と1位数との加法及びその逆の減法の
計算の仕方を考え、それらの計算が確実にで
きること。

20＋40、70－30、13＋４、15－２のような計算は、

☆計算の仕方を考える力が求められている。
それにより、
１位数までの計算の理解を確実にしたり、
２位数までの数の理解もより確実にしていく。
また、２学年での学習にもつなげていく。

ウ 簡単な場合について、２位数などの加法及び
減法の計算の仕方を考えること。

「連続する２つの偶数の積に
１を加えると奇数の２乗に
なること説明しなさい。」

２×４＋１＝９
４×６＋１＝25

６×８＋１＝49・・・

連続する２つの偶数は、ｎを整数とすると、

２ｎ、２ｎ＋２と表される。

２ｎ（２ｎ＋２）＋１ 最終的に、（奇数）２の形に
変形すればいいんだな！

＝４ｎ２＋４ｎ＋１

＝（２ｎ＋１）２

よって、・・・。

じゃあ、
次の問題へいこうか。×

連続する２つの偶数は、ｎを整数とすると、

２ｎ、２ｎ＋２と表される。

２ｎ（２ｎ＋２）＋１

＝４ｎ２＋４ｎ＋１

＝（２ｎ＋１）２

よって、・・・。

よ～く眺めてみよう！
何か気付くことはないかな？

２ｎ＋１って、２ｎと
２ｎ＋２の間の数だね！

ということは、連続する２つの偶数
の積に１を加えると、その間の奇数
の２乗になることも分かるね！

☆（式の）意味を読み取る力

(2) 文字を用いた簡単な多項式について、式の展開や因数分解

ができるようにするとともに、目的に応じて式を変形したり

その意味を読み取ったりする能力を伸ばす。以下略

解説 数学編 p110

☆目的に応じて式を変形する力

☆（式の）意味を読み取る力

【例】 中３ 「式の利用」

この学習で子どもに 付けたい力は
どんな力でしょうか？

付けたい力
学習指導要領や同解説の目標及び内容

付けたい力を明確にする

付けたい力を押さえた上で、
単元や本時の目標を設定すること

授業実践Ⅰを振り返って

○ 共感的な見取り、価値付け、支援

▲ 「付けたい力」の押さえ（目標の妥当性）

○ 子どもに問いをもたせる課題提示の工夫

▲ 目標・学習活動・評価の一貫性

☆授業づくり指針 「核となることがら」

▲ 振り返りや定着を図る工夫

☆学習指導要領・解説

例 小5 C図形 C(2)立体図形の性質

【学習指導要領 内容】
図形についての観察や構成などの活動を通して、

立体図形について理解できるようにする。
ア 角柱や円柱について知ること。

【授業づくり指針 「核となることがら」】
①見取図や展開図をかいたり観察したりすることを

通して、構成要素の個数や形状、位置関係に着目
して、角柱や円柱の特徴を捉えること。

②立体図形の構成、分解などの活動を通して、図形
についての感覚を豊かにすること。
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どの項目も「十分満足できる」の数値が向上しているが、特に「①十分な教材研究がなさ

れ、『付けたい力』が明確である。」「③本時の目標と学習活動がつながっている。」の数値が飛

躍的に向上していることからも、学習指導案の作成段階において、「付けたい力」を明確にする

意識や本時の目標と学習活動に一貫性をもたせる意識が非常に高まったといえる。

授業実践Ⅰ・Ⅱにおける学習指導案の変容

☆単元目標（中３ Ａ教諭）

実践Ⅰでは､単元目標そのものの捉えが不十分で､指導要領に記載されている「内容」を４つの観

点と勘違いして記述していた。実践Ⅱでは、観点ごと付けたい力が適切に記述されていた。

☆単元計画（小５ Ｂ教諭）

実践Ⅰでは､「付けたい力」に対する意識が低く、曖昧な単元計画であった。実践Ⅱでは、「単

元で付けたい力」が指針や学習指導要領解説を基に押さえてあり､子どもの活動目標が示されてい

た。また、単元前の子どもの実態や単元終了後の目指す子どもの姿が的確に押さえられていた。更

に､ 目標達成のための手立ても明確であった。

単元前の子どもの実態

が的確に押さえてある。

本単元で大切にすべき子ども

の活動が明確に示されている。単元でどんな力を付け

たいか不明確である。

授業実践Ⅰ

授業実践Ⅰ 授業実践Ⅱ

授業実践Ⅱ

算数的活動が位

置付けられ、目

標達成のための

手立てが明確に

押さえてある。

「核となることがら」が意識され､単元終了

後の目指す子どもの姿が明確である。
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☆本時の目標（小１ Ｃ教諭）

実践Ⅰの「式を立てて答えを求めることができる。」については、付けたい力との関連が曖昧で

あったが、実践Ⅱの「10のまとまりを作ればよいことを見いだす」については、指針や学習指導要

領解説を基に付けたい力が明確になっていた。

☆本時の目標（小１ Ｄ教諭）

実践Ⅰ・Ⅱ共に付けたい力は明確であったが、実践Ⅰでは､観点名を「知識・理解」とすべき所

を「関心・意欲・態度」と表記していた。実践Ⅱでは、観点名が正しく表記されていた。

☆本時の指導（小５ Ｂ教諭）

実践Ⅰは、「322枚の折り紙を14人に同じ数ずつ分ける」という「等分除」の考えによる場面で

あったが、学習指導案に示されている○囲みの図は「包含除」の考えに基づくものであり、わり算

の意味理解の基盤となる考え方が間違っていた。実践Ⅱでは、「既習事項を基に計算の仕方を考え

る」ことや､「0.1を基に数を相対的に見ることで整数の計算に帰着すればよいことを理解する」と

いったポイントが押さえられており､付けたい力が明確で､「目標・学習活動・まとめ・評価」に一

貫性のある学習指導案となっていた。

等分除の考えではなく､

包含除の考えになって

いた。

未知の課題であっても、

既習事項を基に計算の

仕方を考えることが大

切にされている。

なぜ整数と同じように計

算できるのかを思考させ，

0.1 を基に数を相対的に見

る考えを導いている。

付けたい力に沿って、

一貫性のある展開と

なっている。

授業実践Ⅰ

授業実践Ⅰ

授業実践Ⅰ

授業実践Ⅱ

授業実践Ⅱ

授業実践Ⅱ
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(イ) 指導主事が授業を参観し、事後研修会で指導・助言を行うことで、授業実践Ⅱの成果と

課題を明確にする。

下表は、29人の授業を実際に参観した指導主事の評価である。

【◎：十分満足できる ○：概ね満足できる △：改善したい】 （単位％）

【授業の様子から判断する】 ◎ ○ △

①本時の目標に迫るための課題を設定し、問いをもたせている。 実践Ⅰ 31 52 17

実践Ⅱ 55 38 7

②どの子も本時の目標に迫るための学習活動を行っている。 実践Ⅰ 17 48 35

実践Ⅱ 48 42 10

③本時の目標を達成するための振り返りや定着を図る工夫を行 実践Ⅰ 14 69 17

っている。 実践Ⅱ 42 42 16

④子どもの学びに対する共感的な見取り・価値付け・支援がで 実践Ⅰ 55 38 7

きている。 実践Ⅱ 65 35 0

⑤即時的対応や指導の修正等、子どもの学びに適切に対応している。 実践Ⅰ 7 76 17

実践Ⅱ 28 65 7

「①本時の目標に迫るための課題を設定し、問い

をもたせている。」については、「十分満足できる」

が31％から55％に向上した。「算数的活動」や「数学

的活動」を意識し、目的意識をもった主体的な活動

となるよう、教材開発や課題提示を工夫した授業が

たくさん見られた。小学５年生を担当するＨ教諭の

「三角形の面積」の授業では、日常の事象との関連

を図り、「活用」の視点から算数の有用性を子どもに

実感させることを大切にした授業が行われた。また、

中学３年生を担当するＫ教諭の「相似な図形」の授業 小５「三角形の面積」

では、「平行線と比」の性質を学ぶ意義を実感させ

るために、「封筒に入れる便せんを３等分する方法

を題材として扱った。子どもから、「なぜこの方法

で３等分できるんだろう？」という問いが自然に生

まれ、その後の主体的な追究につながっていった。

また、「②どの子も本時の目標に迫るための学習

活動を行っている。」の「十分満足できる」が17％か

ら48％に向上したことから､「付けたい力」に沿って

展開される授業が増えたことが分かる。つまり、「授

業改善」が進んだことを意味している。

更に、授業実践Ⅰでは、授業の終末が中途半端で

終わり、学習内容の定着が不十分な授業が多いこと

が大きな課題であったが、「③本時の目標を達成す

るための振り返りや定着を図る工夫を行っている。」

の「十分満足できる」が14％から42％に向上したこ

とから、授業の終末における振り返りや定着を図る工 中３「便箋を３等分する方法」

夫を大切にしようとする意識が高まってきたといえる。このことは、授業のタイムマネジメ

ントを大切にする意識を高めることにも効果があった。

一方、「⑤即時的対応や指導の修正等、子どもの学びに適切に対応している。」については、「十分

満足できる」が実践Ⅱでも28％に留まったことから、こうした指導技術を高めていくには今後、更に

経験を積み重ねていくことが必要であると考える。
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(ウ) 意識調査②を基に、現在の授業実践を振り返る。
２回の授業実践を終えた後、再度意識調査を実施し、現在の授業実践を振り返る場を設け

た。アンケート結果は次の通りである。（調査人数41人）
【４ よくあてはまる ３ 概ねあてはまる ２ あまりあてはまらない １ 全くあてはまらない】

段 内 容 ４ ３ ２ １ ４・３
階 割合（％） 割合（％）
Ｐ ①子ども一人一人の既習事項の習得状況や学習内容の理解度を把握し ５月 12 68 20 0 ○80

ている。 １月 34 61 5 0 ◎95
②単元で「付けたい力」を押さえて、単元の指導計画を立てている。 ５月 5 24 61 10 △29

１月 29 64 7 0 ◎93
③学習指導要領の「付けたい力」を押さえた上で、本時の目標を設定 ５月 7 17 71 5 △24
している。 １月 46 52 2 0 ◎98

④教科書の細部まで分析して教材研究を行っている。 ５月 2 44 42 12 46
１月 22 63 15 0 ○85

⑤指針の「内容」「核となることがら」「主な学習内容」を押さえてい ５月 0 10 56 34 △10
る。 １月 41 52 7 0 ◎93

⑥板書計画を立てて、授業に臨んでいる。 ５月 15 41 32 12 56
１月 46 39 15 0 ○85

Ｄ ⑦「目的意識をもった主体的な活動」になるよう課題提示を工夫して ５月 0 54 39 7 54
いる。 １月 52 46 2 0 ◎98

⑧思考力や表現力の育成を目指して、「かく」活動を大切にしている。 ５月 10 56 34 0 66
１月 34 56 10 0 ◎90

⑨思考力や表現力の育成を目指して、「話す」活動を大切にしている。 ５月 10 58 32 0 68
１月 39 54 7 0 ◎93

⑩数、式、図などを思考や説明の道具として用いることを大切にして ５月 17 37 39 7 54
いる。 １月 51 37 12 0 ○88

⑪子どもに任せるところと教師が教えるところのバランスを意識して ５月 5 46 49 0 51
いる。 １月 29 66 5 0 ◎95

⑫全体の前で発表させる際には、他者を意識した説明を大切にさせて ５月 7 42 49 2 49
いる。 １月 22 61 17 0 ○83

⑬「できる」「身に付く」状態まで定着を図ることを大切にしている。 ５月 20 48 32 0 68
１月 39 54 7 0 ◎93

⑭「振り返りの場」を設定し、個に返すことを大切にしている。 ５月 20 24 39 17 44
１月 41 39 18 2 ○80

⑮子どもの頑張りや努力を認め、励ますことを大切にしている。 ５月 39 56 5 0 ◎95
１月 61 39 0 0 ◎100

Ｃ ⑯子どもの姿を適切に見取り、指導と評価の一体化を図っている。 ５月 5 46 49 0 51
・ １月 27 61 12 0 ○88
Ａ ⑰「目標・学習活動・まとめ・評価」に一貫性があるように努めてい ５月 5 24 61 10 △29

る。 １月 46 54 0 0 ◎100
⑱授業後には自らの授業を振り返り、改善点を明確にしている。 ５月 5 59 34 2 64

１月 41 54 5 0 ◎95
すべての項目で、肯定的な割合が増加したが、中でも５年経験者の大きな課題であった「③

学習指導要領の『付けたい力』を押さえた上で、本時の目標を設定している。」「⑤指針の『内容』
『核となることがら』『主な学習内容』を押さえている。」「⑰『目標・学習活動・まとめ・評価』
に一貫性があるように努めている。」の意識が高まったことは大きな成果である。また、そうした
意識の向上が、課題提示の工夫をはじめ、他の意識の向上にも好影響を与えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１月

５月

⑰「目標・学習活動・まとめ・評価」に一貫性が

あるように努めている。

4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１月

５月

⑤指針の「内容」「核となることがら」「主な学習

内容」を押さえている。

4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1月

5月

⑦「目的意識をもった主体的な活動」

になるよう課題提示を工夫している。

4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1月

5月

③学習指導要領の「付けたい力」を押さえた上

で、本時の目標を設定している。

4 3 2 1
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(4) 研究のまとめ

ア 成果

学習指導要領及び同解説とともに、「指針」を５年経験者研修の中核に据えて研究を行っ

たことにより、本研究の成果として次のことが明らかになった。

・全体研修Ⅰ・Ⅱや授業実践Ⅰ・Ⅱを通して、「付けたい力を明確にする」ことの意義が研

修員に理解され、「付けたい力」が明確で、「目標・学習活動・まとめ・評価」が一体とな

った学習指導案を作成しようとする意識が高まった。また、相当数の研修員がそうした学

習指導案を作成できるようになるとともに、「付けたい力」に沿って授業が展開できるよ

うになり、「授業改善」を図ることができた。

・本研究における副産物として、算数的活動や数学的活動の重要性を認識し、課題提示や授

業展開を工夫したり、適切な支援を行ったりするなど、教師の意図的な働き掛けができる

ようになった。また、定着を図るための振り返りの活動を大切にしたり、子どもの実態把

握や見取りを今まで以上に大切にして授業が展開できるようになった。

イ 課題

・「単元」を大切にする意識は高まったものの、単元全体の構想を深く練ることや単元間の

つながりを押さえることには課題が残った。系統性の強い教科であるため、学年間、異校

種間における教材の縦のつながりを大切にする意識を高めていきたい。そのために､新た

にWEB上に公開した資料（「指針」の内容を「領域」や「学習内容」ごとのまとまりに構成

し直したもの）の活用や「指針」の巻末における系統表の活用など、「指針」の更なる活

用を呼び掛けていきたい。

・目標と評価に一貫性をもたせる意識は高まったものの、具体的な評価方法については改善

の余地が残った。「指針」には「評価の在り方」についての記載がない点や、「指導と評価

の一体化」が叫ばれている点を踏まえ､国立教育政策研究所の資料を基に､「評価の在り方」

についての県の指針となるものを、新たに作成していくことを検討したい。

【研修員の感想】～５年経験者研修を終えて～

・５年研を通して、初めてと言っても過言ではないほど、指導要領や指針をじっくり読んだ。

５年研を通して、自分が目指す授業を指導要領に基づいて考えなければならないことを学ん

だことは大きな意義であり、これからも大切にしていきたい。子どもとの接し方や見取り方、

授業の基盤となる学級経営については、指導主事からお褒めの言葉をいただき自信もついた。

10年研に向け、更なる授業力向上を目指して日々の研鑽に努めていきたい。（小学校教諭）

・生徒の「考えたい！」「伝えたい！」を引き出す授業を目指して実践してきた。課題提示を工

夫すること、個に応じた適切な支援を送ることなど、教師が意図的な働き掛けを行うことで、

子どもの「何でだろう？」を引き出したり、子どもが考えたり他者と関わったりする必要感

を生み出すことができると感じた。また、そうした授業も、学習指導要領の付けたい力に沿

ったものでなければならない、ということを５年研を通して学ぶことができた。自己流の授

業に陥っていたことを反省し、学習指導要領や解説、授業づくり指針を常に拠り所にしなが

ら、よりよい授業を目指してこれからも努力していきたい。（中学校教諭）
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４ 理科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 理科」を用いて「単元構造図」及び「主な学習内容」を作成す

ることで，授業改善を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 授業改善を促す取組

以下の取組を行うことにより授業改善を促した。

(ｱ) 訪問指導における活用及び活用方法の提案

初任者研修，５年経験者研修，10年経験者研修における研究授業，及び要請訪問におけ

る中心授業等の計画において，協働による単元構造図及び主な学習内容における学習過程

（以下「単元構造図等」という｡）の作成について促した。

(ｲ) 悉皆研修，希望研修，学校等支援研修における活用及び活用方法の提案

研修における演習等において，単元構造図等の作成について扱った。

(ｳ) 高等学校理科担当教員との共同による効果的な活用事例の開発及び提案

高等学校理科における授業実践上必要な学習課題の設定に向けて，単元構造図等の作成

に取り組み，その活用について検討した。

イ 高等学校における単元構造図等の作成について

高等学校において，単元構造図等を作成することにより，授業改善を図ることができるか，

以下の対象，手順により研究を行った。

(ｱ) 対象

県立高等学校理科担当教諭

(ｲ) 手順

ａ 事例収集

単元構造図等の作成を依頼し，作成された事例のうち，問題解決的・探究的な学習活

動，観察・実験を伴う学習活動等の構想に寄与する有効な事例について検討を行う。

ｂ インタビュー

単元構造図等の作成に関する対象者へのインタビューにより，問題解決的・探究的な

学習活動，観察・実験を伴う学習活動等の構想に寄与する有効な要因について分析・解

釈を行う。

(3) 研究の内容

ここでは，特に高等学校理科担当教諭に単元構造図等の作成を通して得た感想や意見につい

てインタビューをした内容について報告する。なお，作成された単元構造図等のうちの一つを

図１に示す。

ア はじめに

中央教育審議会は平成 20年１月に答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善について」１を行った。この答申では，「理数教育の充実」が２

番目の柱として位置付けられ，学習指導要領改善の基本方針の一つとして「科学的な概念の

理解など基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図る観点」１から，「小・中・高等学校

を通じた理科の内容の構造化」1が示された。このような中央審議会の答申の内容を踏まえて

「小学校学習指導要領」2 及び「中学校学習指導要領」3，「高等学校学習指導要領」4 の改訂

が行われ，小・中・高等学校を通じた理科の内容の構造化が行われた。それに伴い，「小学校

学習指導要領解説理科編」5及び「中学校学習指導要領解説理科編」6，「高等学校学習指導要

領解説理科編」7には，取り上げられる全ての単元の構成が「エネルギー」，「粒子」及び「生

命」，「地球」という内容の柱ごとに一つの内容の構成図に示された。教科書においても，各

単元の冒頭に，これまでに学んだことを踏まえてこれから学ぶ内容が記載されるなど構造化
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を考え，系統性に配慮したと思われる記載８が見られる。

平成 24 年に静岡県教育委員会が作成した「静岡県の授業づくり指針 理科」９では，この

ような理科の内容の構造化を踏まえ，小・中・高の指導内容を体系的・系統的にとらえた資

料として各単元ごとに，単元の構造を図で表す単元構造図の例を示している。単元構造図の

例を示すことにより単元をふかんし，知識間の系統性を明らかにするとともに，教師自身が

単元の全体像をつかむことができ，深みのある授業構想ができるようになることをねらって

いるものである。

単元の構造を図として表すことで，授業構想や単元構想に資することなどを目的とした取

組をした例は理科以外の教科においてもいくつか報告されている。例えば中島 10は中学校社

会科における単元構造図の作成を通して単元の構造化を行い，単元構造図を作成することで

指導の流れや，生徒が修得しなければならない知識などを明確に把握することができている。

また，岐阜県教育委員会可茂教育事務所 11 では，「各単位時間の役割や関連性が明確になる

よう構造化された授業構想となる」などの視点を持って，各教科において単元構造図を作成

する取組を行った。国立教育政策研究所「評価方法等の工夫改善のための参考資料 小学校

社会科」においても単元構造図 12が示されている。また，単元構造図を作成する意義として

は澤井 13が「学習内容を全体的，構造的に捉えることが大切である。こうした構造図等の作

製は，評価に限らず，知識の習得と活用，児童の主体的な問題解決の道筋などを構想する教

師の授業準備として大切である。」としている。これらのように小学校や中学校においては単

元構造図を作成する取組の実践や研究がなされている。

そこで，単元構造図等の作成に関する活用として，高等学校における，単元構造図等の作

成について調査・研究することとした。「静岡県の授業づくり指針 理科」では，小学校及び

中学校の全ての単元について単元構造図の例を作成したが，小・中・高の指導内容を体系的・

系統的に捉える活用として，高等学校の理科教諭に指導内容について単元構造図等の作成を

依頼し，高等学校における単元構造図等の作成に伴う効果と活用について検討することとし

た。

イ 対象と方法

単元構造図等の作成者は静岡県立高等学校在勤の７名の理科教諭である。単元構造図等の

作成者のうち，インタビューの対象は４名でありグループインタビューの形態で行った。対

象者の属性は男性３名，女性１名であり，いずれも県立高等学校における経験年数が 10年以

上の理科教員である。2013 年 10 月に，本研究の趣旨について口頭で説明を行い同意の得ら

れた上で，授業支援Ⅰ班理科担当が司会を担い，他の理科担当２名と対象者４名の計７名に

て 30分間のグループインタビューを実施した。インタビュー項目として，何に役立つか，ど

こが困難か，どのようなことに活用できるかの３点について回答を得た。

得られたデータは小規模であり自由回答を分析するため，量的な分析に比べて効果的と考

えられる質的研究法を用いた。特に小規模の質的データに有効であり手続きが明確で分析の

経過が明示的に記述されるという特徴をもつ SCAT14を用いて分析を行った。

ウ 結果と考察

分析結果を表１と表２に示す。グループインタビュー時の発言内容をテクスト欄に記載し

て基本的に発言者別に行を分けて分類した。テクストである発言内容の中で注目すべき語句

を記載した欄<1>では，発言者が異なっているが関連すると思われる語句が使われている場合

が見られる。例えば授業についての「構成」や「構造」，「全体像」などは，作成者が単元構

造図等の作成において単元全体を見渡そうとしていたことが推測される。その上で単元計画

や授業構想を作成することにつなげていけるのではないかと考える。また「振り返り」とい

う語句も複数回見ることができる。これらニつの例は単元構造図が単元全体に対するメタ認

知を行うことに利用できたり，メタ認知を行うことの重要性を言っていると捉えることもで
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きると考える。

テクスト中の注目すべき語句を並べ替え，言い換えて文にし，説明するような概念や言葉

を加え，「テーマ・構成概念」の欄にまとめた。更に全体をまとめた「ストーリーライン」を

以下に表した。

単元構造図を作成する時に把握しておく必要があることは次の点である。１点目は教える

内容及びその順序，２点目は生徒の実態，３点目は，単元全体のイメージである。これらを

基にして一つずつ作成するため，一つの単元を作成する時間が大変長くなる。

単元構造図を作成することによって教員は，単元に対する理解が深まり，単元構想が容易

になる。また，単元の全体像をより明確に把握することができ，授業で教えるポイントが分

かる。更に，授業の順序を考え直す機会となり，授業構想に活用できる。

単元構造図の特徴は次のような点が上げられる。同じ作成者であっても作成の途中で思考

が変わると違う構造図になる。作成者の知識や考え方が反映され，個性が見られる。経験の

浅い教員には作成は難しいと考えられる。

単元構造図の活用には授業における活用と授業以外の場面での活用のニつの側面が考えら

れる。授業における活用としては，「新しい概念や新しい物理量を説明するときに，構造図を

示すことで生徒の理解を深めさせる。」「単元終了時に単元構造図を配り，単元全体を生徒に

振り返らせる。」「単元構造図を穴埋め式にして学習させる。」などが挙げられる。授業以外の

場面での活用では，授業に向けて内容を整理する。「授業後の振り返りとして利用し次の授業

構想に役立てる。」「１年間の教師自身の振り返りとして利用し次年度の構想に役立てる。」

高校における単元構造図の作成の課題としては，一つの単元構造図を１枚にまとめること

が難しい内容であるほど複雑になる可能性があり，作成するために必要な時間が大変長くか

かることである。また，科目「科学と人間生活」においては，小単元ごとに様々な異なった

要素が含まれているため構造化が難しい。

インタビューにおける発言から得られた意見や感想から，上記のように効果的と思われる

点や可能性，活用方法の案などが多く挙げられた。これらのことから，単元構造図等を作成

することで得られる，単元構想や授業構想などに関する多くの可能性があることが分かり，

各学校の実態に合わせて授業改善を図ることができるといえる。

さらにデータの個別性や具体性，多様性に意識して「理論記述」を次のように記載した。

高校の理科において単元構造図を作成することは，教師にとって有効な点をいくつか指摘

することができる。

単元構造図は，単元構想以外においても活用できる場面がいくつか考えられる。

高校の単元構造図は大変複雑になる可能性があり，作成時間が大変長くかかることが考え

られる。そのため，要素を削減して簡単な図になるように心掛けたり，単元をさらに細かく

分けた小単元で構造図を作成するなどの工夫が必要になる。また，科目「科学と人間生活」

においては一つの単元の中に大変多くの要素が含まれているため構造図の作成が困難である。

さらに追求すべき点や課題として，

科目「科学と人間生活」においては，その特徴的な単元構造により，他の科目に比べて単

元構造図の作成が困難である。「科学と人間生活」における単元構造図の活用の可能性につい

て，今後さらに検討を続けていきたい。

単元構造図の作成に大変長い時間がかかることが考えられる。現実的な時間で作成できる
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方策について検討したい。

と挙げた。科目「科学と人間生活」については，単元構造図の作成や活用についての更な

る検討が必要と考える。また，全体を通して，高校の学習内容における単元構造図が複雑で

情報量の多いものになると考えられることから，作成にかかる時間が長くなる懸念がある。

作成時間が長くなれば，実際に単元構造図等を作成することが現実的でない場合も考えられ

る。今後の検討課題としたい。

(4) 研究のまとめ

高等学校の理科における単元構造図の作成に伴って，様々な意見や感想を得た。これらの

ことから単元構造図等を作成することによる授業改善の多くの可能性を見て取ることができ

た。理科担当教員の方々に実際に作成していただきながら，活用に関する様々な案が出され，

仮説である「静岡県の授業づくり指針 理科」を用いて「単元構造図」及び「主な学習内容」

を作成することで，授業改善を図ることができるということがいえた。また，小・中学校の

単元構造図に比べて情報量が多い図になることが考えられるが，高等学校においても，単元

構造図を作成することによる意義を感じることができた。今後は，上記の課題を踏まえて，

高等学校において，作成時間が現実的である単元構造図の構成や作成方法についての研究や，

小・中学校における実践も含めて単元構造図による授業改善の具体例やその効果についての

研究などが考えられる。静岡県の授業づくり指針の活用を更に推進し，今後の静岡県の理科

の授業改善に資することを期待したい。
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５ 外国語科

(1) 研究の仮説

小学校外国語活動及び中学校外国語においては、「コミュニケーション能力の育成」とい

う視点に、目標の一貫性がある。つまり、共通して、目標達成のために、人と関わることを

大切にすること、自己や他者を大切にする姿勢を育てること、そして、異文化に対して寛容

な態度をとったり、自国の文化を大切にしたりする等の態度を育成することに重要性を持っ

ている。しかし、中学校外国語では学習型の授業が行われているのに対して、小学校外国語

活動では体験型の授業が行われていることや、外国語活動で用いた表現や語彙は児童に定着

させることを目指していないことなど、実際の授業を行うに当たって、小中学校間で異なる

部分が多い。小学校で、活動を中心に外国語について楽しく学び、仲間の良さに気付いたり、

様々な国の言語や文化に触れて、異なるものへの寛容な態度を育んだりしている。しかし、

多くの子どもが、中学校に入学して文法中心の教え込みの授業に出会い、コミュニケーショ

ンツールとしての英語を学ぶことの意欲を失ってしまっていると言われている。

静岡県では、目指す子どもの姿を「人と関わることを魅力的だと感じる子ども」としてお

り、「コミュニケーション能力の素地」を培った小学生が、円滑に中学校での外国語の授業

になじみ、「コミュニケーション能力の基礎」を育成させていくことを目指している。この

ためには、目指す子どもの姿を共有した上で小中連携を図ることが重要であり、そのために

は、小中一貫カリキュラムの作成は急務となる。

小中一貫カリキュラムについては、地区の児童生徒の実態に応じたカリキュラムを、各市

町や各中学校区で作成することが望ましいため、静岡県内のいくつかの市町でも、市町教育

委員会が主導してカリキュラムを作成している。しかし、現場で外国語活動や外国語の授業

に携わっている教員が、多忙な毎日の合間を縫いながら作成しており、思うようなカリキュ

ラムが作成できていないのが現状である。

そこで、静岡県総合教育センターでは、小中が連携した授業改善が図られるように、各市

町で作成している小中一貫カリキュラムの改定に向けて「静岡県の授業づくり指針」を活用

し、よりよいカリキュラムの作成に資するよう、研究を行うこととした。

研究仮説

各市町が作成する小中一貫カリキュラムの改定に向けて「静岡県の授業づくり指針」（以

下｢指針｣）を活用し、よりよいカリキュラムの作成に資する研究を行うことを通して、小中

が連携した授業改善が図られる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

(ｱ) 小学校外国語活動モデルカリキュラムと、小中学校学習内容関連表の作成

(ｲ) 磐田市教育委員会、掛川市教育委員会との連携による、モデルカリキュラムと関連表

の周知活動

(ｳ) 市教育委員会主催研修会における、小中学校教員を対象とした授業づくり研修の実施

(ｴ) 市教育委員会におけるカリキュラム改訂作業への参加と助言

(ｵ) 改訂版カリキュラムについての周知活動

(ｶ) 改訂版カリキュラムに基づいた授業公開(小中)と事後研修会のサポート

(ｷ) 改訂版カリキュラムに関する学校現場からのフィードバックの分析と検証

小中一貫カリキュラムの作成には、①目標の一貫性、②学習内容の系統性、③指導方法

の継続性、の三つの要素を含む必要がある。①の目標については、すでに学習指導要領で
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一貫性が示されているため、②と③について、中学校外国語担当が、小学校外国語活動の

中でどのように授業が進められているかを把握し、中学校での学習にスムーズに移行させ

ることができるようにする。さらに、小中間のギャップを埋めるための中学校外国語科に

おける授業の充実を図る。

イ 検証計画

(ｱ) ねらい

市独自の小中一貫カリキュラムの改訂、改訂版カリキュラムの周知、カリキュラムに

関する授業づくり研修の実施、の三つを行うことを通して、小中の外国語（活動）担当

教員の意識が変容したか、また、その結果として、授業改善が図られたか検証する。

(ｲ) 検証を行う期間

平成 24 年度４月から平成 26 年度１月末まで

(ｳ) 対象

磐田市･掛川市の全小･中学校の外国語（活動）担当教員各１名

(ｴ) 場面

カリキュラム改訂前後の意識調査と授業参観

(3) 研究の内容

ア 小学校外国語活動モデルカリキュラムと、小中学校学習内容関連表を、「授業づくり指

針」の追記として作成

本センターでは、小学校における外

国語活動の授業の充実を図るとともに、

外国語活動の学習内容と指導方法につ

いて、中学校外国語科教員と共通理解

できるようにするため、小学校外国語

活動モデルカリキュラムを作成した。

ほとんどの小学校で、文部科学省から配

布 されている『Hi, friends!』を使用して

授 業を行っていることを考え、本カリキュ

ラ ムも、『Hi, friends!』をベースとして

５、 ６年生分の全ての授業について作成した。

カ リキュラムを作成する上で配慮したこと

は 以下の３点である。

(ｱ) 各単元の特徴と、単元全体の留意点を明記した

単元の特徴と留意点では、国際理解や異文化理解について、この単元が持っている価

値を示したり、年間を通した活動の中での本単元の位置付け等を示したりした。

(ｲ) 各活動に関して、具体的な留意点を多く掲載した

外国語活動では、活動に必然性を生むための工夫や、言語や文化に関する効果的な気

付きの場面の在り方、また、児童が単元の見通しを持って、生き生きと活動できるよう

な工夫等、「活動をどのように行うか」が重要であるため、留意点を多く示した。

【資料１】小学校外国語活動モデルカリキュラムの一部
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(ｳ) 活動の難易度やグループサイズに配慮し、スモールステップのある単元構成とした

単元最後のコミュニケーション活動で、児童全員が自信を持って自らの思いを伝える

ことで、思いが伝わる喜びや、仲間との関わりを大切にできるように、表現や語彙が自

然と口をついて出てくる聞き慣れや言い慣れの活動を行う必要がある。そのため、児童

が楽しみながら、しかも無理なく表現に慣れるようなステップを示した。

小中学校学習内容関連表には、左から①中学校外国語の単元名と中心となる言語材料、

②小学校外国語活動での単元名と、そこで行う主なコミュニケーション活動、③該当する

外国語活動で使用する主な表現や語彙、の３点を示した。小学校外国語活動では、単元の

中心となるコミュニケーション活動で、全員が自信を持って人と関わり、思いが伝わった

喜びや、相手の良さに気付くことができることを目指している。そのため、表現や語彙に

ついて聞き慣れや言い慣れの活動を十分に行っている。しかし、定着を求めていないため

に、表現や語彙を忘れてしまうことが多い。そのため、小学校で体験した活動や使用した

教材を中学校の授業で取り入れることが、生徒たちに小学校で学んだ内容を想起させ、中

学校での英語学習に見通しを持たせることができるのではと考える。以上のことから、中

学校の教科書で指導する内容が、小学校での外国語活動とどのような関連があるのかを示

すための、小中関連表を「指針」の追記として作成した。この資料を作成する上で、配慮

したことは以下の３点である。

(ｱ) 学習内容の系統性だけに目を奪われないよう、外国語活動の中心活動を明記した

小学校外国語活動の『Hi, friends!』関連単元の欄に、人と関わることの良さや、思い

が伝わったという達成感を得るために、小学校でどのような活動を行ってきたかを示し

た。小中学校学習関連表を示すに当たっては、本センター主催の研修会を通して配布し、

作成の意図と関連表の扱い方について必ず示すようにした。

(ｲ) 県内で使用されている、中学校の教科書の単元ごとの順に配列した

中学校外国語担当教員が、教科書を進めていく上で見やすくなるよう、県内で使用さ

れている中学校の教科書別に、単元ごとの順に配列して示した。

このように、小学校外国語活動で体験した活動を中学校外国語でも取り入れたり、『Hi,

friends!』の教材を使用したりすることで、「小学校の外国語活動で学んだことが、中学校

で役に立っている」と、生徒が実感できるようになると考える。そこで、小中関連表を小

中一貫カリキュラムの中学校部分を改訂する時の資料として示した。

【資料２】小中学校学習内容関連表の一部
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イ 磐田市教育委員会、掛川市教育委員会との連携による、モデルカリキュラムと関連表の

周知活動

(ｱ) 磐田市の現状と連携

磐田市では、平成 25 年度から市内全ての中学校区において、小中一貫教育を推進して

おり、各中学校区を「学府」と呼んでいる。それぞれの学府では、地区に合った小中一

貫教育を推進しているが、全学府において、外国語教育に力を入れている。小学校１，

２年で年間５時間、３年で 15 時間、４年で 20 時間、５,６年は 35 時間分の外国語活動

のカリキュラムが作成されており、小学校低学年段階から英語を使ったコミュニケーシ

ョンに少しずつ慣れ親しむことで、中学校卒業時には、ゆっくりでよいので英語で会話

ができることを目指している。

平成 24 年度末には、小中を貫くカリキュラムである、『磐田市「英語」ガイドライン』

を作成した。このガイドラインは、小中の外国語活動・外国語担当教員が共同で作成し

たものであり、小学校１年生から中学校３年生までの９年間分のものである。以下は、

小学校５年生のカリキュラムの一部である。

これを見ると、文部科学省から配布

されている教材、『Hi, friends!』に準

拠したカリキュラムになっていること

が分かる。現在、多くの学校でこの教

材が使用されていることを考えると、

この方向性は理解できる。しかし、内

容は『Hi, friends!』のページごとの流

れをそのまま掲載しただけのものにな

ってしまっており、表現に聞き慣れた

り、言い慣れたりする活動が不足して

いる。聞き慣れや言い慣れの活動は、

難易度等によってスモールステップを

組んでいきながら、様々なパターンで

児童に取り組ませることが重要である。

楽しみながら活動に参加することで、

児童は徐々に表現に慣れ、表現が自然

に口から出てくるようになってくる。

そして、単元最後のコミュニケーショ

ン活動では、学級の児童全員が自信を

持って表現することができるようにな

る。思いをやり取りする中で、「伝わ

った」「相手の言いたいことがわかっ

た」と達成感や成功体験を味わったり、人と関わることの大切さや仲間の良さに気付い

たりする体験が積み重なり、学習指導要領の目標にある、「コミュニケーション能力の

素地を養う」ことにつながっていく。

また、次頁にあるのが、中学校１年生のカリキュラムの一部である。磐田市内の中学

校では、教科書として『New CROWN English Series』を使用していることから、現時

点では Chapter Project のみの単元計画案を作成するにとどまっている。今後は、小学

校と中学校の橋渡しとしての活動をどのように行っていくか、小学校外国語活動で体験

した活動を、中学校ではどのように生かしていくか、といった内容を盛り込んでいく必

【資料３】小学校５年生用カリキュラムの一部
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要がある。この改訂作業を通して、

小学校段階で育まれた「コミュニケ

ーション能力の素地」を、どのよう

にして中学校でさらに「コミュニケ

ーション能力の基礎」の育成につな

げていけばよいか、具体的な方策を

見出していく必要がある。

これらのことから、磐田市教育委

員会の外国語／外国語活動担当者と

連携し、(2)ア 研究の進め方で示し

たように、磐田市「英語」ガイドラ

イン改訂作業に向けて、今後の道筋

について確認した。そして、その第

一段階として、本センターで作成し

たモデルカリキュラムを、教育委員

会を通して市内の全小･中学校に配布した。ただ配布しただけでは、活用されずに終わっ

てしまうことが多いため、①磐田市「英

語」ガイドラインに添った授業につい

て構想する段階では、センターモデルカリキュラムも同時に参照し、指導を通して気付

いたことをガイドラインに追記しながら活用してもらうようにすること、②今後の磐田

市「英語」授業づくり研修会では、センター指導主事がモデルカリキュラムを使いなが

ら研修を行うこと、の二点を学校に伝えることを確認した。

(ｲ) 掛川市の現状と連携

掛川市では、保・幼・小・中学校が連携を強化し、共に子どもの教育に当たることを

目指し、中学校区学園化に取り組んでいる。本市でも、外国語教育の充実を市の重要課

題の一つに上げており、小・中学校の外国語（活動）の授業をよりよいものにしていく

ための取組がなされている。その取組の一つが、小中一貫カリキュラムである、『掛川

スタンダード』の作成である。

この『掛川スタンダード』は、市内のＡＬＴが作成しているカリキュラムであり、カ

リキュラムの考え方、授業で用いる教材等についても併せて紹介されている。以下は、

小学校５年生のカリキュラム

の一覧表を一部拡大したもの

である。

『掛川スタンダード』は、

文部科学省から配布された

『Hi, friends!』を使用するこ

とを前提としていない。その

ため、授業で用いるワークシ

ートや教材、ピクチャーカードに至るまで、全てこのカリキュラムとセットで盛り込ま

れている。また、年間の配列は前の単元で用いた表現に近いものを次の単元で用いると

いった表現の類似性、発展性を第一に考慮した流れとなっている。例えば、第 29 週から

第 32 週では、“What time do you ～?”という表現を用いる計画になっているが、こ

れは、全単元で用いた“What time is it?”からの発展性を配慮したためである。そして、

第 29 週から第 32 週まで毎週違う動詞句の表現を授業で扱い、まとめとなる第 33 週に

【資料４】中学校１年生用カリキュラムの一部

【資料５】小学校５年生用カリキュラム一覧表の一部
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全ての表現を用いてコミュニケーションを行うという流れになっている。このように、

４段階で新たな動詞句に触れるという流れは、一見すると児童の負担を小さくするため

の配慮のように見える。しかし、第 29 週から第 33 週までの間に約１か月の時間経過が

あることから、最初の週に触れた表現はすでに第 33 週には忘れてしまっている児童が多

くいることが予想される。また、別の単元では、１対１の会話活動を行ってから、聞き

慣れの活動であるキーワードゲームを行うなど、活動の難易度に対する配慮があまり見

られない箇所も見られる。これは、カリキュラム作成に小学校教員（学級担任）が関わ

っていなかったことが大きな原因である。ＡＬＴ主導でカリキュラムを作成したことに

より、自他の良さに目を向けるなどの活動を通して、人との関わりを大切にしたり、異

なるものへ寛容な態度をとったりするなどの学習指導要領で掲げられている「コミュニ

ケーション能力の素地」を育成する視点に欠けてしまう。そして、コミュニケーション

のツールであるはずの、「外国語としての英語の習得」に焦点が置かれてしまっている

ことが、今後の改訂の課題であると考える。

そこで、掛川市教育委員会の外国語（活動）担当者と連携し、(2)ア 研究の進め方で

示したように、掛川スタンダード改訂作業に向けて、今後の道筋について検討した。掛

川市とは、平成 25 年度から連携し始めたところであるため、具体的な取組については、

今後も検討していくが、中学校段階のカリキュラムに関してはいまだ作成されていない

ため、ＡＬＴ、小中学校外国語（活動）担当教員が関わって、改訂・作成作業を進めて

いく必要があることを提案した。また、磐田市と同様に、本センターで作成したモデル

カリキュラムを、市内の全小･中学校に配布を依頼し、小学校外国語活動で大切にすべき

ことを押さえた上でのよりよい授業づくりに取り組んでもらうように確認した。

ウ 市教育委員会主催研修会における、小中学校教員を対象とした授業づくり研修の実施

磐田市では年間２回、磐田市「英語」授業づくり研修会を行っており、平成 24 年度第２

回から本センター指導主事がこの研修会に講師として参加している。研修会に参加するに

当たって、磐田市教育委員会の外国語／外国語活動担当者と情報交換を行い、市内の外国

語（活動）の授業に関して、次のような課題があるということを確認した。

そこで、これらの課題を解決するために、研修目的と授業づくり研修会で行う講義内容

を明確にした上で、次頁のとおり研修会を実施した。

▲小学校外国語活動では、教材である『Hi, friends!』を順番どおりに行うだけで、コ

ミュニケーション活動としての在り方や、外国語活動を通して育てたい子どもの姿が

見えていない授業が多く見られる。自分の思いを伝えられた達成感が味わえるような

単元計画がきちんと立てられていない授業も多い。

▲中学校外国語では、教科書をこなすことが中心となっている授業が多く見られる。小

学校で人と関わることに魅力を感じている子どもたちを、中学校でどのように継続的

に育てていくかという視点がないため、文法を習得させることが目標となっている授

業が多い。コミュニケーション活動では、伝えたい思いなど、メッセージの価値を大

切にできていない活動が多い。
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また掛川市では、市主催研修会を希望参加制で実施しており、平成 25 年度より本センタ

ー指導主事が講師として研修に参加している。掛川市についても、担当者と情報交換を行

い、以下の課題を確認した。

これらを踏まえた上で、次頁のように研修会を実施した。

年度・回

日時

会場

○目 的

・市教育委員会からの

依頼内容

研修内容
対象

参加人数

H24 第２回

H25.２.１

磐田市役所

○小学校外国語活動を踏ま

えて、中学校外国語科に

おける言語活動を充実さ

せるための視点を持つ。

・コミュニケーション活動

の在り方等、教科の本質

に迫るための、言語活動

の在り方について講義

・磐田第一中学校教諭授業

のリフレクション（ビデ

オ視聴）による事後研修

・指導主事講義

「外国語における小中の連

携と中学校における言語

活動の充実」

市内全小・

中学校の外

国語（活動）

担当者各校

１名悉皆

計 40 人

H25 第１回

H25.10.29

磐田南部

中学校

○小学校の外国語活動の学

習経験を踏まえた中学校

外国語科の授業の充実を

図る

・中学校１年生の外国語科

の公開授業を通して、小

学校外国語活動との接続

や魅力ある言語活動を展

開する外国語の授業につ

いて講義

・１年生授業参観

「Chapter2 Project

○○さんを紹介しよう」

・指導主事講義

「中学校外国語科におけ

る授業改善と小中の連携

の在り方」

市内全小・

中学校の外

国語（活動）

担当者各校

１名悉皆

計 41 人

H25 第２回

H26.１.16

磐田南

小学校

○外国語活動のねらいを踏

まえた単元構想と授業展

開、中学校との接続につ

いて理解を深める。

・外国語活動のねらいを踏

まえた単元構想と授業展

開、中学校との接続につ

いて講義

・６年生授業参観

「夢宣言をしよう(L8 What

do you want to be?)」

・指導主事講義

「小学校外国語活動にお

ける付けたい力を押さえ

た単元構想と授業展開～

小中連携の在り方～」

市内全小・

中学校の外

国語（活動）

担当者各校

１名悉皆

計 40 人

▲小学校外国語活動では、『掛川スタンダード』が『Hi, friends!』に準拠したもので

はないため、学級担任の先生方があまりこのカリキュラムを使用していない。ＡＬＴ

の中にも、掛川スタンダードの活用方法について不安を感じている方がいる。そのた

め、外国語活動に対する取組の差が小学校によって大きくなってしまっている。

▲中学校外国語では、単元の最後に付けたい力や、コミュニケーション活動で大切にし

たいことの押さえが甘く、活動はたくさんあるが、文法を習得させることが目標とな

ってしまっている授業が見られる。
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いずれの市においても、それぞれが作成しているカリキュラムから見られる課題と、授

業の中で見られる課題の間に関連がある。つまり、磐田市については、授業づくりに対す

る担当教員の意識が、そのままカリキュラムの形で現れてしまっている。また、掛川市に

ついては、カリキュラムが市内のどの学校でも共有できるものになり得ていないために、

小学校で外国語活動への取組の差を生じる結果となっているのである。これらのことから

も、教科の本質に迫るための研修会を充実させることと、市で作成しているカリキュラム

をよりよいものへと改訂し、周知していくことは重要であると感じた。

そこで、それぞれの研修会では、教科(領域)で目指す目標を再確認した上で、「指針」

の追記として作成した、『小学校外国語活動モデルカリキュラム』を用いながら、単元計

画の構想の仕方や、気付きの場面、聞き慣れや言い慣れの場面、コミュニケーション活動

の在り方について講義を行った。中学校外国語に関しても、「指針」の小中関連表を用い

ながら、公開授業で参観した小学校外国語活動の単元と中学校の教科書の関連を確認し、

中学校の授業でどのような配慮が必要であるか、また、どのような工夫が考えられるかに

ついて研修を行った。

どちらの市に関しても、外国語(活動)に関わる全ての教員が参加しているわけではない

ため、研修を通して身に付けた授業に対する見方、考え方を今後、カリキュラムの形で示

していきたい。それぞれの小･中学校の児童生徒の実態に応じてアレンジは必要ではあるが、

必要最低限の見方、考え方が見えるものにしていきたいと考える。

(4) 研究のまとめ

ア 研究から見えてきたこと

本研究は、平成 25 年度末の時点では、ア 研究の進め方の(ｳ)までとなっているが、磐

田市教育委員会とは、(ｴ) 市教育委員会におけるカリキュラム改訂作業への参加と助言を

平成 26 年度当初に実施することが決まっている。掛川市については、これまでカリキュラ

ム作成に関わってこなかった小・中学校外国語（活動）担当教員の参加を提案しているた

め、現在計画を調整中である。改訂を通しての本格的な授業改革と結果の分析は、平成 26

年度からになるが、これまで、市教育委員会と連携しながら授業づくりの研修を行ってき

たことで、外国語（活動）を担当している教員の意識は確実に変わり始めている。

磐田市 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ あまりそう思わない Ｄ そう思わない

アンケート実施人数 119 人（３回合計） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｑ１ 支援内容や講義は適切であった 82％ 18％ １％ ０％

年度・回

日時

会場

○目 的

・市教育委員会からの

依頼内容

研修内容
対象

参加人数

H25 第１回

H25.１.24

掛川市

教育委員会

○今後の外国語教育の方向

性を理解したうえで、

小・中学校における外国

語(活動)の充実を図る。

・教科の本質に迫るための、

言語活動の在り方、小中

一貫カリキュラムについ

て、ワークショップと講

義

・指導主事講義

「これからの外国語教育

と、外国語における小中

の連携の在り方」

希望制

市内全小・

中学校の外

国語（活動）

担当者

計 34 人
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Ｑ２ これからの実践に役立つ内容だった 80％ 18％ ３% ０％

磐田市での研修会では、学習指導要領にある目標を実現させるために、「『コミュニケ

ーション』をどのように捉えるべきか」というところからまずスタートし、授業に対する

見方・考え方の改革を図った。その結果、授業の中で行う活動の質を見直していく必要性

を感じた教員が多く見られた。以下は、感想の一部である。

掛川市 Ａ そう思う Ｂ ややそう思う Ｃ あまりそう思わない Ｄ そう思わない

アンケート実施人数 19 人 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｑ１ 支援内容や講義は適切であった 90％ 10％ ０％ ０％

Ｑ２ これからの実践に役立つ内容だった 90％ 10％ ０％ ０％

掛川市では、教科の目標から、授業づくりでは目指す子どもの姿を明確にした上で、単

元計画を明確に持つことが重要であることを確認した。また、『掛川スタンダード』のこ

れからのあるべき姿についても道筋を示すことで、参加者の小中一貫カリキュラムに対す

る意識は高まったと感じられた。以下は、感想の一部である。

・今まで疑問を抱いていた点を解決することができ、大変勉強になりました。目指す子

どもの姿を考える視点をより大事にしたいと思います。

・普段行っている授業について考え直し、振り返る機会になりました。子どもたちの実

態に合わせながら、何を身に付けさせたいかを考えながら単元構想をしていきたいと

思いました。

・小学校では、どのような活動を行っているか理解していなかったので勉強になりまし

た。（中略）小中のつながりが重要と分かったので、もっと小学校の先生と話す機会

を作らないといけないと思いました。

・『掛川スタンダード』もいずれは教科化に向け内容を変化していく必要があると思う

のですが、今のままの『掛川スタンダード』を広めていくことに少々不安もありまし

た。また『掛川スタンダード』を使った授業の研修をお願いしたいです。

・小学校の現場では、『掛川スタンダード』を御存知の先生もまだ少ないのが現状です。

もっと中学校区で集まり、話し合う機会が必要だと痛感しました。

・外国語教育の今後に不安がありましたが、今、外国語を教える私たちにとって何が大

切で必要なのかが分かり、身の引き締まる思いです。私自身、子どもと共に学びなが

らがんばっていきたいと思います。

・小学校外国語活動を行っていますが、ただのゲームで終わってしまうことも多かった

と改めて反省しています。自分の思いと相手の思いのやりとりが大切だと分かり、今

後は本物のコミュニケーション活動を取り入れていきたいです。

・小学校の外国語活動を行う上で、何を大切にしたらよいのか理解することができまし

た。特に、「コミュニケーション活動で大切にしたいこと」の話が分かりやすかった

です。

・コミュニケーションは大切と分かっていつつ、どんなコミュニケーションなのか、そ

の質についてぼんやりしていたことが、明らかになってきました。

・「思いを伝えるための英語」という言葉を心にとめて実践していきたいと思います。

・日ごろの忙しさから単調な授業のみで、行ってもせいぜい伝達ニーズのあるコミュニ

ケーション活動ぐらいまでしか行っていない自分を反省しました。これからもっと工

夫して生徒の思いを伝え合う活動を行っていけるようにしたいと決意しました。

・授業に生かせるもの、カリキュラム作りに生かせる内容を勉強できました。

【資料６】研修会終了後の意識調査（磐田市）

【資料７】研修会終了後の意識調査（掛川市）
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以上の結果から、外国語（活動）の授業において大切なことは何なのか、研修に参加し

ていただいた教員に関しては、理解を深めており、来年度以降のカリキュラム改訂作業を

行う素地ができたと感じている。

イ 今後の課題

市教育委員会との連携では、短期間の改訂が難しく、カリキュラムの改訂作業一つとっ

ても、作業開始まで１年の時間を要した。しかし現在、外国語教育をめぐる国の改革は、

急速に動きつつある。平成 28 年度には新学習指導要領が示され、同時に小学校外国語活動

の新教材が配布されることが予定されている。その３年後の平成 30 年度には、新学習指導

要領先行実施に伴い、対応教材が新たに配布され、完全実施の平成 32 年度には小学校の英

語教科化に伴って教科書が配布される。

このように、今後の６年間の中でめまぐるしく変化していく外国語教育にあっては、せ

っかく作成したカリキュラムも、物によってはすぐに陳腐化してしまうことが予想される。

つまり、単に教材に示されている学習内容を順番に並べ、あたかもそれを順にこなせば目

標が達成されるかのようなカリキュラムであってはならないということである。

すでに、新学習指導要領の外国語／外国語活動の目標案は公表されている。それを見る

限り、これまでの学習指導要領に掲げられていた目標と比べ、その達成させるべき時期に

ついては早期化しているが、内容については一貫して「コミュニケーション能力」の育成

を目指している。つまり、学習内容は教材や教科書が変わるごとに変化しても、人と関わ

ることを大切にする子どもを育成するという目標の一貫性、そして、価値ある意味のやり

取りを行う中で、相手に思いが伝わった喜びや達成感を感じることができるようにすると

いう、指導方法の継続性は不変なのである。

以上のことから、来年度のカリキュラム改訂作業においては、授業の中で「何をやるか」

はもちろん示さなければならないが、それ以上に、「どうやるか」を具体的に示していく

必要があり、教師が授業を作る上で配慮すべきこと、工夫すべきこと、そして、どんな目

的を持って活動を設定したらよいかなど、学習内容が変化しても、このカリキュラムを参

考にすれば目指す授業像を描くことができるというものにしていかなければならないと考

える。そのためにも、今後も外国語教育に関する研究をさらに進め、できるだけ多くの教

員の授業づくりに資することができるよう、研鑽をしていきたいと考える。
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６ 音楽科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 音楽」(以下「指針」)を用いて、「〔共通事項〕を手掛かりとし

た学習指導の在り方」を理解することで、授業改善を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

(ｱ) 悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用及び活用方法の提案

５年経験者研修において、授業支援訪問とも関連させ、学習指導案と授業実践の両面

から関わっていく。

(ｲ) 大学における活用方法の検討及び活用

静岡大学における講義や演習等で「指針」を活用し、教員志望の学生の授業づくりに

対する理解を深める。また、活用した結果から、さらに「指針」で修正・補充していく

点を探る。

イ 検証の方法

(ｱ) 対象

５年経験者、大学生

(ｲ) 手順

a ５年経験者における研究

日 程 研究の対象となる活動 主な内容

平成 25 年５月 14 日 全体研修Ⅰ

・課題レポートより、今までの音楽科の授

業実践を振り返る。

・「指針」を基に〔共通事項〕を手掛かり

とした「題材構想」の立案について講義

する。

・「指針」の実践事例を参考にして、題材

構想を作成する。

平成 25 年５月

～平成 25年９月
授業実践Ⅰ

・学習指導要領解説、「指針」を基に、「付

けたい力」を明確にして、指導案を作成

する。

・指導主事が授業を参観し、事後研修で指

導・助言を行うことで、授業実践Ⅰにお

ける成果と課題を明確にする。

平成 25 年 10 月１日 全体研修Ⅱ

・授業実践Ⅰの成果と課題を共有する。

・「指針」の実践事例を基にして、〔共通事

項〕を手掛かりとした「題材の評価規準」

を作成する。

平成 25 年 10 月

～平成 26年２月
授業実践Ⅱ

・学習指導要領解説、「指針」を基に、「付

けたい力」を明確にして、指導案を作成

する。

・指導主事が授業を参観し、事後研修で指

導・助言を行うことで、授業実践Ⅱにお

ける成果と課題を明確にする。
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b 大学の講義における「指針」の活用

大学の授業において「指針」を活用し、教員を志望する学生の授業づくりに対する知

識や理解を深める。また、より求められている情報や資料等について検討し、修正・

補充に生かす。

(3) 研究の内容

ア 研究の経過 ～「５年経験者研修」における研究～

(ｱ) 全体研修Ⅰ

a 音楽科授業の実践の振り返り

課題レポートを基に、「授業実践で大切にしていること」「授業実践で課題として

いること・悩んでいること」について、グループ内で発表し合い、協議した。主な

内容について、以下に示す。

＜大切にしていること＞

・子どもたちが「音楽が楽しい」と思えるような活動の工夫

・子どもたちの興味・関心・意欲を高めるような工夫

・子ども同士が関わり合いながら学べる工夫

・けじめのある授業態度

・目当てを持って、達成感を味わえる授業

＜課題としていること・悩んでいること＞

・子どもたちの見取りや正しく評価する方法

・〔共通事項〕アの内容を、表現や鑑賞の活動の中でどのように扱っていったらよいのか。

・音楽の専門的知識の不足や技能面の指導

・教師主導ではなく、子どもの思いから生まれる活動にするにはどうしたらよいのか。

全体として、子どもたちが意欲をもち「音楽が楽しい」と感じられる授業や子ど

もたちが関わり合い、互いに高め合って学べる授業づくりを目指し、日々努力して

いることがうかがえた。

しかし、小学校の研修員は、音楽を専門として学んできていない研修員がほとん

どである。全般的に音楽の専門的知識の不足や音楽科の授業づくりに対する理解不

足からくる指導への不安が、課題として多く挙げられた。

b 「指針」の実践事例を参考にしての題材構想づくり(講義・演習)

前述のような研修員の状況も踏まえ、「指針」を基に、〔共通事項〕を手掛かりと

した「題材構想」の立案について、講義・演習を行った。

＜講義より一部抜粋＞
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講義の中で、「指針」の「参考事例の見方について」のページ（p.24～p.27）を紹介

し、「題材構想の仕方」のスライドと対応させながら、学年の目標、学年の指導事項、

題材で身に付けさせたい力を押さえた上で、〔共通事項〕を設定し、題材構想を作成す

ることを伝えた。

また、指導事項を押さえる際「指針」の「学習指導要領における内容の系統」のペー

ジ（p.19～p.22）を紹介し、学年間のつながりを意識することも伝えた。その後、「指

針」を参考にしての題材構想づくりの演習を行った。研修員は、自分の担当する学年、

領域の事例を参考にし、演習シートに書き込んでいった。（資料１ 参照）

小学校

中学校 グループ

第 ５ 学年

題材名
曲想を味わおう

題材構想

メ モ

だれかが口笛ふいた

キリマンジャロ

ハンガリ－舞曲

グル－プ用 （ ）

題材の目標（身に付けさせたい力）

題材観

平成２５年度 ５年経験者研修 演習：題材構想づくり

取り扱う
教材名

小学校

＜全体研修Ⅰのアンケートより＞

・身に付けたい力をはっきりとさせて、題材全体を構成していくことは分かったものの、〔共通事項〕

の取り扱いを考えると、悩むところがたくさんあった。これから、「授業づくり指針」を読み、理解

していきたいと思う。

・〔共通事項〕に気を付けながら、題材の研究をきちんと行う必要性を感じた。

・題材計画を立てる上で、学習指導要領の指導事項をきちんと確認し、〔共通事項〕を明確にすること

が大切であると感じた。

・題材構想、題材計画を立てることで、本時の授業の目標が見えてくるのだと分かった。指導案づく

りでは、「授業づくり指針」を見て、〔共通事項〕を意識するようにしたい。

・学習指導要領＝指導事

項と関連させる。

・題材全体を通して身に

付けてほしい資質や能

力を書く。

・学習指導要領にある指導事項につな

がる力（身に付けたい力）を子どもた

ちに図るための題材の価値を記す。

・〔共通事項〕に触れる。

等

資料１
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c 全体研修Ⅰについての考察

・「指針」を用いての演習は、題材構想における〔共通事項〕の意義・在り方につ

いて、研修員に考えさせる場となった。専門として学んできた教員はもちろんで

あるが、そうでない教員にとって「指針」は、教科の特性を生かしより効果的な

題材構想を立てるために、大変有効なものになったことがうかがえる。

・学習指導要領にある指導事項の押さえを確かにするためには、「指針」にある「内

容の系統」が大変役立つことに改めて気付く研修員もあった。これは、子どもた

ちに対して、付けたい力を保障していくことにつながると考える。

(ｲ) 全体研修Ⅱ

授業実践Ⅰの授業支援訪問を行った中で感じた顕著な点は、次のとおりであった。

＜価値付け＞

・学習指導要領の改訂の要点を意識し、言語活動を取り入れようと努力していた。

・学習指導要領の指導事項を意識し、教師の願いと絡ませて、題材を構想していた。

・題材で押さえる〔共通事項〕について、意識していた。

・本題材に至るまでの子どもの実態が書かれている。

＜課題＞

・題材を貫く〔共通事項〕ア（音楽を形づくっている要素）の数が多すぎる。

・題材で押さえる指導事項、そして教材に合った〔共通事項〕を設定したい。

・評価規準の書き方、評価の理解が今一歩である。

・子どもの思い、子どもの思考に沿った題材構想を立てたい。

これを受け、全体研修Ⅱでは、「指針」を基に、〔共通事項〕を手掛かりとした「題材

の評価規準」について、講義・演習を行った。

a 「指針」の実践事例を参考にしての、「題材の評価規準」づくり（講義・演習）

＜講義より一部抜粋＞
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講義の中で、「指針」の「参考事例の見方について」のページ（p.24～p.27）と、事

例の「評価規準例」を、スライドと対応させながら紹介し、題材で身に付けさせたい力

を押さえた上で、〔共通事項〕を手掛かりとした「題材の評価規準の設定」をすること

の大切さについて伝えた。

その後、授業実践Ⅱで行う予定の授業についての「題材の評価規準づくり」の演習を

行った。（資料２ 参照）

＜全体研修Ⅱのアンケートより＞

・評価は、児童の実態を把握し、教師が指導の改善に役立てることを意識したい。

・評価規準を明確にする活動は、今までやってこなかったので、大変勉強になった。

・題材構想においての評価規準設定例が「指針」にあることで、今後活用したい。

・「指針」をもとに評価規準の書き方を実際に演習したことにより、前よりも理解が深まった。

・付けたい力を明確にして、評価規準を考えていくことが大切であると知った。どの活動でどの

〔共通事項〕を考えながら指導に生かしていきたい。

・付けたい力を意識して、〔共通事項〕を押さえた授業を目指したい。

・いつも悩んでいる評価の方法、目標からずれない評価の仕方について教えていただき、とても

勉強になった。

・題材の目標、そして、〔共通事項〕等を意識しながら、評価規準を設定していくことの大切さ

が、「指針」を利用しての講義、演習を通して、改めてよく分かった。

b 全体研修Ⅱについての考察

・「指針」を利用しての評価規準作成の演習は、評価がもつ特性やその重要性につい

て研修員の理解を高めることができた。

・参考事例すべてに記載されている「評価規準例」が、様々な題材構想作成時におけ

る評価規準設定に、今後も参考になると考える。多くの題材構想、評価規準の作成

を行っていくことが、これらの理解を一層深め効果的な構想立案につながる。これ

が、指導力を高めることになると期待する。

「指針」を活用しての演習

資料２
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(ｳ) 授業実践Ⅱで、授業実践Ⅰから顕著な変容が見られた授業実践

（Ｓ小学校Ｕ教諭の実践から）

a「題材構想」の変容

授業実践Ⅰ

小学校２年生 音楽「はくにのって リズムをうとう」

（教材「いるかはざんぶらこ」）

〔共通事項〕リズム、拍の流れ、フレーズ、旋律

授業実践Ⅱ

小学校２年生 音楽「ようすをおもいうかべよう」

（教材「人形のゆめと目ざめ」「小ぎつね」「夕やけこやけ」）

〔共通事項〕音色、旋律、強弱、速度

【題材構想（抜粋）】

この題材はリズムに重点を置いている。主に学習指導要領で

は、「A 表現（１）のイ 歌詞の表す情景や気持ちを想像したり、

楽曲の気分を感じ取ったりし、思いをもって歌うこと。」、「（２）

のア 範奏を聴いたり、リズム譜などを見たりして演奏するこ

と。」、「音楽づくり（３）のイ 音を音楽にしていくことを楽し

みながら、音楽の仕組みを生かし、思いをもって簡単な音楽をつ

くること。」に関連している。

「いるかはざんぶらこ」は、いるかが泳いだり、ばったが跳ん

だりする様子を扱った楽しい歌詞である。子どもたちにとって親

しみやすい内容の歌詞であり、軽快な速度の曲である。最初に４

分休符が置かれ、「ウン」「タ」「タ」「タ」「タ」で始まる２小節

単位のフレーズで構成されていて、歌ったりリズムを打ったりし

ながら、３拍子の特徴を感じ取りやすい。 のリズムの上（「ウ

ン」「タン」「タン」）と下（「タン」「ウン」「ウン」）のリズムを

分担して手拍子や打楽器で打つ活動を通して、３拍子の拍の流れ

にのってリズムを打つことができるようにしていく。

【題材構想（抜粋）】

本単元における歌唱表現の学習は、歌詞が表す情景や場面を想像し、楽曲全体のイメージを膨らませながら表現を工夫し、どの

ように歌うかについて自分の思いをもって歌うことがねらいである。これは、学習指導要領の指導事項の「A 表現（１）のイ 歌

詞の表す情景や気持ちを想像したり、楽曲の気分を感じ取ったりし、思いをもって歌うこと。」と関連している。

本時の教材曲である「夕やけこやけ」は、歌詞が夕やけの場面をわかりやすく描写しており、お寺の鐘の音や家路につく子ども

の様子、巣に帰るからすの様子など、児童が想像力を膨らませて情景を捉えやすい。また、１番から２番への時間の経過も捉えや

すく、対比して表現しやすい教材である。「夕やけこやけ」の学習では、歌詞が表している、１番の音のにぎやかさと２番の音の

静けさの対比から情景の変化を捉え、音楽を形づくっている要素と結び付けて表現の工夫をすることによって、「こういうふうに

歌いたい」という自分の考えや願いを具体的にもって歌えるようになってほしいと願っている。そのために、本時では、教科書の

挿絵を見たり、情景を表す写真を見たり、歌詞を朗読したりしながら、「その情景からどんな音が聞こえてくるか」と投げ掛け、

音に注目して、歌詞を読み込んでいくようにしていく。子どもたちは、聞こえてくるいろいろな音を、思い思いに発表するであろ

う。そこで、「音楽のまほうをかけて、自分たちの『夕やけこやけ』をつくろう」という主発問を投げ掛ける。「音楽のまほう」、

つまり、音楽を形づくっている要素の中から、強弱や音色、速度などを工夫のポイントとして挙げ、具体的にどのような工夫をし

たいのかを、子どもたちが思い描いている情景と結び付けて考えていく。そして、考えた表現を、要素ごと色別にして付箋に書き

込み、グループごとに拡大歌詞に貼り付けていくようにしたい。…

Ⅰでは、学習指導要領の指導事項

は押さえているが、それが、教材や

〔共通事項〕とどう関連し、子ども

の思考とどうつながっていくかにつ

いては書かれていない。また、主に

技能的な指導の面にしか触れていな

い。

Ⅱでは、教材の価値の分析が、学習指導要

領の指導事項、つまり、身に付けさせたい力

に照らし、具体的になっている。それに伴い、

明確になった〔共通事項〕と、子どもの思い、

教師の願いとを絡ませながら、題材構想して

いる。これは、全体研修Ⅱで「指針」の事例

を参考にしながら、「評価」の研修を行った

ことにより、評価を意識するようになったこ

とにもよると思われる。
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b「題材の評価規準」の変容

授業実践Ⅰ

４ 題材の目標

・リズム譜に親しみ、拍子を感じ取りながら、簡単なリズムを演奏することができるようにする。

・リズム伴奏にのって、歌ったり楽器を演奏したりすることができるようにする。

ア リズム譜に興味をもって、歌ったりリズムを打ったりする学習に楽しんで取り組もうとしている。

（音楽への関心・意欲・態度）

イ 範唱やリズム伴奏などから拍子の感じを感じ取って、歌い方や演奏の仕方を工夫している。

（音楽表現の創意工夫）

ウ リズム譜を見て、拍の流れにのりながら楽器を演奏したり、音楽の仕組みを生かしながら、簡単なリズ

ムで音楽をつくったりしている。 （音楽表現の技能）

授業実践Ⅱ

音楽への関心・意欲態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

①「人形のゆめと目ざめ」

の楽曲全体にわたる気分

を感じ取って聴く学習に

進んで取り組もうとして

いる。

②「小ぎつね」の気持ち

を想像し、思いをもって

歌う学習に進んで取り組

もうとしている。

③「夕やけこやけ」の歌

詞の表す情景を想像し、

思いをもって学習に進ん

で取り組もうとしてい

る。

②問いと答えを聴き取

り、それらの働きが生み

出すよさや面白さなどを

感じ取りながら「小ぎつ

ね」の気もちを想像して

歌い方を工夫し、どのよ

うに歌うかについて自分

の考えや願いをもってい

る。

③音色、旋律、速度、強

弱を聴き取り、「夕やけこ

やけ」の表す情景を想像

しながら、歌い方を工夫

し、どのように歌うかに

ついて自分の考えや願い

をもっている。

②「小ぎつね」の気持ち

や楽曲の気分に合った表

現で歌っている。

③声の出し方に気を付け

て「夕やけこやけ」の歌

詞の表す情景に合った表

現で歌っている。

①速度や強弱などに気を

付けて「人形のゆめと目

ざめ」の楽曲全体にわた

る気分を感じ取ったり、

場面を想像豊かに思い浮

かべたりしながら聴いて

いる。

５ 題材の評価規準 共通事項（ 音色 旋律 速度 強弱 ）

Ⅱでは、学習指導要領の指導事項に基づき、題材で扱う教材ごとの具体

的な評価規準が設定された。題材を貫く〔共通事項〕も焦点化された。つ

まり、指導と評価の一体化が図られ、教材ごとの教師の指導の押さえ、子

どもたちの学びの視点が明確になった。

実際の授業でも、共通の視点に基づいて自分の思いを喜々として仲間と

伝え合い、実際に音で試行錯誤しながら、表現の工夫に主体的に取り組む

子どもたちの姿が見られた。

Ⅰでは、題材

の目標に、題材

の評価規準が混

在しており、評

価規準は漠然と

している。
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イ 研究の経過 ～大学の講義での「指針」活用における研究～

静岡大学教育学部北山敦康教授に、「音楽科教育法」（常葉大学短期大学部専攻科（音楽）

「音楽科教育研究」兼任）を受講している学生たちの、学習指導案作成のための講義にお

いて、「指針」を活用していただいた。

以下に、主に取り上げていただいた五つの指針の項目に対しての教授の思いや学んだ学

生たちの姿などをまとめた。

(ｱ) 学習指導要領（音楽科）の変遷（p.９～10）

学習指導要領の精神、意義、価値を学生たちに理解させる上で、大変役立った。学習

指導要領の改訂で、学力の３要素が重視される中、音楽科の学習における基礎的、基本

的内容の総体である学習指導要領の歴史を知る意義は大きい。学習指導要領の歴史の中

で、今こそ「基礎」の教育の価値が見直されるべきであり、音楽科における基礎学力が

子どもたちの成長に欠かせないことを学生たちが自覚できた。

(ｲ) 学習指導要領の音楽科の目標・学年の目標・指導内容の系統（p.18～22）

小学校、中学校及び高等学校での音楽科の学習全体を見通して、それぞれの校種や学

年での学習内容がそれ以前の学習内容とどのように関連するかを、一覧にして見やすく

示してあるので、系統性について大変理解しやすいものとなっていた。

(ｳ) ハンドサインと移動ド唱法（p.85～86）

学生たちは、楽器の演奏に関しては、かなり高いレベルでの読譜ができるが、これは、

ソルフェージュに裏付けられたものではない。小・中学校の段階で、楽器の音に頼って

読譜をし、自分の身体で音をつくるという習慣が少なかったためと考えられる。移動ド

唱法の最大のメリットは、「相対的な音感の獲得を通して良い耳をつくる」ことである。

つまり、ある音を音楽的文脈の中で関係性をもって感じ取ることのできる能力を育成で

きることである。ハンドサインは、ドレミのシラブルとともに歌いながら用いられる。

ハンドサインと「移動ド唱法」を学ぶことによって、そのプロセスの中で「読譜力」の

獲得ができる。「指針」の具体的な図を用いての解説は、学生たちにとって大変有効なも

のとなった。「自分が小学生の時にもこうして歌いたかった。」と感想を漏らすことも少

なくなかった。楽しい方法で学べることこそが、楽譜を読めるようになりたいと思う心

につながっている。学習指導要領の実施における小学校の読譜指導が、まず「移動ド唱

法」の「ドレミで歌う」ことから行われることが望ましい。将来、教員となる学生たち

にとって踏まえておきたい事柄である。

＊注釈 ソルフェージュ＝読譜唱法力、聴音能力などの音楽の基礎的な力

シラブル＝音節 音のまとまり

(ｴ) 用語解説（p.118～121）

学習指導要領解説 音楽編に掲載されている用語を抜粋して示しているが、〔共通事

項〕をはじめ、用語や文言の解説がわかりやすくまとめてあるので、学生からは好評で

ある。

(ｵ) 授業づくり規準（音楽科）（p.122～123）

学習指導案作成時には、学習指導力と教科指導力におけるＰＤＣＡサイクルとその観

点について意識化し、常にチームで検証する仕組みを講じている。授業づくりにおいて、

十分でない学生にとっては、作成のための観点を示すものであり、どんな場においても、
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この規準に立ち返る姿勢を心掛けることになった。初任者として教壇に立った時にも大

切にしたいという願いにもつながっている。

今後に向けては、学習指導案を作成する際、学生は「教材」のみを意識してしまい、

「題材」というまとまりとして捉えられない傾向があるので、「年間指導計画例」を「指

針」に補充したい。

ウ 研究の経過 ～今後のさらなる「指針」活用に向けて～

教科等指導リーダー研修会での年間指導計画づくり（講義・演習）

イの「大学の講義での『指針』活用における研究」を通してだけでなく、各学校への訪

問指導で学習指導案について指導をする際、多くの先生方が年間指導計画の中で題材を意

識できる力をもつ必要性を強く感じた。そこで、教科等指導リーダー研修会で、各地区の

核となる先生方に年間指導計画作成の講義を行い、それに基づいて自校の年間指導計画を

見直し、修正及び作成をしていただいた。

以下に示した事例を参考に、「指針」に「年間指導計画例」の補充をしていきたいと考え

ている。

＜「年間指導計画」の講義より一部抜粋＞

(4) 研究のまとめ

年
間
指
導
計
画
例

（
○
○
中
学
校
）
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ア 成果

(ｱ) ５年経験者研修の全体研修Ⅰ、Ⅱのアンケート、また、授業支援訪問での研修者への指

導の際の聞き取り等から、「題材構想」をする際、ほとんどの研修員が「指針」を活用した

ことがわかった。これは、「指針」を活用しての研修・演習の実施や訪問時での支援による

ものと考える。また、すべての学年における各領域ごとの構想案を、提示したからとも思

われる。

(ｲ) 経年研修の学習指導案づくりの講義・演習で、「指針」を活用することにより、学習指導

要領改訂で重視されている〔共通事項〕を手掛かりとした「題材構想」や「題材の評価規

準」設定において、研修員に変容が見られた。授業実践Ⅰでは、押さえたい〔共通事項〕

に焦点が当てられず、結果的に付けたい力を培う指導には至らなかった。しかし、授業実

践Ⅱにおいては、〔共通事項〕を介しての題材の立案を見ることができた。そのため、子ど

もたちは自らこの視点を用いて学びを進めることができた。こんな学びが、ひいては付け

たい力の定着を生むことにつながっている。授業改善の手応えを感じた。

(ｳ) 大学生や音楽の指導に不安を感じる先生方にとって、「指針」にある学習指導要領の変遷

や小中高の系統をおった内容は、音楽科の土台を踏まえる上で大変効果的であった。また、

用語や授業づくり規準は、一目で理解できるものであり、学習指導における基礎的知識が

学べる有効な資料となっている。

イ 課題

(ｱ) ５年経験者研修の在り方が変更され、実際の授業参観において変容を確かめることはで

きない。今後は他の経年研修において、講義・演習に活用することで、補充すべき点につ

いて把握していく。

(ｲ) 「題材」をまとまりとして捉え、１年を通した中でそれぞれの「題材」を効果的に位置

付けて、指導を考える必要がある。そのためには「年間指導計画例」を今後、補充してい

く。また、「評価と結びつけた年間指導計画例」の補充も模索していきたい。適切な評価こ

そ、子どもたち個々を確かに見取っていくことになり、これをもとに指導の在り方を見直

すことが真の授業改善になるからである。

(ｳ) 「指針」は各校に１冊のみの配置であり、まだまだ周知されていない。今後、さらに周

知していくための環境を整えていく必要がある。そのためには、各教育事務所における学

校訪問や学校等支援研修において、授業づくりや校内研修などで活用するなど、何らかの

形で声掛けしていくことで、より「指針」の活用の充実を図ることができると考える。
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７ 図画工作科／美術科

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 図画工作／美術」（以下「指針」）を用いて、図画工作科／美術

科において、育成したい資質や能力を伸ばすための指導と評価についての理解を深めることで、

授業改善や教員の資質向上を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

図画工作科／美術科における育成したい資質や能力とは、学習指導要領及び同解説の目標

や内容に示されたものを指す。具体的には「造形（美術）への関心・意欲・態度」「発想や構

想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の能力」の４点を指し、それぞれの観点の趣旨をしっかり

と押さえた上で授業づくりを行うことが重要である。

本県における図画工作科／美術科の授業づくりの特徴として、地域の素材（自然環境や伝

統工芸等）を生かした題材の設定や子どもの活動意欲を引き出すための導入の工夫などが挙

げられる。本県の教員はこの点に力を入れ指導を重ねてきた結果、子どもが造形活動を楽し

む姿が多く見られるようになった。しかし、育成したい資質や能力への理解が十分でないた

めに、作品を完成させることが授業の第一の目的となり、子どもは楽しく活動しているが、

一体どのような力が身に付いたのか分からない、といった授業も見受けられる。そこで、授

業の中で子どもたちが主体的に作品と向き合っている際に発揮している資質や能力をしっか

りと捉え、指導や支援を行っていくことが授業改善につながると考えた。

そこで、研究の柱を以下の２点に設定し、研究を進めていくこととした。

１本目の柱として、「５年経験者研修」の全体研修Ⅰ・Ⅱにおいて、「指針」の内容を基に

講義や演習を構成し、それらが授業実践Ⅰ・Ⅱへとどのように反映され、図画工作科／美術

科の授業改善へとつながっていくのかを検証する。

２本目の柱として、「大学での『指針』の有効な活用方法」について、静岡大学教育学部の

学生に対して、「指針」の内容を基に講義や演習を行うことで、教員を志す学生の意識の変化

について検証する。

イ 研究の計画

(ｱ) 「５年経験者研修」における研究の計画【対象者：平成 25年度５年経験者 24 人】

日時
研究の対象

となる活動
主な内容

平成 25 年

５月 14 日
全体研修Ⅰ

・図画工作科／美術科の授業実践の振り返り

・「指針」を基に育成したい資質や能力についての講義

・「指針」の実践事例を基に、題材構想の作成

平成 25 年

５月～

平成 25 年

９月

授業実践Ⅰ

・学習指導要領及び同解説と「指針」を基に育成したい資質

や能力を明確にした学習指導案の作成

・授業実践Ⅰにおける成果と課題の明確化

平成 25 年

９月

「指針」の活用

アンケート
・「指針」の活用状況の把握

平成 25 年

10 月 1 日
全体研修Ⅱ

・授業実践Ⅰの成果と課題を共有

・「指針」の実践事例を基に「鑑賞活動」「造形遊び」の実

技演習
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平成 25 年

10 月～

平成 26 年

２月

授業実践Ⅱ

・学習指導要領及び同解説と「指針」を基に育成したい資質

や能力を明確にし、指導と評価の一体化が図られた学習指

導案の作成（授業実践Ⅰの課題を基に授業改善を図る）

・授業実践Ⅱにおける成果と課題の明確化

(ｲ) 「大学での『指針』の有効な活用方法」における研究の計画

【対象者：平成 24年度静岡大学教育学部２年生 24人

（教員養成課程 美術専修 11人 芸術文化課程 美術デザイン専攻 13 人）】

日時
研究の対象

となる活動
主な内容

平成 24 年

11 月１日

＊美術科教科

内容指導論Ⅰ

第１回

・「指針」を基に、学習指導要領のポイント、育成したい資

質や能力についての講義

・「指針」の実践事例を基に「造形遊び」の体験

平成 24 年

12 月 13 日

＊美術科教科

内容指導論Ⅰ

第２回

・グループ内で「木切れや釘」を材料としてつくった試作品

と題材構想の紹介

・図画工作科／美術科の授業づくりにおいて大切にしたいこ

とについての講義

平成 25 年

１月 17 日

＊美術科教科

内容指導論Ⅰ

第３回

・作成した「木切れや釘」を材料とした題材構想の発表会

平成 25 年

２月

「指針」の活用

アンケート
・「指針」の活用を通して、学んだことの把握

＊「美術科教科内容指導論Ⅰ」では、学習指導要領の内容を踏まえ、授業に必要な基礎的学習

と題材開発の技術を体得し、実践につなげることを目的としている。

(3) 研究の内容

ア 研究の経過① ～「５年経験者研修」における研究～

(ｱ) 全体研修Ⅰ（平成 25年５月１日）

ａ 図画工作科／美術科の授業実践の振り返り

研修員が作成した課題レポートを基に、自身の授業実践を振り返り、今まで大切にし

てきたことや現在抱えている課題・悩み等をグループ内で互いに発表した。主な内容に

ついて、以下に示す。

ｂ 育成したい資質や能力についての講義

研修員の実態としてほとんどが小学校の教員であること、また、図画工作科の学習指

導案を今までに作成した経験がないことなどが挙げられる。そのため、まず授業を通し

て、子どもに身に付けさせたい資質や能力をきちんと理解することが必要だと考え、「指

針」を活用して講義を行った。【資料１】

＜大切にしてきたこと＞

・子どもの作品への思いを大切にした、指導や支援を心掛けている。

・子どものよさを認め、できるだけ具体的に褒めるようにしている。

＜課題・悩んでいること＞

・子どもの作品に対して教師がどのように関わっていけばよいのか、困っている。

・評価の仕方に自信が持てず、作品の出来栄えに頼ってしまっている。
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【資料１】全体研修Ⅰの講義で使用した「指針」資料 p.117～p.120

ｃ 「指針」の実践事例を参考にしての題材構想づくり

授業づくりで大切にしたいことは、題材を通して育成したい資質や能力を明確にする

ことである。そのため全体研修Ⅰの講義内容を受け、育成したい資質や能力を明確した

題材構想づくりの演習を取り入れた。「指針」には各学年や各領域に対応した実践事例

が掲載されているために、それを参考にしながらグループで決めた題材について、学習

指導要領との関連を確認しながら、題材目標を設定したり、評価規準の作成を行ったり

した。

ｄ 全体研修Ⅰのアンケートより

(ｲ) 授業実践Ⅰ（平成 25 年５月～９月）

ａ 題材を通して育成したい資質や能力を明確にした学習指導案の作成

研修員各自が所属校において、学習指導案を作成した。小学校の研修員のほとんどが、

今までに図画工作科の学習指導案を作成した経験がなく、目標や評価の設定、本時の子

どもの表れや教師の具体的な支援など、研修員は子どもの実態や題材の特徴を生かして

題材の構想を練ることの難しさを実感した。

ｂ 授業実践Ⅰにおける共通する成果と課題（授業実践シートから指導主事が整理）

・図工について基礎知識があまり無かった私にとって、「指針」はとても参考になった。

・「図画工作科の目標と授業づくりの基本」では、図工で大切にすべきことを理解した。演習

ではそれを踏まえて、具体的に題材構想を練ることができ勉強になった。

・まず子どもにどのような力を付けさせたいかをじっくり考える必要があると強く感じた。

また、児童の見取り方、評価等についても「指針」から具体的に学ぶことができた。

・題材構想づくりでは評価規準、評価方法の設定の仕方を詳しく教えてもらい、コツをつか

むことができた。具体例があったこともよかった。育成したい資質や能力を明確にして魅

力ある授業を実践していきたい。

＜考察＞

全体研修Ⅰでは、「指針」の内容を周知し、授業実践に向けて積極的な活用へとつなげ

ることができた。また、下線部の記述からは、研修員の育てたい資質や能力を明確にした

授業づくりへの意識の高まりが感じられる。

＜成果＞

・学習指導要領を基に、子どもたちの実態の把握や試作品づくりを通しての題材研究などに

熱心に取り組み、題材を通して付けたい力をきちんと押さえるように心掛けていた。

・導入時に工夫を凝らして、子どもたちの活動への意欲を高めていた。

・友達同士の自然な対話から、新たな発想を引き出そうという手立てが見られた。
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(1) 「学力の三つの要素」との関連

○図画工作科の「造形への関心・意欲・態度」，美術科の「美術への関心・意欲・

態度」は，主に学力の三つの要素の「主体的に学習に取り組む態度」に対応して

います。

○「発想や構想の能力」は，主に学力の三つの要素の「思考力・判断力・表現力」

に対応しています。

○「創造的な技能」は，主に学力の三つの要素の「基礎的・基本的な知識・技能」

に対応しています。

○「鑑賞の能力」は，「知識・理解」の点では，主に学力の三つの要素の「基礎的・

基本的な知識・技能」に，子どもが考えたり判断したりする点では，主に学力の

三つの要素の「思考力・判断力・表現力」にも対応しています。

(2) 観点の趣旨について

黙々 と静か に取 り組ん

でいることが，関心・意

欲・態度なのですか？

11 評価について

【造形への関心・意欲・態度】の趣旨

自分の思いをもち，進んで表現や鑑賞の活動に取り組み，つくりだす喜びを味わお

うとする。…小学校

【美術への関心・意欲・態度】の趣旨

美術の創造活動の喜びを味わい，主体的に表現や鑑賞の学習に取り組もうとする。

…中学校

「造形への関心・意欲・態度」(小) 「美術へ

の関心・意欲・態度」(中)は，自分の思いを持

って，進んで表現や鑑賞の活動に取り組むこと

やその過程や結果においてつくりだす喜びを

味わっている子どもの姿を評価する観点です。

「造形(美術)への関心・意欲・態度」は，それ

自体を取り出して捉えるというよりも「発想や

構想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の能力」と

関わり合って把握することが重要です。学習活

動の特性や題材の関連などを考慮しながらど

のような姿を子どもの主体的な姿と捉え，どの

ような方法で評価するかを明確にする必要が

あります。

つ ぶや き なが ら夢

中 にな っ て取 り組

んだり，友達の作品

を 鑑賞 し たり する

こともあります。

数や量，結果だけの評価ではな

く，学びの質を取組の過程から

評価することが大切です。

忘れ物をした回数や，完成した

作品の 出来 映えだけ で評 価し

ていいのですか？

118

隣のクラスの図工作品は，とて

も○年生とは思えない構図の作

品が，ずらりとならんでいて，

うらやましい。でも…？

評価もいいはずだわ。

【発想や構想の能力】の趣旨

感じたことや材料などを基に表したいことを思い付いたり，形や色，用途などを考

えたりしている。…小学校

感性や想像力を働かせて豊かに発想し，よさや美しさなどを考え心豊かで創造的な

表現の構想を練っている。…中学校

「形や色，材料，用途などを基に，自分の表したいことを思い付いたり，いろ

いろ考えながら表現に見通しを持ったりしている子どもの姿を評価する視点

です。

設定する題材の，どの場面で，どのような方法で評価するのかを明確にする必

要があります。

また，基本的には，製（制）作の過程や完成した作品，アイデアスケッチなど

造形的に表現されたものや子どもの姿から読み取ることになります。しかし，

技能が伴わない子どももいるため，表現意図を書いたワークシートや感想文と

作品を照らし合わせて評価をするなどの工夫も必要です。

作品のモチーフ，手順，構図な

どを詳しく指示しているから，

みんな同じような作品ができ

ている。それでよいのかな？

子どもの発達の段階を押さえるとともに，子どもに指示を多

く出し，子どもの表現したいことや発想をせばめてしまわな

いように心掛け，評価しましょう。評価が教師で変わること

のないように，教員同士の共通理解を図ることも大切です。

子どもが表現したいことを子どもの思いで構想していくこ

とのできる授業づくりをし，評価することが大切です。
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写真やモチーフを正確に写しとる

ことだけについて評価しています

が，いいのでしょうか？

技能を評価するために，釘を正

確に打 ち 込む こと がで きる の

か，テストしてみようかな…？

【創造的な技能】の趣旨

感覚や経験を生かしながら，表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を

工夫している。…小学校

感性や造形感覚などを働かせて，表現の技能を身に付け，意図に応じて表現方法な

どを創意工夫し創造的に表している。…中学校

自分の表したいことに応じて，感覚や経験を生かしながら材料や用具を用いた

り，表し方を工夫したりしている子どもの姿を評価する視点です。

「創造的な技能」の観点は，小学校では，Ａ表現(1)「造形遊び」と(2)「絵や

立体，工作」の事項ウに，中学校では，Ａ表現(3)に対応しています。発想や構

想したことを材料や用具などを活用し，創意工夫しながら具体的な作品に表現

していく力です。

このことを踏まえながら，子どもが発揮している「創造的な技能」と題材で用

いる材料や用具，あるいは表現方法などとの関連を明確にしましょう。

「創造的な
．．．．

技能」ですから，単に材料や用具を使う力ではありません。

子どもの表現したいことを，子ども自身が工夫し，創造

的に表していることを評価しましょう。教師の描かせた

いものやつくらせたいものを，子どもの手を借りて製

（制）作させてしまっていないか，再考しましょう。

単に技能ではなく，創造的な
．．．．

技能です。例えば，曲がっ

た釘をあえて生かして表現する姿，釘の長さの違いを生

かして表現する姿などもあります。子どもの創意工夫を

見取りましょう。

120

(3)〔共通事項〕との関連

〔共通事項〕は，「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」の指導を通して，二つの事項を指導すること

としています。評価においても単独で行うのではなく，「発想や構想の能力」「創造的

な技能」「鑑賞の能力」の中に含めて，評価することになります。

観点の趣旨の中にある「感性や創造力を働かせて」が〔共通事項〕アイの事項の内

容と関連しています。

例えば，発想や構想の場面で「感性や想像力」を働かせて，形や色彩から温かさや

優しさを感じ取ったり，対象の全体的なイメージを捉えたりして〔共通事項〕を十分

に意識しながら発想や構想をすることにより，「発想や構想の能力」が豊かに育成さ

れることになるため，〔共通事項〕を意識して評価する必要があります。

その他①（評価規準の語尾）

「味わおうとしている」「思い付いている」「考えている」「使っている」「工夫

している」「気付いている」「捉えている」「感じている」など，題材全体の評価

規準，１時間ごと(時間続きの場合もあります。)の評価規準の語尾は，「～して

いる」になります。作品づくりの過程などを含めて評価するという意味が込め

られています。

【鑑賞の能力】の趣旨

作品などの形や色などから，表現の面白さを捉えたり，よさや美しさを感じ取った

りしている。…小学校

感性や想像力を働かせて，美術作品などからよさや美しさなどを感じ取り味わった

り，美術文化を理解したりしている。…中学校

美術作品や自他の作品などの形や色などから表現の面白さを感じたり，よさを

把握したりしている子どもの姿を評価する観点です。

「鑑賞の能力」については，子どもが自分の作品を見つめている場面や美術作

品の前で語り合っている場面などで，子ども自身が何を美しいと感じ，何をよ

いと考えているのかを具体的に捉える必要があります。

その際，〔共通事項〕で示した形や色，イメージなどが有効な手掛かりとなり

ます。例えば，〔共通事項〕の視点からワークシートや発問などを具体化する

ことができます。

鑑賞の学習活動は，言語を用いて行われることが一般的です。そのため文章力

に評価が影響されないように，キーワードになっている言葉を見ていくなどの

工夫が必要です。

その他②（評価の負担軽減）

評価が負担となり，子どもたちに笑顔で接したり，適切な支援をしたりするこ

とができなくなってしまっては本末転倒です。評価において何が大事かを見極

めて分かりやすく簡素にすることも解決の手だての一つです。また，一人の教

師で抱え込まず，校内や地域で計画的，組織的に取り組むことも大切です。
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(ｳ) ５年経験者による「指針」の活用アンケート

このアンケートを通して全体研修Ⅰ、授業実践Ⅰを終えた段階での研修員の「指針」の

活用状況を把握するとともに、全体研修Ⅱ、授業実践Ⅱに向けてより有効な活用方法を見

出すための資料として役立てた。【表１】

【表１】５年経験者による「指針」の活用状況

アンケート結果から、授業づくりにおいて、学習指導要領で示されている教科の目標や

学年の目標、領域ごとの目標など（赤枠①）を大切にしていることが分かった。この部分

を大切にすることは、まさに付けたい力を教師が明確に持つことにつながり、授業づくり

の要となる。また、事例や評価（赤枠②）についても関心が高いことが明らかとなり、研

修員がより具体的で、日々の授業にすぐに生かせる資料を求めていることが分かった。課

題（青枠③）としては、年間を通して指導を見直していくといった意識が低いこと、表現

領域に比べ、鑑賞領域への関心が低いことの２点が挙げられる。

(ｴ) 全体研修Ⅱ（平成 25年 10 月１日）

ａ 授業実践Ⅰの成果と課題の共有

授業実践Ⅰに対して、授業実践シートや「指針」の活用アンケートの記述から、研修

員に共通する成果と課題についてまとめた。それらの内容と「指針」の巻末に資料とし

て掲載されている「授業づくり規準（図画工作／美術／芸術（美術・工芸）科）」の項

目（【Ｐ構想】【Ｄ展開】）とを照らし合わせて、講義を行った。【資料２】
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＜どのような場面で「指針」を活用したか＞

・学習指導案作成の際、目標や評価について考えるときに参考にした。

・評価について不安な点があったので、「評価について」を参考に授業を構想した。また、「Ｑ

&Ａ」も同じく参考にした。

・具体的な事例が掲載されているので、授業の大まかな流れや注意点など授業づくりのイメ

ージを広げる際に役立った。

＜授業づくりで大切だと思ったことや感想等＞

・題材研究や子ども理解も大切だが、まずは学習指導要領をよく読み、付けたい力を明確に

して授業づくりをすることの大切さが分かった。

・事前に試作等を行い、何を指導し、それをどう評価するのか、教師がゆとりを持って指導

や支援ができると子どもの活動が充実することが分かった。

・評価では、作品の結果だけを求めるのではなく、生き生きと取り組む子どもの姿をしっか

り見取り評価していくことが大切だと感じた。

＜課題＞

・付けたい力に向かう有効な指導や支援の在り方について考えることが必要である。

・グループ活動や言語活動を取り入れることが目的化され、子どもの思いとずれを感じる実

践もあった。

・授業実践Ⅱに向けて、指導と評価の一体化が図られた授業づくりが求められる。
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【資料２】全体研修Ⅱで使用した講義資料（【Ｄ展開】）

ｂ 「指針」の実践事例を基に、「鑑賞活動」及び「造形遊び」の実技演習

「指針」には、表現領域、鑑賞領域で取り上げられる主な題材の実践事例を紹介して

いる。授業実践Ⅰの学習指導案や授業参観から、課題点について講義等で改善案を伝え

るだけでなく「指針」の実践事例を実際に体験しながら、研修員自らが自己の課題点に

ついて考える方が授業実践Ⅱに向けてより効果的であると判断し、「鑑賞活動」及び

「造形遊び」の実技演習を取り入れた。【資料３】【写真１】

ｃ 全体研修Ⅱのアンケートより

(ｵ) 授業実践Ⅱ（平成 25年 12 月 13 日）

ａ 育成したい資質や能力を明確にし、指導と評価の一体化が図られた学習指導案の作成

授業実践Ⅰの課題や全体研修Ⅱの内容を受け、学習指導案を作成した。授業実践Ⅰの

学習指導案と比べ、題材間のつながり、子どもの実態等の把握から、題材を通して育て

たい資質や能力を明確にして、指導と評価の一体化が図られた学習指導案が作成された。

特に、試作から具体的な子どもの表れを予想し付けたい力に向かう支援を考えたり、美

・実技演習では、子どもの気持ちになって楽しめた。「もっとやりたい」「一緒につくると楽し

い」という思いを体感し、授業でもこんな図工の時間を大切にしていきたいと思った。

・「指針」の実践事例を基に具体的な活動を交えての研修だったので、より分かりやすかった。

次の授業では今まで学んできたことを生かせるようにがんばりたい。

・演習で様々な体験ができ、鑑賞活動や造形遊びの楽しさがよく分かった。授業実践Ⅰの課題

もはっきりして、授業実践Ⅱをがんばろうという気持ちがとてもわいてきた。

・課題が明確になり、どんなことを意識して実践していけばよいか分かった。「指針」を基に

様々な事例について、具体的な資料や演習等で教えていただき参考になった。

〈考察〉

「指針」の実践事例を基に実技演習を行い、活動中に発揮されている資質や能力について

自身で考えるよい機会となった。下線部の記述からは、授業実践Ⅰにおける成果と課題を明

らかにしたことで授業実践Ⅱに向けての具体的な目標を持つことができたことが分かる。

【資料３】実践事例「新聞紙とともだち」 【写真１】造形遊び「新聞紙とともだち」の実技演習の様子

「指針」

巻末資料

p.135
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術館との連携に目を向け実践につなげたりする等、授業改善への意識が強く感じられた。

ｂ 授業実践Ⅰから顕著な変容が見られた授業実践

ｃ 美術館との連携を図った授業実践

〈題材名〉「美術館に行こう！」

「指針」には、静岡県内の美術館との連携例が紹介されている。右

の連携例【資料５】を参考に、身近な地域の美術館であるベルナール

・ビュフェ美術館と連携した小学校の鑑賞の授業実践が行われた。

様々なものに興味を示す、４年生の子どもたちの実態を捉え、ビュ

フェの独特な画風の絵の鑑賞から、子どもたちは想像力をふくらませ

ながら、たくさんの気付きや感想等、根拠を示しながら伝え合い、目

標へと迫っていった。また、鑑賞を独立して扱う題材として、育てた

い資質や能力を「造形への関心・意欲・態度」と「鑑賞の能力」の２

点に絞り込んで指導し評価につなげるなど、指導と評価の一体化が図

られた授業実践となった。【資料６】

〈題材の目標〉

身近にある美術品に関心を持ち、作品

のよさや面白さに触れ、見方や感じ方

を深める。

〈題材の評価規準〉

・ビュフェやヴァンジの作品に関心を持ち、作品のよさや面

白さを自分の思いを持って味わっている。【造形への関心・

意欲・態度】

・作品に対する見方を広げながら話し合い、作品の表現の面

白さを捉え、よさを感じ取っている。【鑑賞の能力】
【資料６】指導と評価の一体化が

図られた題材の目標と評価規準

【資料５】「指針」に掲

載されている連携例

授業実践Ⅰの概要と課題

〈題材名〉「アートたんけんたい」

毎日過ごしている身近な場所から形や色

を捉え、よさや面白さを感じ取らせるため

に、デジタルカメラを用いて撮影し鑑賞につ

なげるという題材である。普段見ている何気

ない景色を切り取る活動は、子どもたちにと

ってとても魅力的な題材であった。

〈課題〉

・題材を通して付けたい力を意識した構想

となっていない。

・子どもの発達段階や興味・関心等を含め、

子どもの実態を押さえた学習問題になっ

ていない。

・鑑賞とはどのような学習活動かを理解し、

子どもたちの表れをどのように価値付け

評価していくのか明確ではない。

授業実践Ⅱの概要と成果

〈題材名〉「クミクミだんだん広がれダンボール」

段ボールと段ボールカッターを使い、切って

つなぐ活動を通して、イメージを広げていく題

材である。扱う素材は段ボールのみという限ら

れた条件の中での活動が、子どもの思考判断を

促し、より主体的な表現につながっていった。

【写真２】

〈成果〉

・レディネス調査から子どもの実態を押さえ、

本時で願う子どもの姿を作成し、授業に生か

していた。【資料４】

・付けたい力「創造的な技能」を押さえ、明確

な意図を持った上での授業構想が立てられ

ていた。そのため、子どもたちに寄り添い価

値付けをすることができ、指導と評価の一体

化が図られていた。

【資料４】レディネス調査から本時で願う子どもの姿（授業実践Ⅱ学習指導案） 【写真２】授業実践Ⅱの様子
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ｄ 授業実践Ⅱにおける共通する成果と課題（授業実践シートから指導主事が整理）

イ 研究の経過② ～「大学での『指針』の有効な活用方法」における研究～

(ｱ) 美術科教科内容指導論Ⅰ（第１回）（平成 24年 11 月１日）

ａ 「指針」を基に学習指導要領のポイント、図画工作科／美術科において「育成したい

資質や能力」についての講義

学生たちに「指針」を紹介した。紹介した主な内容は以下の通りである。

これらの「指針」の関連するページを学生一人一人

に配布して示し、学習指導要領の改訂のポイント等を

指導主事が説明した。【写真３】子どもの活動の様子や

作品等の映像を見せながらの講義ではあったが、大学

２年生の現段階において、学習指導要領や授業づくり

への関心が十分に高まっていないという実態が明らか

となった。 【写真３】「指針」を開く学生

ｂ 新聞紙を使った造形遊び「つなげて つなげて」の体験

先の講義の内容についての理解をより深めるための手立てとして、実際に新聞紙を使

った造形遊び「つなげて つなげて」（「指針」の実践事例「新聞紙はともだち」を参考）

を体験し、その中で学生たち自身が働かせて

いる資質や能力について、指導主事が解説を

加えながらの演習を行った。【写真４】

最初、学生は新聞紙の束を目の前にして「こ

れで一体何をするのだろうか？」という思い

を抱いていたが、屋外の活動場所で「この新

聞紙を自由につないで、この場所を変身させ

よう。」との課題の投げ掛けに対して、新聞紙

を帯状に裂いて長くつなげていく学生、壁面

や柱にビニールのテープを渡し、そこに新聞 【写真４】造形遊びの演習の様子

・学習指導要領の内容を具体的に分かりやすく説明したものであること。

・学年ごとの目標や内容、材料や用具の系統性が一目で分かるように提示されていること。

・育成したい資質や能力についての趣旨が明記されていること。

・学年、領域ごとに授業の実践事例が紹介されていること。

・県内の美術館との連携例が紹介されていること。

＜成果＞

・活動の時間を十分に確保しながらも、「発想や構想の能力」「鑑賞の能力」を育成する手立

てとしての言語活動を計画の中に意識して位置付けている。

・題材研究も兼ねて試作をすることで、子どものつまずきを事前に予測し、具体的な支援が

構想されている。

・造形遊びや鑑賞の実践が増えるとともに、〔共通事項〕の視点を生かした授業が増えた。

＜課題＞

・指導と評価の一体化した授業づくりへの意識は高まったが、付けたい力につながる子ども

の見取りや支援については十分でない。

・育成したい資質や能力がバランスよく配列されるように、年間指導計画の見直しが必要で

ある。

- 67-



紙の帯をつるす学生、新聞紙をねじってつないだり結んでつないだりする学生等、短時

間の取組ではあったが、学生たちの活動は徐々に活発になっていった。目の前の新聞紙

と活動場所から「ここは、どんなつなぎ方がいいかな」「この場所の特徴を生かしながら

どう変身させようか」と考えたり、「絶対はずれないように２回結ぶ」「風で新聞紙がな

びくようにビニールのテープにつるす」などの自分たちの思いの実現に向けて工夫をし

たりして、「発想や構想の能力」や「創造的な技能」の資質や能力を十分に働かせながら

夢中になって取り組む学生の姿が印象的であった。

(ｲ) 美術科教科内容指導論Ⅰ（第２回）（平成 24年 12 月 13 日）

ａ 「木切れや釘」を材料とした題材の構想案と試作品を紹介し合うグループワーク

第１回の講義と演習を受け、学生たちは持ち帰った木切れや釘を使って、自分が構想

した授業の素案と試作品を互いに紹介し合った。それぞれが自分の思いを込めて試作品

をつくってきたためにこの題材を通じて、子どもたちにどのような力を身につけさせる

ことができるのか、イメージをふくらませてきてい

た。実際には、まだ子どもの前で授業を行った経験

のない学生たちではあるが、試作品をつくることで

様々な子どもの姿を思い浮かべながらの意見交換が

行われていた。意見を交換する中で、学生たちは授

業づくりのヒントを得たり、同じ悩みや不安に共感

したりするなど、活発な協議から学んでいる様子が

見られた。【写真５】 【写真５】グループワークの様子

ｂ 図画工作科／美術科の授業づくりにおいて大切にしたいことについての講義

学生たちのグループワークでの協議内容を受けて、以下の２点について、「指針」や

学校現場での実践事例などを基に講義を行い、今後の図画工作科／美術科の授業づくり

の参考となるようにした。

図画工作科／美術科において育成したい資質や

能力（４つの観点）の趣旨について学生たちのつく

った試作品などを基に説明を行った。ここでは４つ

の観点の内の「創造的な技能」を例として紹介する。

【写真６】は、学生Ｔ．Ｇの試作品「おどけたウ

サギ」である。一見すると右側の目の釘打ちが失敗

したかのように見えるが、題名から考えると、おど

けたウサギの表情を表すために「創造的な技能」を 【写真６】「おどけたウサギ」

働かせて、意図的に釘を曲げたことが分かる。このような具体物を使っての説明は、学

生たちにとっても実感を伴った理解へと通じたのではないかと思われる。

子どもの作品の見方についても、実際に子どもが描いた作品から、その子がどのよう

な思いを持って描いたのかを想像しながら、子どもの思いに寄り添って作品を見ていく

ことの大切さを伝えた。

(ｳ) 美術科教科内容指導論Ⅰ（第３回）（平成 25年１月 17日）

ａ 題材構想の発表会

学生が作成した題材構想（Ａ３判資料、様式等は自由）のプレゼンテーションが行わ

れた。資料には、題材名、題材の目標、学習活動の流れ、子どもの意欲を引き出す手立

・図画工作科／美術科において育成したい資質や能力（４つの観点）の趣旨

・子どもの作品の見方
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てや安全指導のポイント、ワークシートの例などが盛り込まれていた。事後のアンケー

トからも分かるように「指針」の学年の目標の一覧や材料や用具の取扱い、授業の具体

例などを参考にして、この題材を通して子どもたちに、どのような資質や能力を育てた

いのかを意識して作成されていた。このような取組を経験した学生たちが、教員となり

図画工作科／美術科の授業づくりを行う際には、ここで学んだことを生かすことができ

るだろうと感じた。【資料６】

【資料６】学生たちが作成した題材構想のプレゼンテーション資料

ｂ 学生が作成したプレゼンテーション資料から見られたよさ

(ｴ) 大学生による「指針」の活用に関するアンケート

【表２】参考となった講義や演習 【表３】「指針」の参考箇所

・題材の目標が、題材を通して身に付けさせたい資質や能力を意識して設定されている。

・子どもの実態を意識したり、評価のことも考えたりしながら題材の構想がなされている。

・題材を通して身に付けさせたい資質や能力に向けて、ワークシートの内容、言葉掛け、安

全面での配慮などの手立てが考えられている。

・図画工作科／美術科の楽しさを子どもたちに伝えたいという思いが感じられる。

【講義や演習を通して図画工作科／美術科の授業づくりで大切だと思ったことや感想等】

・子どもの実態把握と、題材の明確な目標を持って授業をつくるということがいかに大切で

あるか、分かった。「指針」の授業の具体例を参考にしながらの題材構想づくりは大変勉

強になった。

・まだまだ、授業づくりに関した考え方や知識が足りていないなと実感した。

・子どもが楽しめる授業づくりをするには、まず、試作を通して教師が楽しめなければいけ

ないと思った。そうすることで、どのような支援が必要であるかという具体的な手立てが

考えられるのではないかと感じた。

・実際の現場を経験している指導主事の話を聞いて、授業づくりへの理解や心構えなど、自

分なりに得るものが多かった。

・一番大切なことは、美術の楽しさを自分自身で実感することだと思った。それができれば、

子どもたちにも美術の楽しさを伝えることができるのかなと感じた。
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美術科教科内容指導論Ⅰ（第１回～第３回）までの取組の効果を図るために、受講した学

生たちに事後アンケートを実施した。アンケートの集計結果は次の通りである。

【表２】からは、大学生にとっては、「指針」が最も身近な授業づくりの参考書（赤枠①）

となったことが考えられる。また、受け身的に講義を聞くだけでなく、自分自身が実際に体

験してみることで、講義内容の理解がより深まっていくこと（赤枠②）が読み取れる。

【表３】では、学習指導要領に示されている身に付けたい資質や能力の基となる目標への

関心が高いこと（青枠①）が分かる。また、実際の題材構想づくりでは、多くの学生が同じ

材料を扱っている題材の具体例を参考にした（青枠②）ようである。

【図画工作科／美術科の授業づくりで大切だと思ったことや感想等】では、将来教師を

志している学生の教師への思いがふくらんでいる様子が読み取れる。また、下線部の記述

からは、学生の内に授業づくりの基本的な手順を学んだり、体験を通して図画工作科／美

術科の授業づくりで大切なことを感じ取ったりしたことが今後、教員としての資質の向上

に大きく影響していくのではないかと思われる。学生たちが「指針」を参考にしながら授

業づくりのコツをつかみ始めたのは確かである。

(4) 研究のまとめ

ア 成果

５年経験者研修において「指針」を基にした研修プログラムを構成したことにより、図画工

作科／美術科における育成したい資質や能力（「造形（美術）への関心・意欲・態度」「発想や

構想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の能力」）をきちんと踏まえた上で、授業を構想することへ

の意識が高まった。また、講義だけでなく「指針」の実践事例を基にして実技演習を取り入れ

たことによって、研修員自身がその題材を通して育成したい資質や能力について考えることが

できた。「指針」を経年研修等で積極的に活用していくことは、県内の図画工作科／美術科の課

題でもある、育成したい資質や能力の理解が不十分であるために、作品を完成させることが授

業の第一の目的となっているという状況を打開していく有効な手立てとなることが検証された。

育成したい資質や能力の趣旨を正しく捉え、題材を通してどのような資質や能力を育てていく

のかを明確にした上で授業を構想していくことが、指導と評価の一体化が図られた授業づくり

の第一歩となり、それが基になって授業改善へとつながっていくと思われる。

また、教員を志している大学生に対して「指針」の存在を明らかにし、ポイントを絞りなが

ら、育成したい資質や能力について講義をしたり、「指針」の実践事例を基に試作品づくりや題

材構想づくりに取り組んだりしたことは、大学生にとって図画工作科／美術科における魅力あ

る授業づくりについて、じっくり考える機会となった。この経験は、今後教員として教育現場

に立ったときに生かされると同時に、教員としての資質の向上の一助になると思われる。

イ 課題

本研究の対象者が５年経験者と大学生ということで、「指針」の活用状況や有効な活用方法に

ついて、十分な検証が図られたとまでは言えない。初任者研修、５年経験者研修、10 年経験者

研修等の経年研修において今後、研修員の実態に合わせた「指針」の有効な活用方法について

研究していく必要があると感じた。

また、５年経験者と大学生を対象に行った「指針」の活用に関するアンケートからは、「指針」

への要望として、実践事例の充実や具体的な評価場面の解説、様々な材料や用具の紹介等が挙

げられた。特に小学校では、図画工作科について校内研修の窓口教科として、じっくり研修す

る機会が少ないために、より実践的で具体的な資料を求める傾向がある。このことについては

補足資料などを作成し、誰でも手軽に活用できる「指針」を目指して改善していきたい。
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８ 体育／保健体育科

【平成 24 年度の取組について】

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 体育／保健体育」（以下、「指針」）を用いて各分野や各領域の系統性

を理解することで、授業改善を図ることができる。

※ 平成 24年度には「指針」を研修等で活用することにより、研修員が各運動領域の系統性を理解

し、授業改善に役立てることができるように「指針」の紹介や発信を重点とした。

(2) 研究の方法

ア 研究の期間

平成 24 年４月から平成 25年３月まで

イ 研究の概要

次の(ｱ)・（ｲ）の研修で「指針」を活用し、その成果や課題をアンケート調査や聞き取り等に

より検証する。

(ｱ) 教科等リーダー研修

(ｲ) 経年経験者研修（初任者研修・５年経験者研修・10 年経験者研修）

ウ 研究の対象

(ｱ) 小中学校教科等指導リーダー 28 人

(ｲ) 小中学校経年経験者研修の対象者 60 人

(3) 研究の内容

ア 活用の仕方

(ｱ) 教科等指導リーダー研修

教科等指導リーダー研修において「指針」を活用し、各運動領域における指導内容の系統性

に関する理解を深める。また、自己の授業研究及び校内研修、各地区の若手教員に対する指導

助言の参考資料とするよう促す。

さらに、本県の児童生徒の体力の現状について、特に小学校児童の投力の低下が課題となっ

ていることを踏まえ、「指針」にある「静岡県ならではの取組（投力向上に関する事例）」を紹

介し、教科等指導リーダーの立場で積極的に活用するよう依頼する。

(ｲ) 経年経験者研修

経年経験者研修において「指針」を活用し、各運動領域における指導内容の系統性について

解説をする。また、自己や共同での授業研究及び校内研修の際には、「指針」を参考にして事前

協議会を持つよう働きかける。

さらに、本県の児童生徒の体力の現状を共有し、特に小学校児童の投力の低下が課題となっ

ていることを踏まえ、「指針」にある「静岡県ならではの取組（投力向上に関する事例）」を紹

介し、授業づくりの際には参考にするよう指導する。

イ 検証の方法

(ｱ) 教科等指導リーダー研修

研修中に「指針」に関する聞き取り調査を行うとともに、研修後にアンケート調査を行い、

これらを基に活用の成果や課題を検証する。

(ｲ) 経年経験者研修

研修中に「指針」に関する聞き取り調査を行うとともに、学習指導案や研究授業の分析を行

い、これらを基に活用の成果や課題を検証する。

ウ 検証の結果

(ｱ) 教科等指導リーダー研修

「指針」に関するアンケート調査や聞き取りを行い、結果は次の通りであった。
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ａ 授業研究や研修会等での活用状況

ｂ 「活用した」「どちらかというと活用した」という答えの感想・要望等

・地区での授業研究の際「静岡県ならではの取組」を意識し活用した。

・校内研修で、２年生の鬼遊びの学習活動例を参考にした。

・指導法やつまずきに対する支援の仕方等について、指針を見て確認した。

・指針には、指導する際の引き出しがたくさん詰まっている。

・イラストがとても分かりやすかった。1 人一冊持ちたい。

・「身に付けさせたい内容」がはっきり示され、授業構想する場合にすぐに役立った。

・学習指導要領に沿った内容であり、系統性が押さえられていたので安心して使えた。

ｃ 「どちらかというと活用しなかった」という答えの感想・要望等

・１時間の授業展開を考える際の資料があるとよい。

・体育の安全面の押さえや技の技術ポイントの基礎・基本など、経験の浅い教員に必要な情報

があるとよい。

・冊子として手元にある方が、活用頻度は上がるのではないか。

ｄ 聞き取りより

・運動領域ごとにまとまって紹介されており、小中の系統性を意識した指導助言の際には、大

変活用しやすかった。

・地区の教育研究会の会合で紹介をした。小学校の体育専科ではない先生方には、イラストで

紹介されている学習内容が分かりやすいと話題になっていた。

(ｲ) 経年経験者研修

対象者の指導案や研究授業を分析するとともに、聞き取りを行った。結果は次の通りである。

ａ 学習指導案や研究授業

学習指導案や研究授業の様子から、多くの対象者が「指針」に示された小中の系統性を意識

していることがうかがえた。中には、「指針」にある「静岡県ならではの取組（投力向上に関

する事例）」【資料１】を参考に単元計画を立てた対象者がいた。以下の事例は、その実践の様

子である。

【資料１】「静岡県ならではの取組（投力向上に関する事例）」

活用した
どちらかというと

活用した

どちらかというと

活用しなかった
活用しなかった

16 人(57．1％) ９人(32．1％) ３人（10．7％） ０人（0.0％）

リレーのバトンを活用した「投げる」運動感覚を養う教具

「授業づくり指針」P151（下絵）を参考にした

２年生「ボール投げゲーム」の授業実践の一部です。

静岡県ならでは！の取組事例
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ｂ 聞き取り調査より

・毎時間の授業で、どのような学習活動を取り入れればよいのかが参考になった。

・児童のつまずきへの対処法が例示されていたので、あらかじめ確認しておくことで即時的

に対応することができた。

・学習指導案を作成する際、学年部で共通の資料として活用することで、付けたい力を具体

的に意識することができた。

(4) 研究のまとめ

教科等指導リーダーには、年度当初の研修会で「指針」に示された、各運動領域における指導内

容の系統性を解説するとともに、自己の授業研究や地区の研修において活用するよう促した。アン

ケート調査の結果からは、約９割の教科等指導リーダーが自己の授業研究や地区の研修会、あるい

は若手教員に対する指導・助言の参考資料として活用できていたと分かる。

経年経験者研修における研修の様子や授業実践から、「指針」は、小中の系統性を踏まえ、付けた

い力を意識した単元構想や教材開発の面で参考になったと言える。特に、小学校の運動領域につい

ては、指導内容や予想されるつまずきへの支援等がイラストで示されているため、教科書のない体

育の運動領域を指導する先生方にとっては、見やすく分かりやすい参考資料であると思われる。さ

らに、経験の浅い対象者には、「投力向上に関する事例」など、具体的な事例が貴重な資料となり、

授業づくりの拠り所にもなっていた。

これらのことから、「指針」を研修等で活用することにより、研修者が各運動領域の系統性を理解

し、授業改善に役立てることができることが分かった。

【平成 25 年度の取組について】

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 体育／保健体育」（以下、「指針」）を用いて各分野や各領域の系統性

を理解することで、授業改善を図ることができる。

※ 平成 25 年度には、「指針」を「授業支援訪問プログラム」（５年経験者研修）で活用すること

により、研修員が各運動領域の系統性等を理解し、自己の授業研究の参考にして、教科指導力の

向上を図ることを重点とした。

(2) 研究の方法

ア 研究の期間

平成 25年４月から平成 26 年２月まで

イ 研究の概要

「授業支援訪問プログラム」（５年経験者研修）で「指針」を活用し、その成果や課題を対象者

による教科指導力の自己評価やアンケート調査等によって検証する。

ウ 研究の対象

小中学校５年経験者研修の対象者 28人

(3) 研究の内容

ア 活用の仕方

＜授業支援訪問プログラム＞

(ｱ) 全体研修Ⅰ

「指針」を活用し、各運動領域における指導内容の系統性を解説するとともに、単元構想や段

階的な指導計画の作成について指導する。また、「指針」を自己の授業研究の参考にするよう指

導する。

(ｲ) 授業実践Ⅰ

授業実践は「指針」を活用して作成した指導計画を踏まえて行うよう指導する。また、「指針」
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を活用して指導助言を行う。

(ｳ) 全体研修Ⅱ

「指針」を活用し、指導と評価の一体化を踏まえた学習指導案作成について指導する。特に、

「指針」の補足資料である「指導と評価の計画を盛り込んだ学習指導案」を参考にして作成す

るよう促す。

(ｴ) 授業実践Ⅱ

授業実践は「指針」の補足資料「指導と評価の計画を盛り込んだ学習指導案」を参考にして

作成した指導計画を踏まえて行うよう指導する。また、「指針」を活用して指導助言を行う。

イ 検証の方法

(ｱ) 対象者による教科指導力の自己評価

対象者に対し、「授業支援訪問プログラム」の前後に教科等指導力の自己評価を行い、これ

を基に「指針」の活用の成果や課題を検証する。

(ｲ) 対象者の授業実践

対象者の研究授業を基に活用の成果と課題を検証する。

(ｳ) 対象者の授業を受けた児童生徒に対し形成的評価を行い、これを基に活用の成果や課題を検

証する。

(ｴ) 「指針」に関するアンケート調査

対象者に「指針」に関するアンケート調査を行い、これを基に活用の成果や課題を検証する。

ウ 検証の結果

(ｱ) 対象者による教科指導力の自己評価

ａ 「授業支援訪問プログラム」実施前（全体研修Ⅰ）

【資料２】の「授業づくり規準 体育／保健体育科」は、体育・保健体育の授業におけるＰ

（構想）、Ｄ（展開）、Ｃ（評価）・Ａ（改善）のそれぞれの場面において必要とされる「教科

指導力」を整理したものある。ここでの「教科指導力」は、Ｐ（構想）21項目、Ｄ（展開）

20 項目、Ｃ（評価）・Ａ（改善）２項目で構成されている。対象者には「授業支援訪問プロ

グラム」の実施にあたり、これまで５年間の授業実践について振り返る機会を設け、現在の

授業力（教科指導力）について各項目の自己評価をするようにした。「とてもできている」は

４点、「できている」は３点、「あまりできていない」は２点、「できていない」は１点とした。

Ｐ （構想）

学
習
者
の

実
態
把
握

１体育・保健体育に関する児童生徒の既習事項の習得状況等、学習内容の理解度を把握している。

２体育・保健体育に関する児童生徒の興味・関心、意欲等を把握している。

３健康状態（病気・けが・体調等）や体力面の状況を把握している。（養護教諭・学校医などとの連携）

教
科
内
容
に
関
す

る
知
識
・技
能

４学習指導要領、教科書記述の内容分析を通して、教科内容の系統性や指導内容の体系化を理解している。

５各領域・単元・種目の特性や魅力を理解している。

６教材や指導方法の研究に対して意欲があり、常に新しい知識を身に付けている。

７段階的な指導方法について理解し、児童生徒の状況に応じて指導できる技術を持っている。

目
標
の

設
定

８学習指導要領の目標及び単元の指導目標を観点別評価規準の評価の観点に照らして捉えている。

９各領域や単元の目標と児童生徒の実態とを考慮して、適切に目標を設定することができる。

10 毎時間の授業の指導目標と単元の指導目標とを明確に関連付けている。

単
元
計
画

（
授
業
計
画
）

単
元
計
画
の
作
成

11 学習指導要領の目標及び体育・保健体育の指導目標を達成でき、児童生徒に身に付けさせたい知

識・技能が習得・活用できる単元計画を作成することができる。

12 児童生徒の実態に合わせて、指導内容の明確化・重点化・具体化を図ったり、配列を工夫したり

するなどした、単元計画を作成している。

13 学習指導要領の目標を踏まえ、学年間や校種間の系統性を考慮した計画を立てている。

- 74-



- 5 -

評
価
計
画

14 指導目標と実際の学習活動と評価が、一体化した評価計画・評価規準を作成することができる。

15 効果的・効率的な評価計画を作成している。

授
業
の
構
成

学
習
内
容
の

構
成

16 元全体の構造及び指導内容を深く理解した上で、順序性や段階的指導を考慮した学習内容を構成

している。

17 言語活動の充実が図られるような思考・判断を要する場面を想定して学習内容を構成している。

教
材
・教
具
の

選
択
・構
成
・

開
発

18 学習指導要領の目標及び単元の指導目標を達成するのに適し、児童生徒の実態に合わせた教材を

選択している｡

19 童生徒の実態に合わせた教材・教具の開発・工夫をしている｡

板
書
等
の

計
画

20 本時のねらいに即し、授業展開を予測した板書を計画している。

21 本時のねらいを達成するための有効な働き掛けや個への支援を計画している。

Ｄ （展開）

学
習
環
境

づ
く
り

１体育・保健体育の目標や学習内容に応じて、児童生徒が課題解決を図れるような場づくりや教具等を工夫す

ることができる。

２領域や単元の特性を理解し、より安全に楽しく運動が実施できるための施設・用具の管理、設営、準備等を

している。
学
習
へ
の
構
え

や
学
び
方
の

指
導

３公正や協力、責任や参画といった態度面の育成や、安全や健康について常に意識させる指導をしている。

４学習の見通しや、学習に関わり、思考・判断したことをまとめるための、ワークシート等の活用が積極的に

できるような指導をしている。

個
や
集
団

へ
の
配
慮

５児童生徒個々の学習状況や習熟度、健康状態に応じた手だてを講じている。

６安全面や学習効果に影響がある、個や集団への配慮やペア・グループ編成を工夫している。

音
声
・

表
情
・

所
作
等

７安全の確保や学習効果に配慮し、場面に応じた話し方や声の大きさ、表情を工夫することができる。

８運動や健康についての学習に対して、積極的な取組を促す肯定的な態度をとることができる。

指
導
技
術

言
語 ９各領域の基本的な知識として必要な専門的な用語を使っている。

説
明

10 児童生徒のつまずきやすい点を推測し、言葉や図、実際の演技等で、「分かる」ように説明してい

る。

指
示

11 集団を効率よく動かす技術、集中して聞かせる話し方、声の大きさや強弱などを工夫することがで

きる。

発
問 12 ねらいを達成するために、児童生徒の思考を促したり、焦点化したりする発問をすることができる。

板
書 13 学習のねらいと内容が明確になり、児童生徒の思考を促す板書や掲示等を工夫することができる。

演
示

14 児童生徒が知識・技能を習得するために効果のある指導方法を身に付け、手本を示したり、視聴覚

機器等を効果的に活用したりしている。
教
材
・
教
具

の
活
用
、

資
料
提
示

15 児童生徒が知識・技能を習得するために、教材・教具を選択したり、有効な資料を活用したりして

いる。

運
動

量
の

設
定 16 児童生徒の活動の状況を把握しながら、適切な運動量を確保している。

安
全

配
慮 17 施設・用具や種目の特性による危険な場面を事前に予測し、回避している。

見
学
者

へ
の

配
慮

18 可能な範囲で、審判や作戦係・得点係等の役割や、学習を支援するための役割（例・情報機器の使

用）を与え、授業に参加させている。

学
習
活
動
に
お

け
る

即
時
的
対
応

19 児童生徒の発言や行動の意図を読み取り、体育・保健体育の内容や学習方法に照らして理由を付けて認める

など、意図的に働き掛けている。

20 授業目標に照らした理解状況や技の習得状況を捉え、目標・課題の設定や指導方法を修正することができる。
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Ｃ・Ａ （評価・改善）

授
業
の

振
り

返
り
と

分
析

１目標を達成するための指導が有効であったかを児童生徒の姿から振り返り、目標達成の可否の原因を明らかに

することができる。

改
善
に
向

け
た
手
立

て
２単元計画や授業構成、指導方法、評価計画等について常に検証し、改善点を明確にし、授業改善に生かしてい

る。

【資料２】「授業づくり規準 体育／保健体育科」を基にした自己評価表

【表１】は、全ての対象者の自己評価をＰ（構想）、Ｄ

（構想）、Ｃ・Ａ（評価・改善）の各場面別に平均化したも

のである。これによると、Ｄ（展開）に比べ、Ｐ（構想）と

Ｃ・Ａ（評価・改善）の自己評価が低いことが分かる。自己

評価が低い値であったＰ（構想）の項目別の数値は【資料３】、

Ｃ・Ａ（評価・改善）の項目別の数値は【資料４】の通りで

ある。

【表１】各場面の平均点

【資料３】Ｐ（構想）の項目別自己評価結果

２つのグラフから以下のことが

読み取れる。Ｐ（構想）の自己評価

では、効果的な評価計画が作成でき

ていない（項目 14・15）と感じて

いる研修員が多い。また、教科内容

の系統性や指導内容の体系化、段階

的な指導方法・技術の習得（項目

４・７）に関しても評価が低いこと

が分かる。

Ｃ（評価）・Ａ（改善）の自己評価

【資料４】Ｃ・Ａ（評価・改善）の項目別自己評価結

の結果からは、自己の授業を検証し改善点を明確にする（項目２）について、自己評価が

低い傾向が見られた。

ｂ 全体研修Ⅰ・Ⅱ

特に、指導案作成段階で必要となるＰ（構想）の力を向上させたいと考えた。「指針」で

は、各運動領域の系統性を発達の段階を押さえて具体的に示してあるため、対象者の評価が

低かった教科内容の系統性や指導内容の体系化、段階的な指導方法・技術の習得についての

知識や情報を得るには効果があると予想される。この段階で「指針」を重点的に活用させて

要 素 点 数

Ｐ（構想） 2.48 点

Ｄ（展開） 2.76 点

Ｃ（評価）

Ａ（改善）
2.48 点
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いくことが、研修員の教科指導力育成に効果があると思われる。全体研修Ⅰでは写真(下)の

ように、「指針」を活用して単元を構想し、指導計画を立てる時間を設けた。

全体研修Ⅱでは、Ｐ（構想）やＣ・Ａ（評価・改善）の項目の中

で、課題が見られた効果的な指導計画の作成や自己の授業の検証、

改善策を見出すことに関する向上を図るための研修を重点とした。

「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考資料（国立教

育政策研究所）」の見方を解説し、学習活動に即した評価規準を作成

した。その際、「指針」の補助資料として「指導と評価の計画を盛り

込んだ学習指導案」を５例作成し、参考にした。

ｃ 「授業支援訪問プログラム」実施後（授業実践Ⅱ以降）

「授業支援訪問プログラム」の終了後、対象者には実施前と同様に「授業づくり規準 体

育／保健体育科」による教科指導力の自己評価を行い、それを実施前の結果と比較した。【表

２】は、「授業支援訪問プログラム」実施前と実施後の自己評価の平均点を比較したものであ

る。

これによると、対象者にとって課題とな

っていたＰ（構想）の場面で最も自己評価

が高まっていることが分かる。このＰ（構

想）の場面の向上を各項目別に示したグラ

フが【資料５】である。

【表２】プログラム実施前と実施後の自己評価の平均点

【資料５】プログラム実施前と実施後のＰ（構想）の項目別自己評価の変容

このグラフから、Ｐ（構想）について、いずれの項目とも自己評価の値が高くなっている

ことが分かる。特に、「項目４ 学習指導要領、教科書記述の内容分析を通して、教科内容の

系統性や指導内容の体系化を理解している。」や「項目 10 毎時間の授業の指導目標と単元

の指導目標とを明確に関連付けている。」「項目 14 指導目標と実際の学習活動と評価が、一

体化した評価計画・評価規準を作成することができる。」等の項目では、大きな伸びが見ら

れる。 同様に、Ｄ（展開）やＣ（評価）・Ａ（改善）においても、向上傾向が見られ

た。

(ｲ) 対象者の授業実践

全体研修Ⅰ・Ⅱでは、「指針」を活用し、単元構想や段階的な指導計画、指導と評価の一体

要 素 実施前 実施後 比較

Ｐ（構想） 2.48 点 2.91 点 ＋0.43

Ｄ（展開） 2.76 点 3.1 点 ＋0.34

Ｃ（評価）

Ａ（改善）
2.48 点 2.88 点 ＋0.4
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化を図った学習指導案を作成する研修を行った。対象者の中には、「指針」にある「マット運

動の学習活動例」を活用し、児童の学習カードを作成した者もいた。【資料６】はその学習カ

ードである。この学習カードは、対象者が「指針」のイラストに技のポイントを書き込み作成

したものである。これは一例であるが、他の対象者においても「指針」を積極的に活用したこ

とがうかがえる授業実践が行われた。

【資料６】対象者が作成した学習カード

この対象者のように「指針」を活用したことにより授業改善が進み、自己の教科指導力につ

いても肯定的に受け止めるようになった対象者が多く見られた。

(ｳ) 対象者の授業を受けた児童生徒による形成的授業評価

【表３】は「形成的授業評価表」である。今回、対象者の授業を受けた児童生徒に、毎時間

これを用いた授業評価を行うよう依頼した。

体育授業についての調査 評価項目

１ 深く心に残ること、感動することがありましたか。 はい どちらでもない いいえ

２ 今までできなかったこと（動作や作戦）ができるようになりましたか。 はい どちらでもない いいえ

３ 「あっ、わかった！」とか「あっ、そうか」と思ったことがありましたか。 はい どちらでもない いいえ

４ 精いっぱい、全力をつくして運動することができましたか。 はい どちらでもない いいえ

５ 楽しかったですか。 はい どちらでもない いいえ

６ 自分から進んで学習することができましたか。 はい どちらでもない いいえ

７ 自分のめあてにむかって何回も練習できましたか。 はい どちらでもない いいえ

８ 友達と協力して、なかよく学習できましたか。 はい どちらでもない いいえ

９ 友達とお互いに教えたり、助けたりしましたか。 はい どちらでもない いいえ

【表３】「形成的授業評価表」

次ページの【資料７】は、イで紹介した対象者の授業を受けた児童（小学校第４学年）によ

る形成的授業評価である。これによると、単元の終末に進むに従って「意欲・関心」や「協力」

といった態度形成に関わる資質、「学び方」といった「思考・判断」の能力、「成果」といった

児童が実感した「技能」の習得や向上という自己評価が高まっていることが分かる。また、【資

料８】は、中学校第３学年「陸上競技 長距離走」の授業実践における生徒による形成的授業

評価である。「指針」にある「静岡県ならでは」の取組で紹介した課題解決学習の方法を参考

にして、生徒の「思考・判断」の能力の育成に力を入れた実践の結果である。

イラストと動きのポイントを抜き出し

チェック項目としている。

ボロボロになるまで使った

「授業づくり指針」
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【資料７】小学校第４学年 【資料８】中学校第３学年

(ｴ) 「指針」に関するアンケート調査

全体研修Ⅱの終わりに対象者全員にアンケート調査を行った。アンケート調査の結果は次の

通りである。

a 授業の構想時の「指針」の活用状況

【表４】は、Ｐ（構想）時におけ

る「指針」の活用状況である。研修で「指

針」を重点的に使用したことも影響して

いると思われるが、研修員それぞれが学

習指導案作成時には「指針」を積極的に

活用したことが分かる。

【表４】構想時における「指針」の活用状況

ｂ 「指針」の活用に当たり、参考になった内容

指導案や授業計画作成の際参考になった内容は以下の通りである。

【資料９】「指針」の活用に当たり参考になった内容

あなたが、授業実践Ⅰの準備で（Ｐ構想）活用した資料等に

○を付けてください。（複数回答可）

学習指導要領解説 ２７人

評価規準の作成・評価方法の工夫改善のための参考資料 ８人

静岡県の授業づくり指針 ２８人

小学校まるわかりハンドブック ６人

その他 ９人
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- 10 -

【資料９】より、活用に当たって参考になった内容は、多くが「小学校から中学校につなが

る領域の系統性に関する理解」、「単元計画の作成」であることが分かった。このことから、研

修員にとって「指針」が、全体研修Ⅰ（「指針」活用前）での自己評価の値が低い、教科内容

の系統性等に関する理解や段階的な指導方法等に関する知識を助ける資料となっていること

が分かる。

(4) 研究のまとめ

ア 成果

「授業支援訪問プログラム」（５年経験者研修）で「指針」を活用し、各運動領域における指導

内容の系統性を解説するとともに、単元構想や学習指導案を作成する研修を行った。その結果、

プログラム実施前後における対象者の「教科指導力」に関する自己評価に大きな変容が見られた。

授業を構成する際のＰＤＣＡそれぞれの場面において多少の程度の差はあるものの、どの場面で

も実施前に比較して実施後の自己評価が高まった対象者が増加した。つまり、対象者が自己の「教

科指導力」を肯定的に受け止めるようになったということである。この５年経験者研修では、２

回行う全体研修で「指針」を目的に応じて活用し、研修員にとって苦手意識の強かった項目の評

価を向上させることができた。その苦手意識の強い項目は、「指針」で分かりやすく示した「小学

校から中学校につながる領域の系統性に関する理解」の内容でもあったため、研修員にとって「指

針」の活用は有効であったと考えられる。

小中のつながりを踏まえた領域や教材の系統性を理解し、単元で身に付けさせたい力を明確に

して児童生徒の実態に即した単元を構想するという、Ｐ（構想）の場面での「指針」の活用が特

に有効であり、結果として授業改善が図られたと考えられる。さらに、児童生徒の体育・保健体

育の授業に関する授業評価の向上や技能の習得にもつながると思われる。

イ 課題

対象者の自己評価が低かった項目に「単元の評価計画」がある。全体的に、これまで５年間の

経験の中で、評価規準作成の意義や価値への認識が薄く、本研修で初めて評価規準を盛り込んだ

学習指導案を作成したという研修員が数多くいた。「指針」には、十分な評価計画作成のための資

料が掲載されていないため、全体研修Ⅱでは補足資料として「指導と評価の計画を盛り込んだ学

習指導案」を参考にして演習を行うこととした。この演習で、あらかじめ評価計画を立てて授業

を展開することにより、対象者の「教科指導力」の評価は向上した。「指針の参考になったところ」

のアンケート調査でも、評価計画の作成であまり活用されていない結果が出ている。今後、目標

と評価の一体化を意識できるような指導と評価の計画を立てられるような手順や参考となる資料

等を作成し広く発信していく必要がある。

また、「指針」の小学校の内容には具体的な学習活動を掲載しているが、初任者など経験の浅い

教員や専門外の教員にとって、単元構想する際にそれらの材料をどのように組み立てれば確かな

力の付く授業と評価の計画を作成できるのかが難しい。補足資料として作成した「指導と評価の

計画を盛り込んだ学習指導案」に加え、今後は、毎時間の授業づくりの参考となるような「単元

目標と毎時間の指導と評価の計画例」を補充していく予定である。
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９ 技術･家庭科（技術分野）

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針」（以下、「指針」と示す）を用いて学習指導要領の目標と内容を具

体化したり明確化したりすることで、授業改善を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

「悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用及び活用方法の提案」及び「教科等指

導リーダーと共同での効果的な活用事例の開発及び提案」として、以下の研修において「指

針」を活用し、その有効性を探った。

・５年経験者研修（全体研修２回及び授業実践２回）

・希望研修『技術･家庭科（技術分野）の授業づくり研修』

・教科等指導リーダー研修会（２回）

イ 検証の方法

(ｱ) 調査対象者数 合計 17 人

・５年経験者研修（２人）

・希望研修『技術・家庭科（技術分野）の授業づくり研修』（５人）

※５人の内、２人は５年経験者研修対象者。１人は免許外担当者。

・教科等指導リーダー研修会（静東６人、静西６人 計 12 人）

(ｲ) 手順

以下の手順・方法で検証する。

＜５年経験者研修＞

手順：全体研修Ⅰ（５月）にて、今までの授業実践の振り返るとともに、題材を見通した授

業づくりのポイントを研修し、自己課題を明確化した。それらを踏まえ、授業実践Ⅰ

（６月）を行った。全体研修Ⅱ（10 月）において、授業実践Ⅰでの成果と課題を振り

返り、授業実践Ⅱの構想へとつなげ、その後、授業実践Ⅱ（11 月）を行った。構想･

展開・評価・改善というＰＤＣＡサイクルで研修を深めた。

方法：研修の始め・中・終わりの場面で３回アンケートを実施し、授業づくりに関する意識

の変化や「指針」の活用状況の変化等を確認した。また、授業実践Ⅰ・Ⅱにおいて作

成した学習指導案等から、その変容を基に検証した。

＜希望研修＞

手順：技術分野における授業づくり（言語活動の充実）を主とする研修会を行った（８月）。

研修で学んだことが、その後どのように生かされたかを追跡調査（12 月）にて確認し

た。免許外担当者については、追跡調査の一環として、所属校へ訪問して授業参観（１

月）を行った。

方法：研修内でアンケートを行い、「指針」の活用状況を確認するとともに、「指針」を用い

て、具体的な解説やポイントを押さえた。追跡調査にて、研修後の授業づくりにおけ

る「指針」の活用状況を把握するとともに、研修当日との変容を確認した。免許外担

当者については、日頃の授業実践上の悩み等を聞きながら、「指針」を活用して、具体

的な解決方法を示したり、授業づくりのポイントを説明したりした。後日、授業参観

を行い、その有効性を検証した。
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＜教科等指導リーダー研修会＞

手順：研修会（５月）にて、自校や各地区における現状や授業改善の方向性を確認した。そ

れを受け、自校や各地区での実践等を経て、研修会（１月）で、その成果を検証した。

方法：研修会（５月）における協議等から、各地区の現状を把握した。研修後、自校や各地

区において実践等を重ねた。研修会（１月）時に、その取組をアンケートで振り返り、

実践した指導案等を基に、その有効性を検証した。

(3)研究の内容

ア ５年経験者研修

(ｱ) 授業づくりに関する意識の変化

全体研修Ⅰ（５月）、全体研修Ⅱ（10月）、全研修終了後（12 月）の３回、アンケートを

実施した。アンケートは、【資料１】授業づくり規準を基に作成し、以前の回答が見られな

い状態にして、２・３回目のアンケートを実施した。

【資料１】授業づくり規準（技術分野）の一部 【資料２】授業づくり規準を用いた授業づくりに

関する意識の変化（ＰＤＣＡ別①）

自分の授業実践を以下の４段階で評価した。

「４：よくできている。」「３：できている。」

「２：あまりできていない。」「１：ほとんどできていない。」

PDCA 別の平均 研修員Ａ 全体研修Ⅰ → 最 終 研修員Ｂ 全体研修Ⅰ → 最 終

Ｐ（構想）

Ｄ（展開）

Ｃ・Ａ（評価･改善）

２．４ → ３．０

２．７ → ２．５

２．５ → ３．０

２．０ → ２．６

２．６ → ２．５

２．０ → ２．０

【資料３】授業づくり規準を用いた授業づくりに関する意識の変化（ＰＤＣＡ別②）
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(ｲ)「指針」の具体的な活用状況と授業づくりにおける変化

全研修終了後に、

アンケートを実施

し、技術分野に関

わる内容で活用し

た部分を調べ、一

覧とした。

【資料４】具体的な活用状況

【資料５】活用状況の変化に伴う授業づくりの変容

・アンケートの回答をまとめたものが【資料２】である。継続的に研修を重ねる中で、Ｐ（構

想）の項目において、研修員の意識が高まったことが分かる。「目標の設定」「授業の構成」

については、両研修員とも変容が見られ、特に意識が高かった項目である。

・ＰＤＣＡ別における変容を【資料３】に示す。Ｐ（構想）において、大きな伸びが見られ

た。一方、Ｄ（展開）では、両研修員とも平均値が下がった。これは、５年経験者研修（授

業支援訪問プログラム）として、授業実践を指導主事が学校訪問した場で行うことにより、

直接指導を受ける機会があり、参観した授業における具体的な場面を捉えた実践的な研修

となったため、実践上の課題をより明確に感じることができたためと考えられる。

・「指針」の具体的な活用状況を【資料４】に示す。「技術の目標と内容」や「３学年間を見

通した指導計画の作成と内容の取扱い」「言語活動の充実」で使用が多かった。

・【資料５】から分かる活用状況の変化に伴う授業づくりの変容として、授業構想時の参考資

料として、地区内や他校の先生方の実践をあげた研修員が、「指針」や自分で調べた資料・

書籍等を参考にするようになった。生徒の実態を踏まえた授業構想となるよう教材研究の

視野が広がったと考えられる。授業づくりの悩みについては、研修の最終段階では、題材

を見通しての指導計画づくりや学習内容のつながり等が挙げられ、開始時と比べて変化が

見られた。これは、５年経験者研修の目標でもある『題材を見通した授業づくり』に迫る

内容であり、研修を通して、研修員の意識の高揚と教科の本質への着眼が図られたといえ

る。
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以上のことより、５年経験者研修における「指針」活用の成果として、特にＰ（構想）に

おける授業力向上の姿が見られた。課題としては、ＰＤＣＡサイクルにおけるＤ（展開）や

Ｃ・Ａ（評価･改善）における授業実践と連動した授業力の向上があげられる。

イ 希望研修

(ｱ) 研修当日のアンケートより

「技術分野における言語活動の充実」を目的とした研修会の講義や演習の場面で、「指針」

を活用して説明したり、今後へ向けた授業構想を考える際に使用してみたりした。研修当

日のアンケートでも、「言語活動について、指導の方向性が見えてきた。これからの授業が

楽しみ。」「言語活動の視点から、日頃の授業を振り返ることができ、これからの授業に向

けても、見通しを持つことができた。」「技術分野の言語活動について、具体的に何を示し

ているのかが分かり、すっきりした。」等の記述が見られ、「指針」を活用したことにより、

研修内容の理解や定着において有効であったことが分かる。

(ｲ) 追跡調査によるアンケート結果

希望研修終了後の日々の授業づくりにおける「指針」の活

用状況を調査した。「よく活用した・活用した」を合わせて

80％という結果であった。

【資料６】希望研修（研修員）における活用状況

【記述１】「指針」活用の成果＜追跡調査より＞

【Ｄ】「材料と加工（１年生）」の内容で、アイデア作品の設計図を描き、材料取り図を描く授業を行

った。その設計図を見ながら、私と生徒が、考えを共有し、助言および改善をし、よりよい作

品を作る学習となった。

【Ｐ】生徒同士が関わり、意見を出し合い一つのものを作っていくことも言語活動に当てはまると分

かったため、いくつかのやってみたい題材が浮かびました。

・木工による棚製作の場面で、お互いの棚を評価したり、値段をつけあったりすることで、その価値が高まる

のではないかと考えた。

・少人数で複数の時計プロックを制御し、カラーＬＥＤやサウンドを出力するタイミングを考えて、表現する活

動をやってみたい。

・いちご栽培において、温度環境を考えて対策を施す時に、その方法を出し合い、グループで製作してみたい。

★内容や項目を考えて授業構成する際に、授業での評価項目がはっきりと分かるようになった。

★豊富な事例や授業構成の例も載っていたため、授業を考える上でとても役に立った。

★授業の組み立て方について、違うパターンの発想で展開を考えることができる。

★研修を通して、活用できそうな内容が分かったので，活用するために身近に置いておきたい。

★授業で押さえたいポイントについて確認ができる。
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【Ｐ、Ｄ】製作計画書には，「他者からの意見」の欄を用意し，自分の思いだけでなく，実現可能かど

うか意見を取り入れながら活動させた。活動後には「製作品の使用報告書」を提出させ，

活用までの意識を高めさせた。

【Ｐ、Ｄ】「生物育成」の学習においては，二度のチンゲンサイの栽培において，評価・活用の場面を

設定し，一度目の反省を二度目に生かすような活動を行った。設計（栽培計画）段階にお

いては，ワークシート（栽培計画書）に一度目からの改善点と二回目の目標，達成に向け

ての具体的な活動等を書かせ，評価・活用の段階を具体的に示させた。

【Ｐ、Ｄ】プログラミングの授業において、生徒に相互評価させたりアドバイス交換をさせたりする

授業構想を用い、生徒が互いをフォローしたり評価したりできた。

【記述２】授業づくりにおける具体的な実践事例＜追跡調査より＞

・追跡調査により、「指針」活用の成果として記述されたものを【記述１】に示す。「指針」

を活用して深めた理解に加え、学習活動例等を参考に自校に合った構想につなげた様子

がつかめた。

・具体的な実践事例が【記述２】である。「指針」を活用して研修を行った成果として「付

けたい力」の定着に向けた活動を自分で構想し、それに合ったワークシート【資料７】

の作成が行われた。具体的な言語活動の設定に関し、Ｐ（構想）のみならず、具体的な

Ｄ（展開）までつながった事例である。定められた授業時数の中で、教科として「付け

たい力」を生徒に定着させるために授業改善をいかに図っていくかという視点から、具

体的な取組が変化した様子が明らかとなった。

以上のことより、希望研修における「指針」活

用の成果として、研修目的の「技術分野における

言語活動の充実」の理解を促すだけでなく、研修

を深めることになった。また、研修後の日々の授

業づくりにおいても継続的に活用し、具体的な言

語活動の場面設定に生かしたり、意欲的に構想･

授業実践したりする姿につながっていた。研修会

の中で、「指針」を活用する意図やそのよさをつか

むことができたことが、自校に戻った後も継続的

に活用できた要因と考える。

課題としては、今後も広く「指針」のよさを伝

え、活用を推進していく体制を作っていくことで

【資料７】作成されたワークシート例 ある。

(ｳ) 免許外担当者

希望研修に参加した免許外担当者に対して、日々の授業実践における課題等を聞きなが

ら、「指針」を活用して演習を行った。

☆用具の安全指導

（指針 P.81 両刃のこぎり P.82 かんな P.83 げんのう P.84 釘ぬき、きり）

（P.85→はんだごての作業上の注意することを意識した授業が展開することができた）

☆健康（目の健康（ドライアイ対策）、指針 P.88 コンピューター操作について）

→ 自分が気付かなかった健康面の注意が分かり、その後、注意することができた。

【記述３】「指針」活用の成果＜追跡調査より＞
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＜参観した授業において＞

【資料８】「指針」を参考にした板書 【資料９】整頓された工具類

「指針」に示されている工具を使う際のポイ

ントを板書し、生徒の安全について配慮がされ

ていた。【資料８】

また、「指針」に示されている安全管理に関連

し、日常的に工具の整頓がされている様子が見

られ、実習時の作業スペースも確保されていた。

生徒にとって、必要な工具が使いやすく揃って

おり、自然と工具を大事に扱うことやものを大

切にする気持ちを育む環境として整えられてい

た。【資料９】

【資料 10】安全に配慮した指導場面

工具や工作機械の使用上の注意事項を生徒に伝えるのみでなく、実際の作業場面では、必

要に応じて生徒を支援することができていた。生徒自身にも安全に対する意識が育ってきて

おり、丁寧に作業する姿が見られた。【資料 10】

以上のことより、免許外担当者における「指針」活用の成果として、生徒の作業における

安全面の確保のための参考資料として、「指針」の安全に関する内容が役に立っていることが

実証された。実際の指導場面において、何に注意し、何を指示すればよいかが把握しやすく、

実践に生かせたという感想をもらった。押さえる手の位置を確認して取り組む等、安全面へ

の意識が高まるとともに、生徒自身が、正確な作業ができていた。

技術室の環境設定において、「指針」が、「工具をどのように整頓し使いやすい状態を維持

していくか。」「生徒の作業場面での安全配慮をどのようにしていくか。」「学習指導要領の内

容や工具・工作機械の正しい使い方等を確認する。」などの参考資料となった。

一方、課題としては、題材として何を扱い、どう学習を進めていくかが難しいという声を

聞いた。より具体的な資料について情報提供できれば、更なる授業改善が図られる。
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ウ 教科等指導リーダー研修会

＜リーダーの研修（インプット）＞

教科等指導リーダー研修会（５月）において、「指針」を配付した。協議「授業改善」に

おいて、活用の目的、地区研修や自己研修での活用方法について共有した後、「指針」の活

用について意見交換した。

＜リーダーの実践及びリーダーからの指導（アウトプット）＞

教科等指導リーダー研修会（１月）

において、年間の活用状況を授業づく

りのＰＤＣＡサイクルに基づいた視点

でアンケート調査【資料 10】を行った。

調査項目は、Ｐ（構想）に 11項目、Ｄ

（展開）に５項目、Ｃ・Ａ（評価・改

善）に２項目、合計 18項目である。

結果を以下に示す。

【資料 10】ＰＤＣＡサイクルに基づく年間の活用状況アンケート

(ｱ) ＰＤＣＡ別の活用状況

授業づくりにおけるＰＤＣＡの視点から検証した。それぞれの場面ごとの平均数値を示

す。回答数値は「４ よく活用する」「３ 時々活用する」「２ あまり活用しない」「１ 全

く活用しない」である。（回答人数 12 人）

・授業を構想するときにまず開く。学習指導要領解説の解説といった感じで分かりやすい。

また、工作機械の安全に関しては、自らの取組の振り返りや安全点検に役立てている。

・小学校や他教科とのつながりを確認することで、授業づくりに役立つことが分かった。

・今後は、評価や改善にも活用していきたい。

・生徒の安全は、授業を行う上で最優先される事項であるので、その部分を活用している。

・題材を考えたり指導案を作成したりするときに、とても参考になった。イメージが明確に

なり展開や活動に幅ができた。

【記述４】教科等指導リーダーの振り返り

Ｐ（構想） Ｄ（展開） Ｃ・Ａ（評価・改善）

2.7 2.8 2.6
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(ｲ) 自分自身の授業力向上への有効性

授業実践するに当たり、自身の授業力向上への有効性を客観的に判断したときの結果は

以下の通りである。なお、回答数値は「４ 大いに役立つ」「３ 役立つ」「２ あまり役

立たない」「１ 全く役立たない」であり、ここでは平均値を示す。（回答人数 10人）

3.5

(ｳ) 若手の指導力育成への有効性

地区における活用の有効性について自由記述形式で回答した。教科等指導リーダー事業

の目的の一つである若手育成に視点を絞っての回答を求めた。

・授業づくりの根拠となる学習指導要領を分かりやすく再構成している部分は若手にとって

分かりやすく、自分たちリーダーが内容を伝えるときにも役立つ。

・学習指導要領を読み説く際に役に立つ。若手ばかりでなく、中堅教員や免許外で担当する

先生にも有効に活用できる。

・授業で付けたい力は何かが確実になるとともに、指導の手立ても参考になる。

・学習指導要領のねらい、評価、安全面に関して大変有効であり役立つ。

・小学校や他教科とのつながり、学習活動例は特に熟読する必要がある。授業づくりに大い

に活用できる。

・安全面の確認ができる。安全管理と安全指導の視点が持てる。

・本時の目標や指導の重点、観点別評価について実際に若手と確認する資料として活用した。

・これから技術科教員を目指す若手にも活用できるとよい。

【記述５】地区における活用の有効性

(ｴ) まとめ

教科等指導リーダー研修会を通して、学習指導要領の目標と内容を具現化できる授業は、

子どもが主体的に学習する授業につながっていることが分かった。

授業をＰＤＣＡサイクルで検証することによって、Ｄ（展開）が充実しているものはＰ

（構想）が充実している。逆についてもいえる。さらに、Ｃ・Ａ（評価・改善）とのつな

がりもある。それぞれの関連性が重要であることが明確になった。「指針」は、この関連性

の基に作成されている。現場の先生方はそれを実感し、授業づくりにおいて有効な資料と

して評価している。

また、個人の授業力向上だけでなく、地区での授業力向上においても効果的な参考資料

であることが明らかになった。「指針」の更なる活用を図っていくことが今後の課題である。

(4) 研究のまとめ

研修員の意識の変化や記述、研修会での協議等から、特に授業構想の場面において有効であ

ることが明らかとなった。「指針」のよさや活用方法を研修の中で具体的に学び、それを意識的

に日常の授業づくりへつなげる姿が見られた。授業者として、授業づくりのポイントを明確に

できたことで、様々な授業構想アイディアも浮かび、授業力の質的向上が見られた。

地区における若手育成等の場面においては、「指針」がリーダーと若手とをつなぐ資料となっ

ていた。学習指導要領解説の内容を更に分かりやすく、具体的にした事例等の情報は、実際の

授業をイメージすることを容易にし、地区における授業改善を支え、教師の授業力向上に寄与

していた。

免許外担当者にとっては、正しい工具の使い方や安全面に関する不安が大きい。実際に様々
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な工具や工作機械を使う場面があり、その不安を少なくする上で、「指針」に記述された内容が

分かりやすく、実際の授業においても、すぐ生かせていた。

以上のことより、「指針」を用いて学習指導要領の目標と内容を具体化したり明確化したりす

ることで、授業改善の一助となっていることが確認できた。また課題としては、Ｐ（構想）に

おける「指針」活用の成果を、Ｄ（展開）やＣ・Ａ（評価・改善）へとつなげていくことが挙

げられる。日々の授業づくりにおける参考資料として、更に多くの人に活用してもらえるよう、

継続的な働き掛けをしていく必要もある。
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10 家庭／技術・家庭（家庭分野）

(1) 研究の仮説

「静岡県の授業づくり指針 家庭／技術・家庭（家庭分野）」(以下「指針」と示す)を用いて

適切な評価の在り方について理解することで、授業改善を図ることができる。

(2) 研究の方法

ア 研究の進め方

(ｲ) 悉皆研修、希望研修、学校等支援研修における活用及び活用方法の提案

５、10 年経験者研修、教科等指導リーダー研修において、指針に掲載されている「評価

の設定例」を取り上げ、適切な題材計画の在り方を理解する講義や演習を行い、研修員の

授業力向上への有用性を探る。

イ 検証の方法

(ｱ) 対象

５年経験者研修員、10 年経験者研修員、「家庭科の授業づくり研修」参加者、家庭科の教

科指導リーダー、地区教科研修参加者（Ａ地区）

(ｲ) 手順

・対象者に対して、「家庭科の授業づくり」や「評価」に関するアンケート調査を行い、困

り感や抱えている課題などの実態をつかむ。

・各研修において「指針」を活用した講義や演習を行う。

・研修後に「家庭科の授業づくり」に関するアンケートを実施し、研修員の授業改善に対

する変容を捉える。

・「家庭科の授業づくり研修」への参加者には、追跡調査から授業改善に対する変容を捉え

る。

・研修を受けた後の指導案や授業実践の内容から授業改善に対する変容を捉える。

(3) 研究の内容

ア 研修前の研修員の実態調査

(ｱ) 「家庭科の授業づくり」に関するアンケート分析（研修前）

家庭科の指導に当たる教員の授業力の実態を把握するため、「指針」の活用状況調査を兼

ねてアンケートを実施した。【資料１】は、５年研、10 年研、教科等指導リーダーの結果

である。「①家庭科に関する児童生徒の既習事項の確認をよくしている」では「とてもあて

はまる」「あてはまる」が 72％、「⑤子どもの興味・関心や意欲を引き出すことに重点をお

き学習活動を考えている」では「とてもあてはまる」「あてはまる」が 76％であった。こ

のことから、家庭科の指導に当たる教員は、子どもの実態把握に努め、子どもたちが主体

的に取り組める授業づくりに力を入れていることが分かる。

しかし、「③教科書の記述内容（赤刷り等）から授業展開を考えている」では「とてもあ

てはまる」「あてはまる」が 65％であるのに対して、「④学習指導要領や指導要領解説の記

述から、授業展開を考えている」では「とてもあてはまる」「あてはまる」が 50％と少な

く、「あまりあてはまらない」が 20％と多かった。このことから、家庭科の指導に当たる

教員は、教科書の内容に沿いながら授業の流れを考えるが、題材や各時間における付けた

い力を解説で確認し、教材研究を十分に行って授業を実践するという点は、弱いのではな

いかと考えられる。

また、「⑧題材目標（付けたい力）を踏まえて、題材を見通した評価計画を考えている」
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「⑨家庭科の評価において、四つの観点それぞれの評価の内容を理解している」では、｢ど

ちらとも言えない｣｢あまりあてはまらない｣ が多い。このことから、評価の捉え方が曖昧

なまま題材を計画し、適切な場面・内容で評価する力が弱いことが推察される。そのため、

子どもたちの関心・意欲を引き出すことに重点が置かれた体験活動が中心となり、本来付

けるべき家庭科の力が十分に付けられていないのではないかということが懸念される。

さらに、経験年数

別で比較すると、【資

料２】に示すような

三つの点で顕著な差

や特徴が見られた｡

③からは、経験年数

が少ない教員のほう

が、教科書の記述だ

けでなく、学習指導

要領解説にも目を通

して教材研究をして

いるということであ

る傾向がうかがえた。

また、③の結果を

踏まえ、④の結果か

ら考察してみると、

経験年数の多いベテラン教員 ほど､解説から付けたい力を捉えて授業展開を考えるので

はなく、自分の経験や得意分野を重視して授業を展開しているのではないかと推測される。

⑨からは、10年以下の教員に「どちらともいえない」の回答が多く見られ、経験年数の

少ない教員ほど、評価に対する理解には自信がなく、ベテラン教員でも、「あまりあてはま

らない」と回答していることから、評価に関する研修を深めていく必要があることが分か

った。

【資料１】家庭科の授業づくりに関するアンケート（研修前）対象数：５年研・10 年研・教科リーダー 36 人

【資料２】経験年数別によるアンケート分析（質問項目③④⑨）

対象数：10年以下 15 人、11年以上 21人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①家庭科に関する児童生徒の既習事項を確認している

②題材に関する児童生徒の興味関心、意欲を把握している

③教科書の記述内容（赤刷り等）から、授業展開を考えてる

④学習指導要領や指導要領解説の記述から、授業展開を考えている

⑤子どもの興味・関心や意欲を引き出すことに重点をおいた学習活動を考えている

⑥題材や本時の目標を達成させるために、適切な学習活動を考えている。

⑦授業時における子どもの表れを見て、評価項目を考えている

⑧題材目標（付けたい力）を踏まえて、題材を見通した評価計画を考えている。

⑨家庭科の評価において、４つの観点それぞれの評価の内容を理解している。

家庭科の授業づくりに関するアンケート(研修前）

とてもあてはまる ややあてはまる どちらとも言えない あまりあてはまらない まったくあてはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０年以下

１１年以上

１０年以下

１１年以上

１０年以下

１１年以上

経験年数による比較

とてもあてはまる あてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない

③教科書の記述内容(赤
刷り等）から、授業展開を
考えている

④学習指導要領や指導
要領解説の記述から、授
業展開を考えている

⑨家庭科の評価におい
て、４つの観点それぞれ
の評価内容を理解してい
る
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(ｲ) 家庭科の授業づくりにおける困り感

【資料３】は、家庭科の授業づくり

において感じている困ったことをまと

めたものである。社会の変化に伴う家

庭環境の変化から、家庭科の授業づく

りに難しさを感じている指導者が多い

ことや、特に「評価」に関して困り感

を感じていることが分かる。

これらのアンケート結果から、家庭

科の指導者が抱える課題を捉え、「家庭

科の研修において培いたい力」を以下

のように設定した。【資料４】

これらの点に重点を置き、「指針」を活用した家庭科の授業力向上をねらいとするセンター

における研修を構想することとした。

(ｳ) ｢指針」の活用状況に関するアンケート(対象数：74 人)

【資料５】は、上記までのアンケート対象

者に加え、地区教科研修会の参加者の研修前

の「指針」の活用状況を示している。

各学校に配布されてはいるが、内容を確認

する機会は少ないようで、「指針」の配布２年

目となるが、十分に活用されている状況とは

言えない。指針の中身をよく知ってもらうと

ともに、具体的な活用方法についても､研修会

で紹介していく必要性を感じた。

また、既に、活用している場面として、「自

己の授業研修の場面」が一番多かった【資料

６】。

具体的な活用内容としては、「地区で異校

種の教員が研究授業を行うのでそのための

教材研究として活用した」「中学校：食の内

容で評価規準の設定例を読み合って指導案

の作成をした」「静岡県の特産物を知る授業

において指針にある地図を活用した」「内容

Ｂ、Ｃにおける小中の違いを確認した」など

があり、「小中の系統性」「静岡県ならでは」

などのこの指針の構成上の特徴を生かした

使い方をしている研修員もいた。

・解説をよく読み、付けたい力を明確にして展開を考えること。

・付けたい力を達成させるための学習活動を考えること。

・評価の方法や内容について理解を深めること。

・付けたい力と評価を関連させて、題材計画を立てることができること。

【資料４】家庭科の研修において培いたい力

63%

28%

9% 0%

自己の授業研修のため 地区の研修会のため

他の教員への指導助言のため その他

【資料５】授業づくり指針活用状況(研修前)

【資料６】授業づくり指針活用内容(研修前)

53%
47%

活用している 活用していない

・生活を創意工夫する能力の評価が難しい。

・評価場面や評価材料がこれでよいのかと疑問を持ちながら

授業を行っている。

・実習中の見取りや評価の方法、・実習だけでなく、１時間の

中で話し合ったり友達と関わったりする方法を学びたい。

・技能の実習中の評価が難しい。

・一人一人の表れを見取るのが難しい。

・実践を家庭ですることへの協力が難しい。

・家庭の事情を考えると家族との関わりなどを学習する際に

どの程度まで授業で触れてよいのかいつも悩みます。

【資料３】家庭科の授業づくりにおける困り感(一部)
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イ 「指針」を活用した研修

前述の研修員の実態調査結果を踏まえ、経年経験者研修

や教科等リーダー研修において、「指針」を活用した「家庭

科の授業づくり」に関する講義や演習を行い、家庭科の授

業力向上を目指した。

「指針」には、以下のような特徴があり、指導事項と｢評

価規準の設定例｣の両方を見ることで各題材における付け

たい力が明確となり、題材計画を構想しやすい内容になっ

ている。

(ｱ) ５年経験者研修における活用（研修員 静東地区：８人、静西地区：５人）

５年経験者研修では、付けたい力を明確に捉えた題

材構想力を磨くことをねらいとした。５年経験者研修

には、全体研修Ⅰ・Ⅱがある。家庭科の教科部会の参

加者には、小学校の場合、今年度初めて家庭科を担当

するという教員もいる。そのため、全体研修Ⅰでは、

教科理解を深めるため家庭科の教科のねらいと指導事

項について「指針」を活用しながら、講義を行った【資

料７・８】。そして、全体研修Ⅱでは、特に「家庭科に

おける評価」に重点を置き、

評価のねらいとその在り方について講義と演習を行った【資料９】。

(ｲ) ５年経験者研修員の指導案の変容

５年経験者研修のプログラムでは、センターにお

ける全体研修Ⅰ・Ⅱの２回の研修の他、各学校にお

いて、２回の授業実践を行う。この２回の授業実践

には、指導主事が訪問し授業改善に向けた指導を行

う。全体研修Ⅰ・Ⅱの講義や演習、１回目の授業実

践から学んだことを生かし、２回目の授業実践では、

家庭科の教科のねらいを理解し、付けたい力を明確

【資料７】５年経験者研修における活用

【資料９】５年経験者研修全体研修Ⅱの演習用ワークシート

【資料 10】５年経験者研修における活用

【資料８】５年経験者研修における活用

【演習内容】

「指針」で指導事項と評価の設定例を調べ、題材における

付けたい力を明確にしてから、題材計画を立てる。

・小中の指導内容の違いとつながりを意識して授業展開を構想できるように、各内容で

小学校に続けて中学校の指導計画例を掲載してある。

・各指導事項に合わせて、国立教育政策研究所が示している｢評価規準の設定例｣を示し

てある。
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にした授業展開を考え実践していく研修員が多い。

こうした変容は、学習指導案の内容からも見取ることができる。【資料 11・12】は、５

年生の家庭科を担当する教諭の指導案である。【資料 11】にあるように、１回目の授業実

践では、評価と学習内容

の関連が適切につかめて

おらず、何をどのような

方法で評価するのか、不

明確な題材計画であった。

そのため、１時間１時間

のつながりが感じられず、

題材を通して付けたい力

に至るまでの見通しが不

十分な授業展開になるこ

とが危惧された。

【資料 12】は、全体研

修Ⅱにおいて評価に関す

る講義・演習を受けた後

の、２回目の授業実践の

指導案である。題材の評

価規準によってこの題材

で子どもたちに付けたい

力を明確に示し、１時間

ごとのねらいと学習活動

とその評価の計画を盛り

込んでいた。題材を通し

て付けたい力を確認し、

題材のどの場面で、何を、

どのような方法で評価す

るのか、見通しを持った

指導案を立てることがで

きていた。

全体研修Ⅱでは、全体

研修Ⅰに加え、【資料９】

で示したように「家庭科

の評価と授業づくり」の

講義や、「指針」「評価規

準の作成、評価方法等の

工夫改善のための参考資

料」を活用した指導案作

成の演習を行った。これ

らの演習により、評価に

視点をおいて題材構想を

見通す力をより高めるこ

とに有効であったと言え

る。

５年家庭科 学習指導案
１ 題材名 元気な毎日と食べ物～バランスのよい食事を考えよう～
２ 題材の目標
・毎日の食事に関心をもち、栄養を考えた食事をしようとする。

<関心・意欲・態度>
・おいしいごはんの炊き方やみそ汁の作り方について工夫している。

<創意・工夫>
・ごはんとみそ汁の調理ができる。 <技能>
・五大栄養素の種類と働きについて理解し、栄養を考えて食事をとる大

切さについて理解している。
・ごはんやみそ汁の調理の仕方について理解している。<知識・理解>

３ 題材計画

【資料 11】全体研修Ⅰ後の１回目の公開授業実践指導案

【資料 12】全体研修Ⅱ後の２回目の公開授業実践指導案

５年家庭科 学習指導案
１ 題材名 じょうずに使おう ものやお金
２ 題材の目標

物や金銭の使い方に関心をもち、金銭の大切さについて考え適切に買
い物をしようとする態度を育てるとともに、目的に合った品物の選び方
や買い方ができる。

３ 題材の評価規準

４ 指導と評価の計画
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このような方法で、10 年経験者研修においても、「指針」を活用した演習を行い、評価

の在り方と題材計画の関連性に着目しながら、題材構想づくりの理解を深めることができ

るようにした。

(ｳ) 教科等指導リーダー研修会での「評価方法工夫改善の演習」における活用（研修員 静

東地区：12 人、静西地区：８人）

２回目のリーダー研修会では、研修員に実際に授業で活用したワークシートなどの評価

資料を持参してもらい、評価の演習を行った。【資料 13】のようなワークシートを使い、

目標に準拠した評価項目の理解とその評価方法、おおむね満足できる状況・十分満足でき

る状況を考える演習を取り入れた。この演習は、評価の観点の趣旨とその内容が適切に結

び付かず、本時のねらいがずれてしまう授業がしばしば見受けられるが、リーダーがこう

したずれに気付き、指導に当たる力を向上することをねらった。

【資料 14】は、参加したリーダーの

感想である。「『十分満足できる状況』

か『おおむね満足できる状況』の判断

は難しく、リーダーとして自分の評価

の捉え方について見つめ直し、さらに

研究を深めていきたい」といった感想

が多くあった。この演習を通して、「お

おむね満足できる状況」とは、どのよ

うな子どもの姿であるのかを考えるこ

とや、付けたい力を身に付けた子どもの表れを具体的に予想して指導・支援することの重

要性を理解できたと思われる。

リーダーには、このような「指針」を活用した演習を、指導者として各地区で実施し、

【資料 13】評価方法工夫改善のための演習

＜演習の方法＞
① 事例から、ワークシートにどんな項目を記入すればよいか理解し、持参した資料について項目ごと

記入していく。
② 評価規準の設定例から事例における「おおむね満足できる」状況、「十分満足できる」状況の判断基

準を理解する。
③ 各自の事例について、「指針」に掲載されている評価規準の設定例や指導事項から、「おおむね満足

できる」状況、「十分満足できる」状況の判断基準について協議する。

・本日の評価について勉強になりました。もう少し評価
について学びたいです。また、各地区のリーダーとし
て学んだことを広めていきたいです。

・評価について理解が不十分であったと反省していま
す。実際の子どもの表れをもとにしてどう評価するか
考えさせられました。

・評価についての認識の甘さを自覚した。自分の課題が
はっきりしました。

・付けたい力を明確にすることが本当にできているか、
不安な部分はあるが、題材計画をもう一度考えていき
たい。

【資料 14】教科リーダーの感想
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①家庭科に関する児童生徒の既習事項を確認するようになった

②題材に関する児童生徒の興味関心、意欲を把握するようになった

③学習指導要領を読んで、授業展開を考えるようになった

④題材や本時の目標を達成させるために、適切な学習活動であるかどうかを考えるよ

うになった。

⑤本時の目標と評価のつながりを考え、１時間の授業展開を考えるようになった。

⑥その題材でどのような力をつければよいのか明確にし、題材全体を見通した評価計

画を考えている。

⑦家庭科の評価において、４つの観点それぞれの評価内容への理解が深まった。

⑧家庭科の評価について研修したことで、自身の題材構想力が向上したと感じる。

授業づくりアンケート（研修後）

とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

評価についての理解を深め、よりよい家庭

科の授業づくりを推進していくように促し

た。

(ｴ) 希望研修における活用

本年度より、当センターにおいて新規に

開設した「家庭科の授業づくり研修」【資料

15】において、家庭科における言語活動の

充実、指導と評価について、「指針」を活用

しながら講義を行った。この研修には、経

験年数 11年以上の参加者も多い。事前のア

ンケート調査から、ベテラン教員であるほ

ど自分なりの授業スタイルが確立されてい

る傾向があるという実態があった。この研

修を通して、学習指導要領のねらいに沿っ

た授業展開について、適切な評価のあり方

の視点から理解を深め、専門性を高めると

ともに、自身の授業スタイルを見つめ直す

機会にしてもらうことをねらいとした。

【資料 16】は、「研修で実施した講義『家

庭科の評価』を通して、自身の評価に関す

る捉え方がどのように変容しましたか」と

いう質問に対する追跡調査の回答である。

調査結果からも、評価の在り方の視点から、

題材を構想していくことで、１時間ごとの

学習課題や目標を明確にすることで自身の

題材構想力の高まりを感じていることが分

かる。

ウ 研修後の研修員の実態調査

(ｱ) 「家庭科の授業づくり」に関するアンケート分析（研修後）

【資料 16】研修後の追跡調査より

【資料 15】家庭科の授業づくりの研修内容

・毎時間全ての項目について評価するのではな

く、題材全体を見通し、どの場面で、何を評価

していくかを計画的に考えるようになった。

・いくつかの題材で、１時間の授業での評価場面

や評価方法、評価項目を整理した。題材によっ

ては生徒にも授業での評価場面や評価方法を

提示した。その結果、生徒は１時間の中での学

習課題や目標が明確になり、少しずつではある

が、意欲的に取り組む生徒が増えた。

【資料 17】家庭科の授業づくりに関するアンケート（研修前）対象数：５年研・10 年研・教科リーダー 37 人
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研修を受けた研修員を対象に、研修前に調査したアンケートの内容を踏まえて研修効

果を考察するための「家庭科の授業づくりに関するアンケート」を実施した【資料 17】。

「研修員の意識の変容」【資料４】で示した「家庭科の研修において培いたい力」の向上

を考察するために、質問内容や選択肢の言葉を事前のアンケートとは少し変えて実施し

た。

アンケート結果からは、評価を視

点とした研修を受けたことで、「自身

の題材構想力が向上した」について、

「とてもそう思う」「そう思う」を合

わせると 94％であり、評価の在り方

を中心に行った研修の効果がうかが

えた【資料 18】。

また、研修前のアンケートの「⑧

題材目標（付けたい力）を踏まえて、

題材を見通した評価計画を考えてい

る」において、「どちらともいえない」

または「あてはまらない」は 42％で

あったが、研修後の「⑥その題材で

どのような力を付ければよいのか明

確にし、題材全体を見通した評価計

画を考えている」の項目においては、

96％が、「とてもそう思う」「そう思

う」と回答しており、この違いから

も題材構想力の向上を図ることがで

きたと考えられる【資料 19】。

さらに、研修前のアンケートの「④

学習指導要領や指導要領解説の記述

から、授業展開を考えている」の項

目では、「あてはまる」と回答するの

は 45％程度であったが、研修後のア

ンケートの「③学習指導要領を読んで、授業展開を考えるようになった」の項目では、

96％が、「とてもそう思う」「そう思う」と回答している。改めて、自身の授業のやり方

を見つめ直し、付けたい力に沿った授業づくりをしていこうとする研修員の変容がうか

がえた【資料 20】。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑥その題材でどのような力をつければよいのか明
確にし、題材全体を見通した評価計画を考えてい

る。

研修後

とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑧題材目標（付けたい力）を踏まえて、題材を見
通した評価計画を考えている。

研修前

とてもあてはまる ややあてはまる どちらとも言えない

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

【資料 19】題材を見通した評価計画力の変容

0% 20% 40% 60% 80% 100%

④学習指導要領や指導要領解説の記述から、授
業展開を考えている

研修前

とてもあてはまる ややあてはまる どちらとも言えない

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③学習指導要領を読んで、授業展開を考えるよう
になった

研修後

とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

【資料 20】学習指導要領をもとにした授業構想力の変容

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑧家庭科の評価について研修したことで、自身の
題材構想力が向上したと感じる。

研修後の題材構想力の向上について

とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない

【資料 18】題材構想力の向上
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(ｲ) ｢指針｣の活用状況に関するアンケート

各研修において活用した「指針」を、その後自己の研修や地区の研修において、どのよう

な場面で活用したかを調査した。研修前は、活用率は 47％であったが、本アンケートでは、

100％が活用したとの回答を得ることができた。結果からは、特に、指導事項や題材の流れ、

評価内容を確認するための活用が多いことが分かる【資料 21】。

研修前後の比較のアンケート結果からも、その題材でどのような力を付ければよいかを明

確にし、題材を見通して指導計画を立てるようになった教員が増えているという調査結果が

得られた。

「指針」は、内容別に指導事項と評価規準の設定例が掲載されている。このような「指針」

の内容を確認、活用して、題材構想を考えることで、授業の構想力が高まり、授業改善につ

ながっているのではないかと考えられる。

(4) 研究のまとめ

ア 研究から見えてきたこと（成果）

研修前のアンケート結果から、家庭科の指導者における指導力の課題をつかみ、それを基

に【資料４】に示したような培いたい力を明確にし、それらの力を育成するために「指針」

を活用した研修内容を考案して、研修員や指導者の授業力の向上をねらった。成果としては

次のようなことが挙げられる。

・研修において、「指針」を活用した演習を取り入れることで、適切な評価の在り方について

理解を深め、個々の教員の指導力向上に役立てることができた。

・研修会において、「指針」を活用した演習を行い、「指針」の内容を紹介した。研修後は、

「指針」の活用率が向上した。各自で「指針」を使用して授業改善に努めている先生方の

様子をアンケート調査から得ることができた。

イ 今後の課題

・免許外や講師として、家庭科の指導に当たるものが多い。センターにおける悉皆研修だけ

ではなく、より多くの対象者に、教科の指導方法の理解や指導力の向上を図ることができ

るよう、各地域へ「指針」を活用した研修を紹介するなど、「指針」活用の裾野を広げてい

く必要がある。地区の教科等指導リーダーの活用や、地区の研修会における活用を促進で

きるようその方法を探っていきたい。

・日々の授業で指針を活用しやすくするために、より具体的な授業展開例や参考資料など、

補充内容について検討していきたい。評価については、具体例を示すことで理解が深まっ

21

15

29

6

26

16

5

0 5 10 15 20 25 30 35

評価内容を確認した

小中の指導のつながりを確認した

題材の流れや学習展開を確認した

研修会において指導内容について説明したり確認
したりした

指導事項を確認した

言語活動の充実について確認した

「生活の課題と実践」について確認した

【資料 21】研修以後の活用の様子 対象数：37 複数回答可

- 98-



ていくと考えられる。授業で活用できるワークシートの事例等を掲載していくことを通し

て、評価についての理解を深めるとともに、指導と評価の一体化を意識したＰＤＣＡサイ

クルの授業づくりについて紹介していく場面を作りたい。
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Ⅴ 研究のまとめ

本研究では、学校における「静岡県の授業づくり指針」の活用を進めることをねらいとしてきた。その結

果すべての教科で、研修・訪問業務を通して「指針」の活用について周知することができた。特に５年経験

者研修では、すべての教科において「指針」を用いた講義や訪問時の指導助言を行い、その有効性について

検証している。次に示すのは、５年経験者研修対象者の学校における「指針」の活用状況に対するアンケー

ト結果である。

１ 平成24年度５年経験者研修（小・中学校）追跡調査結果

(1)「授業づくり指針」を活用したか

よく活用した 活用した あまり活用していない 活用していない

44人 59人 14人* ２人*

37.0％ 49.6％ 11.8％ 1.6％

＊の人数には、「指針」を作成していない教科等（生活科・特別支援学級）を選択した研修員を含む。

(2) どのように活用したか

・学習指導案作成のときに、指導事項や言語活動を確認するために活用した。

・子どもに確実に身に付けさせたい内容や、他単元・他学年との系統性を確認した。

・学習指導案を作成する際、目標や評価規準を設定するために活用した。

・具体的な実践例を参考にしながら学習指導案づくりを進めた。

・「静岡県ならでは」の部分を生かして授業づくりをした。

２ 平成25年度５年経験者研修（小・中学校）追跡調査結果

(1)「 授業づくり指針」を活用したか

よく活用した 活用した あまり活用していない 活用していない

41人 69人 ７人* ２人*

34.5％ 58.0％ 5.9％ 1.6％

＊の人数には、「指針」を作成していない教科等（生活科・特別支援学級）を選択した研修員を含む。

(2) どのように活用したか

・単元計画を作成する上で、必ず参考にしている。

・単元を考える上で、子どもに身に付けさせたい力を具体的に知るために活用した。

・具体的な実践例や評価規準の書き方を参考にして学習指導案を作成した。

・用語解説を参考にした。

・小学校での履修内容の把握に役立てた。（中学校教員）

このように、よく活用した、活用したという研修員が９割を占め、研修を通して「指針」の存在や見方、

効果的な使い方を知ることで、活用が促進されていることがわかる。また、自由記述の内容を分析すると、

執筆側の意図が十分に理解された使い方がされており、授業改善に効果があったことが推察される。

授業改善や教員の授業力向上に対する有効性については、静岡県教育委員会が行った次のアンケート結果

からも読み取れる。

１ 学力検証委員会報告書 静岡県学力検証委員会 （平成25年３月）

(1)「 授業づくり指針」は教員の学習指導力向上に有効か（小学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

217 104 ３ ０

67％ 32％ １％ ０％
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(2) 「授業づくり指針」は教員の教科指導力向上に有効か（小学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

225 97 １ １

68％ 30％ １％ １％

(3) 「授業づくり指針」は校内研修の充実に有効か（小学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

100 124 ０ ０

62％ 38％ ０％ ０％

(4) 「授業づくり指針」は教員の学習指導力向上に有効か（中学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

114 60 ０ １

65％ 34％ ０％ １％

(5) 「授業づくり指針」は教員の教科指導力向上に有効か（中学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

120 55 ０ ０

69％ 31％ ０％ ０％

（6) 「授業づくり指針」は校内研修の充実に有効か（中学校）

有効である どちらかといえば

有効である

どちらかといえば

有効ではない

有効ではない

103 67 ４ １

59％ 38％ ２％ １％

２「『有徳の人』づくりアクションプラン」及び学校運営の改善状況に関する平成24年度末調査（学校対象）

結果 教育政策課 （平成25年５月13日）

(1) 「授業づくり指針」を活用したか（小・中学校）

学校全体で

計画的に活用した

教科担当等により

一部で活用した

活用しなかった

小学校 36.4％ 63.6％ ０％

中学校 23.7％ 76.3％ ０％

(2) 「授業づくり指針」を活用したか（小・中学校教員）

活用した 活用しなかった

小学校 57.3％ 42.7％

中学校 45.8％ 54.2％

(3)「授業づくり指針」は児童生徒の「確かな学力」の育成に役立ったか

（活用したと回答した小・中学校教員）

役立った どちらかといえ

ば役立った

どちらかといえば

役立たなかった

役立たなかった

小学校 45.1％ 50.9％ 3.6％ 0.3％

中学校 40.8％ 46.9％ 11.6％ 0.6％

以上のように、「静岡県の授業づくり指針」を活用した多くの学校・教員が、授業づくりや児童生徒の「確

かな学力」育成に、有効である（役立った）、どちらかといえば有効である（役立った）と感じており、「指
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針」の有効性については検証できたと考える。

反面、活用状況は、まだまだ満足のいく数値とは言えず、研修参加者以外での活用には課題が残る。この

ことから、今後も各教科において様々な機会を捉え、「静岡県の授業づくり指針」について周知を図っていく

とともに、よりよい活用方法についても提案していく必要がある。その一助を担うものとして、平成26年度

末には、総合教育センターホームページに、各教科が作成した「静岡県の授業づくり指針・補助資料（仮称）」

を掲載する予定である。

また、今回の研究で特筆すべき点として挙げられる一つが、大学での活用である。（国語・社会・図工/美

術・音楽）これは、教科指導者として、大学の教育学部で教鞭をとる教授を招聘したことから可能となった

取組である。教科により、多少の違いはあるが、教員養成課程に学ぶ学生を対象に「指針」を用いて総合教

育センターの指導主事や教科指導者が、授業づくりについて複数回の講義を行った。研究指導者や参加した

学生からは、「指針」を利用したことで、実践に即した指導内容となり、教育実習や採用後の授業づくりに生

きるものである、という声が聞かれたと報告されている。前述のアンケート結果と同様に、学生においても

「指針」の活用が、個人の資質を向上させることに効果があったと言えるであろう。

教員にとって、早い時期に必要な授業づくりのスキルを正しく身に付けることは不可欠であり、正しい知

識を有した教員が増えることは、学校全体の授業改善を進めることに繋がる。このことから、今後も教科指

導者と連携を図り、大学における活用を推進し、学生自身が「指針」を活用する場面の提案などを積極的に

行っていきたい。

これからも、各学校の「魅力ある授業づくり」のために、様々なアプローチを工夫しながら、｢静岡県の授

業づくり指針｣の普及を進めていきたい。
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「静岡県の授業づくり指針」の活用に係る研究 委員名簿

氏 名 所 属・職 名 24 25

委員長 杉山 洋一 総合教育センター授業づくり支援課・学校支援担当参事兼授業づくり支援課長 ○

委員長 櫻井 宏明 総合教育センター授業づくり支援課・学校支援担当参事兼授業づくり支援課長 ○

副委員長 渡邊 静也 総合教育センター東部支援班・東部支援担当参事 ○

副委員長 鈴木二三哉 総合教育センター東部支援班・東部支援担当参事 ○

国語部会

江口 尚純 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

○竹下 敦子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

鈴木 泉 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

◎佐野 文子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

森谷 幹子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

中嶋記恵子 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

伊藤 直美 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

社会部会

塩川 亮 静岡大学教育学部・教授 ○

磯山 恭子 静岡大学教育学部・教授 ○

○岡本 裕之 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

○斉藤 勝 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

清水 達夫 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

小林 誠 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

小谷 和之 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

鈴木 孝明 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

佐藤 正和 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

算数/数学部会

國宗 進 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

○楠 富之 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

○藁科 昌樹 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

西川 正一 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

渥美 直久 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

草谷 篤 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

前原 一徳 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

理科部会

丹沢 哲郎 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

鈴木 康浩 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

後藤 昌英 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

○飯田 寛志 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

○新林 章輝 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

中野 志保 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

三田 和弘 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○

渡辺 健幸 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○

英語部会

白畑 知彦 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

○澤入 章 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

柳瀬 昭夫 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

○田渕 江美 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○

山崎 裕子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

檜木小重美 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○

大川 美紀 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○

上野 朋子 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

- 103-



氏 名 所 属・職 名 24 25

音楽部会

北山 敦康 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

○岡田 直子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・指導主事 ○

◎寺田 綾子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・主任指導主事 ○

山田 正訓 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・指導主事 ○ ○

○勝又 理恵 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

図工/美術部会

登坂 秀雄 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

◎片瀬 恵子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・主任指導主事 ○

○内山 春枝 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・指導主事 ○

○小越 隆則 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

体育/保健体育部会

伊藤 宏 常葉大学教育学部・教授 ○ ○

○古田 友美 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・指導主事 ○ ○

齋藤 篤 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・指導主事 ○ ○

渡邉 康男 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

技術・家庭

技術部会

紅林 秀治 静岡大学教育学部・教授 ○ ○

○佐貫 正明 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

宮崎 克久 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

家庭/技術・家庭

家庭部会

新井 映子 静岡県立大学食品栄養科学部・教授 ○ ○

○増田 裕子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

堀之内育子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

秋岡 智子 総合教育センター東部支援班・指導主事 ○ ○

◎印は事務局 ○印は教科代表

事務局

氏 名 所 属・職 名 24 25

事務局長 神田不二彦 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・班長兼主任指導主事 ○ ○

鈴木 憲 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・班長兼主任指導主事 ○

操上 俊樹 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・班長兼主任指導主事 ○

藤本 眞二 総合教育センター東部支援班・班長兼主任指導主事 ○ ○

研究主任 佐野 文子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅰ班・指導主事 ○ ○

研究副主任 片瀬 恵子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・主任指導主事 ○

研究副主任 寺田 綾子 総合教育センター授業づくり支援課授業支援Ⅱ班・主任指導主事 ○
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